




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　そこは決して祝福された都市ではなかったけれど、彼女に必要なものはほとんどあった。

　友人もいたし、寝ね起おきする家も、文句を言いながら働く場所も、気分良く遊べる店もあった。

　ごみごみした街並みだって、人の息吹いぶきが感じられて好きだった。

　空が窮きゆう屈くつに感じられる時は、鐘しよう楼ろうに出て海を見たりした。

　唯ゆい一いつの家族は死んでしまったけれど、たくさんの思い出があったから、階段の手すりの感かん触しよくや、ドアの開く音や、庭木の匂においなんかに、故人を思うことだってできた。

　勿もち論ろん、同時に、そこは隣りん人じんが隣人を騙だます悪名高い都市だった。

　秤はかりの誤ご魔ま化かしなんて日常茶さ飯はん事じ。身みの代しろ金目当ての誘ゆう拐かいと密輸品の取引が二大産業だとか、各国の贋にせ金が作られて出て行く港だとか言われることもある。通りでは身体からだを壊こわした娼しよう婦ふがボロボロになって捨てられ、孤こ児じが虚うつろな目で蹲うずくまる。

　道徳なんて犬の餌えさにもならないと、誰だれもが思ってる。

　別に、彼女だって、完全な都市だったなんて、言うつもりはない。

　完全な都市だったらよかったのに、とも思わない。




「ねえ、だって、好きだったんだよ。理り不ふ尽じんで腹が立ったけれど、あのままでも」




『コンスタンス』は呟つぶやいて、自分に触ふれる指を感じて目を閉じた。
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　コンスタンティンは猫ねこの身体から飛び出したノミをぷちっと潰つぶした。

　後あと脚あしで頸くびの後ろを搔かくことに腐ふ心しんしていた黒くろ猫ねこは、潰されたノミを見て金色の目を見開いた。

「なるほど、これがノミというものか」

　コンスタンティンは指先を擦こすり合わせて虫を落とした。

　頭の中では、とりとめもない思考が浮うかんでは消える。今夜からこの猫をベッドに入れるのはやめようとか、今日の晩ご飯は何にしようとか、今月はもうお金がないとか、それから──

　ニコラスが帰ってきたら全部おしまいだな、とか。

「……猫のノミ取りしてる場合じゃないんだよ！」

　コンスタンティンは突とつ然ぜん叫さけんで、腰こしを下ろしていたベッドから立ち上がった。

　足あし下もとにいた猫は、びくりとして飛び退のいた。

「どうした、妻よ。大きな声で」

「ニコラスだよ、ニコラス！」

　また大きな声が出てしまった。木造の司祭館で大きな声を出せば、通りにだって聞こえかねない。コンスタンティンは深呼吸をし、できるだけ声を潜ひそめて猫に語った。

「ファーザーの従者だか協力者だかっていう、あのニコラスが、僕の村に行っちゃったんだよ。そうしたらどうなると思う？」

「どうなるというのだ」

「僕の正体がばれるんだよ！」

　またしても、声は大きくなる。

　ダメだ、これじゃ。

　コンスタンティンは昂たかぶった感情を少しでも抑おさえようと、大おお股またで窓の方に近づいた。

　自室の窓からは司祭館の裏庭の様子が見える。野菜畑では何種類かの作物が白や紫むらさきの花を咲さかせている。林りん檎ごはまだまだ小さい。今年はユリエルと林檎酒を作ってみようと思っていたけれど、そんな計画は到とう底てい実現できそうにない……

　不安、恐きよう怖ふ、後こう悔かいが次々と押し寄せてくる。その波に飲み込まれそうになりながらも、コンスタンティンは半ば自分に言い聞かせるために語った。

「ニコラスは僕の村で、きっと赤毛のコンスタンティンって男の子についての話を聞こうとするだろう。教会の記録は普ふ通つう閲えつ覧らんできないと思うけど、ニコラスならどうにかして調べてしまうかもしれないし、それでなくても結果は同じだ。赤毛のコンスタンティンって男の子の話は絶対に聞けない。代わりに彼が聞くのは、同じような赤毛で、緑の目をした『女の』赤ん坊ぼうが、悪あく魔まに目をつけられて、母親と一いつ緒しよに姿を消したって話だよ……」

　コンスタンティンが村をあとにしたのは、もう十年以上前の話だ。

　けれど、悪魔が現れて赤毛の赤ん坊に目をつけたことを覚えている人間はいるはずだ。それに、〈血の赤、森の緑、雪の白〉の彩いろどりを備えた女の子を悪魔が花はな嫁よめにする話はあの村に古くから伝わっている。

　ニコラスは、きっとその話を聞くだろう。

　そうなれば、『赤毛で緑の目で女の疑いをかけられたコンスタンティン』とその『赤毛で緑の目で悪魔の花嫁にされたコンスタンス』を結びつけることは十分、可能だ。

　そして、『悪魔と一緒に現れる【黒い羊シスター・ブラツクシープ】』との関係を疑うことも。

　コンスタンティンはきっとまた女ではないか、【黒い羊ブラツクシープ】ではないかと疑われるだろう。前に疑われた時は、悪魔に自分の姿に変じてもらって誤魔化した。でも、二度目は？

　同じ方法が何度も通じるとも思えない。ニコラスの情報なら、ユリエルは信しん頼らいを置き、コンスタンティンへの疑いを強める。そうなれば、なおさらだ。この悪魔が実在の人間の姿をそっくり写し取ることができると、ユリエルも気付くかもしれない。

「人生終わった……」

　コンスタンティンは窓まど枠わくにもたれ、がくりと項垂うなだれた。

「では、あの従者が戻もどる前に、この都市から逃にげればよい。時間の猶ゆう予よはまだあろう」

　悪魔はのんびりと言った。その吞のん気きさがしゃくに障さわり、コンスタンティンは振ふり返り、腹を舐なめる猫をじろりと睨にらみつけた。

「逃げたって、どうせずっと追われて、善行どころじゃなくなるんだ。【黒い羊ブラツクシープ】になれなくて、もう人助けもできないってことは、君と離り婚こんできないってことだ……運良くファーザーやニコラスから逃げ続けられても、いつか君に地じ獄ごくへ連れ去られる。ちまちました喜捨やら何やらで君との離婚に足りるほど善行を積めるとも思えないしね」

　いや、しかし、残っても未来は明るくない。異い端たん者とか悪あく魔ま崇すう拝はい者とか言われて、拷ごう問もんを受けて磔はりつけにされておしまい……だろう。

「なるほど……」

　神しん妙みような声で、猫はそう相あい槌づちを打った。

　変だな。コンスタンティンは眉まゆを顰ひそめた。

「なるほど、だけ？　君なら、それなら吾わが輩はいと一緒に来ればよい、とか言うのかと思ってたよ。こっちの都合なんか考えもしないでさ」

　悪魔は黙だまり込み、コンスタンティンを見つめた。そうするとただの黒い猫にも見えて、コンスタンティンは戸と惑まどった。

「そうかもしれぬな」

　悪魔は書き物机から窓枠に跳とび乗り、窓から見える林檎の枝にひらりと移った。

「おい……」

「確かに、本来の吾輩ならばそう言うべきなのだ」

　独り言のようにそう呟いて、猫はよく茂しげった枝の間に姿を消した。

　ひとり残されたコンスタンティンは、困こん惑わくして立ちつくしていた。

「……なんか変だったな」

　いつものように誘さそい文句が出て来なかったということは、悪魔は自分への興味を失ったのだろうか？　勿論、そうだとすれば喜ばしいことだ。自分は晴れて自由の身になる。

　けれど、それは都合が良すぎる気がする。

　本来の彼ならば、彼女の都合も意志も無視して、自分の意見だけを押し通そうとするのに。

　この変化は、いったいなんだろう。

　ここ最近、そういったことが増えている。悪魔について不思議に思うことや、違い和わ感かんを覚えることが、積み重なっている……

（彼は）

　ふと、コンスタンティンは一つの予感を覚えた。

　けれど言葉にはできないまま、その予感は手の中をするりと逃げていった。




【黒い羊ブラツクシープ】とコンスタンティンの関係を調べるためにニコラスがコンスタンティンの生まれ故郷へ旅立って、もう五日ほどが経過していた。

　コンスタンティンの故郷は、サクスのあるアール島からは船と馬で片道二週間以上かかる。他ほかに用事もあるそうで、かなり遠回りすることになるから、今回は三週間ほどの日程になるだろうか。馬を乗り潰して代わりの馬を手に入れられなかったり、船を見つけられなかったりすればもっとかかるが、ニコラスがそういったへまをするとは思えない。ユリエルの信頼もあつく、旅慣れ、何かと情報を仕入れる手管に長たけているふうに見えた。

　コンスタンティンは、城の小広間にある小さな窓から街を見み渡わたしていた。

「猶予はあんまりないなあ……」

　傍かたわらにいたユリエルが、その呟きを聞きとがめた。

「何かおっしゃいましたか？」

　思わず口に出していたことに気付いて、コンスタンティンはぎょっとした。ぎこちなく笑えみを浮かべ、言い訳を口にする。

「いや、なんでもないです。ちょっと、その、今月の予定を頭の中で確かく認にんしていて」

　ユリエルは、そうですかと柔やわらかい声で言い、微笑ほほえんだ。

　どんな人間の毒気も抜ぬくような、温かみのある微び笑しようだ。

　すみれ色の目をした際きわだって美しい新任司祭は、優やさしく穏おだやかな人ひと柄がらと気き遣づかいで、教区民に慕したわれつつある──もしも自分がいなくなっても、彼が残ればみんな安心できるかな、と考えて、コンスタンティンは俯うつむいた。

（思考が後ろ向きすぎるなあ）

　小さく溜ため息いきを吐つくコンスタンティンを見て、ユリエルは心配したように顔を覗のぞき込んできた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　最近元気がないようですが。悩なやみ事ごとがあるのなら……あ、いえ、私にできることなど知れていますが……その、もしもこの招待についても、気が引けているのなら」

　コンスタンティンはすぐに顔を上げた。

「いや、それは大丈夫です」

「しかし、相手はあなたに肌はだを見せることを強要した、あの……」

　コンスタンティンはユリエルの腕うでにそっと触ふれて、彼の言葉を押しとどめた。途と端たんに彼の頰ほおが赤くなる。それが自分に触れられたせいだと気付かないまま、コンスタンティンは繰くり返し言った。

「大丈夫ですよ、ファーザー」

「……わかりました」

　ユリエルは、目を伏ふせてそう答える。

　少し不服そうな、拗すねたような表情は、二十歳はたちそこそこの青年らしく、コンスタンティンの口元には自然と笑みがこみ上げてきた。

　これが、夜になると【黒い羊ブラツクシープ】を追う狩人かりうど？　到底、信じられない。

「ファーザーは可愛かわいいですねえ」

　思わず、そう口走っていた。

　その瞬しゆん間かん、コンスタンティンは後悔した。最近、どうも口が軽いというか……思ったことを喋しやべっている。【黒い羊ブラツクシープ】であることがもうすぐ知られてしまうと思うと、緊きん張ちよう感かんが薄うすくなってしまうらしい。

　だが、ユリエルは珍めずらしく怒おこったような顔をして言った。

「あなたに言われたくありません」

　コンスタンティンはきょとんとした。

　あなたに言われたくない？

　まさか、彼は、コンスタンティンを可愛いと思っているという……ことだろうか。

　いやいや。ユリエルはコンスタンティンが男だと思っているし、コンスタンティンは決して可愛らしい人間ではない。ユリエルのような、素す直なおで純情なタイプではないのだ。

　自分は可愛くない。

「僕は可愛くないですよ、ファーザー」

　だからコンスタンティンはそう言ったのに、ユリエルは怒ったような顔のままで、彼女はなんだか頰が熱くなってきた。

　その時、扉とびらの外から主あるじの訪おとずれを告げる従僕の声が聞こえ、扉が開かれた。

　入ってきたのは、銀ぎん髪ぱつを結ゆい上げてネットで覆おおった、若き女領主・グロリアだ。

　彼女は濃こい青のドレスを身に着け、指先まで自信に満ちた優ゆう雅がな所作で堂々と小広間に入ってくると、窓辺にいたコンスタンティンとユリエルに向かって、気さくに笑いかけた。

「やあ、お招きしたのにお待たせしてしまい申し訳ありません、司祭様。それに、あのような事件のあとでコンスタンティン助祭もよく来てくれました」

　グロリアの後ろでは、代官であるレオンが、ちょっとすまなさそうな微笑をコンスタンティンに向けている。コンスタンティンは、ユリエルとグロリアが型通りの挨あい拶さつを交かわす間に、大丈夫だということを示すため、レオンに向かって片手をひらひらと振って見せた。




　グロリアが使者を寄よ越こしてユリエルとコンスタンティンを城での食事に招きたいとの旨むねを伝えてきたのは、昨日の夕刻のことだ。名目上は、先日の──つまり、コンスタンティンを教会で裸はだかに剝むいたあの事件の謝罪、ということだった。

「まあ、謝罪というのは名目だ」

　グロリアの言葉を聞いて、コンスタンティンは口の中の酒を噴ふき出しそうになった。高価なワインなので無む理り矢や理り堪こらえたが、人が吞のんでる時にそんなことを言わないで欲しい。

　向かいの椅い子すに腰こしを下ろすグロリアは思案げにチェス盤ばんを見ていたが、別に次の手を悩んでいるわけではないだろう。対戦相手のコンスタンティンは、先さき程ほどグロリアから駒こまの動かし方を教えてもらったばかりの、まるきりの初心者なのだから。

　グロリアはおざなりに【騎士ナイト】の駒を動かして言った。

「そなたとちょっと話がしたかったのだよ、コンスタンティン助祭。ほら、私は以前教会でそなたの肌を見せてもらったが、考えてみれば、もしもそなたが本物の【黒い羊ブラツクシープ】ならば、見た目を誤ご魔ま化かすくらいはできるかもしれないからね。司祭様の言うところでは、【黒い羊ブラツクシープ】には悪あく魔まがついているということだし。民たみの言うところによると、悪魔の助力ではなく神のご加護だそうだが。そう……コンスタンティン助祭はどう思うかな？」

　そこで彼女は顔を上げ、にこりと笑みを浮うかべてコンスタンティンを見た。

「噂うわさの【黒い羊ブラツクシープ】は聖女か、それとも悪あく魔ま崇すう拝はい者か？」

　ああ、結局これかとコンスタンティンは思った。

　食事に招かれたものの、指定の時間に来てみればまだ食事は準備中で、グロリアはコンスタンティンにそれまでの暇ひまつぶしにとチェスの勝負を持ちかけた。

　勿もち論ろん、グロリアは初心者とチェスがしたかったわけではなくて、それを口実にコンスタンティンの腹のうちを探さぐりたかったのだ。

　コンスタンティンはあからさまに嫌いやそうな顔をした。

　グロリアは驚おどろいた様子で目を丸くする。

「おや。随ずい分ぶん素直な感情表現だね」

「発言が許されているようなので申し上げますけど、ご領主様」

　コンスタンティンは、ざっくばらんに言った。

「ご領主様は僕を疑っておいでなんですよね？　で、だからこそ、僕を城に招いてくださったんですよね？　こんなふうに質問をぶつけて、反応を見たり、こちらがボロを出したりしないか観察するために」

「ふむ。勿論、そうなるね」

　グロリアも、正直に頷うなずいた……いや、この人は最初から開けっぴろげに言っていた。コンスタンティンを疑っていると。自分の勘かんによほど自信があるのだろう、その態度はずっと変わっていない。

　コンスタンティンは、相手を怒らせるとか、疑われるとかいうことをあまり気にせず──ニコラスの件のために、そういったことに注意を払はらうのが無意味に思えていた──語った。

「でも、きっとご領主様は、僕がご質問にどうお答えしても、満足してはくださらないでしょう。僕を【黒い羊ブラツクシープ】だと決めてかかってらっしゃいますから、僕が【黒い羊ブラツクシープ】だってことを証明する発言しか耳に入れてくださらない。僕はずっと否定するし、普ふ通つうに話すから勿論【黒い羊ブラツクシープ】らしい答えなんか出てこない。でも、疑っている時はどんな些さ細さいなことでも怪あやしく思えるものです。いつか、ご領主様はまったくの勘かん違ちがいで僕が【黒い羊ブラツクシープ】だっていう『証しよう拠こ』を摑つかむでしょう。勿論、それは本当は『証拠』なんかじゃないけど、あなたはそう思うはずです」

「私が間ま違ちがった判断をくだすと？」

　グロリアが、気分を害したような口調で言った。

　だが、その実、面おも白しろがっているのは目が笑っていたからわかった。

　コンスタンティンは、自分でもどうかと思うほど、ひどくぶっきらぼうに言い放った。

「間違うんだよ、あんただってね」

　今度こそ、グロリアは本気で驚いた。演技でもなんでもなく、言葉を失ってコンスタンティンを見つめるだけだ。やっと相手の意表を突つけたことに満足を覚え、コンスタンティンはゆっくりと椅子にもたれ、足を組んだ。

　呆気あつけにとられるグロリアを眺ながめ、ユリエルに迷めい惑わくはかけたくないなと思いつつも、コンスタンティンは口から思う存分言葉を吐はき出した。
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「自分は間違わないとでも？　それこそ間違いですよ、ご領主様。僕は裸まで見せたのにあなたはまだ僕を疑っている。それはもう理り屈くつじゃない、感情です。あなたはそんなに【黒い羊ブラツクシープ】が羨うらやましいんですか？　民に愛されているから？　だから僕を彼女だと思った時、僕を裸に剝くことで彼女を貶おとしめようと思ったんですか？　あなたが彼女に対して感情的になるのは自由だけど、僕まであなたの感情的な問題に巻き込まないでください。僕はあなたに何もしていない」

　言うだけ言ってから、ちょっと考えて言い添そえる。

「いや。今したかな？　あなたを怒らせたかもしれませんね、今のは」

　グロリアは、まだ何も言えずにいる。グロリアがコンスタンティンについて、『領主から疑いを向けられて萎い縮しゆくする姿』を想像していたのだとしたら、さぞ驚いたことだろう。コンスタンティンはいい気味だと思う反面、グロリアの沈ちん黙もくが続くにつれて、不安にもなってきた。いや、覚かく悟ごはしていたし、なるようにしかならないが。

　何かあったら、ユリエルを連れて逃にげないとな、と考える。ユリエルはレオンに連れられてどこかに行ってしまった。部屋にいるのは、グロリアとコンスタンティン──それに、今剣けんの柄つかに手をかけているコンスタンティンの真後ろの騎士だけだ。

　グロリアはしばらく経たって、コンスタンティンの後ろに控ひかえる騎士に目をやり、扉の方へ戻もどらせた。初老の騎士は退いて、元のように扉の前に陣じん取どった。

「感情の問題か」

　グロリアは感かん慨がい深げにそう呟つぶやいた。怒って豹ひよう変へんするか、余よ裕ゆうを保って笑い飛ばすかという反応を想像していたコンスタンティンは、意外に思った。

「興味深い考察だったよ、コンスタンティン助祭」

　グロリアはそう言って、困ったように軽く眉まゆ根ねを寄せた。

「だが、私とそなたの間でも、感情の問題はちょっとはあるかもしれない。今のそなたの発言を忘れてやるにしても」

「？」

　コンスタンティンの方には、そんな覚えはない。領主と個人的に親しくしたことなど。今日こうしてチェス盤を挟はさんで向かい合っているのが本当に不思議なくらいなのだ。

「とはいえ、なるほど、確かに感情の問題でそなたをこれ以上苦しめるのも可哀かわい想そうだ。ご指し摘てき通り、私の態度はそなたにも【黒い羊ブラツクシープ】にも理性的とは言い難がたい。【黒い羊ブラツクシープ】を支配したいという欲よつ求きゆうが強すぎるのだろう。そなたのことは、客観的な証拠を他ほかに得られてからにしよう」

　その結論はいかにもこの領主らしいものかもしれないなと思いつつも、コンスタンティンは新たな疑問を口にした。

「僕と、ご領主様との間の感情の問題って、なんですか？」

「何、大したことではない。もしかしたらそうかもしれないなという程度のことだ。私も指摘されるまで可能性にすら気付かなかった」

「……教えてはくださらないんですか？」

　グロリアは、仮面でも被かぶるように素す早ばやく、高こう慢まんな女領主の笑えみを浮かべて言った。

「秘密だ」

　どうも、聞き出すのは無理らしい。

「それより、そなたの番だよ？」

　チェスのことだ。グロリアは、初心者相手に手を抜ぬいてくれているのか、いないのか。コンスタンティンにはそれすらもよくわからない。盤ばん面めんを見下ろし、頭を振ふる。

「もう無理じゃないですか？」

「勝負事を投げ出すのはいけないことだ」

　……なるほど。

　コンスタンティンは思い直し、あらためて椅子に座り直すと、腕うでを組んで盤を睨にらみつけた。

　ニコラスが戻ってきたら、ユリエルとの、そして悪魔との勝負は終わる──

　そのことがいつも頭を掠かすめるけれど、まだ少しだけ、時間は残されている。

　だから、コンスタンティンは唸うなり、頭を搔かきながら、【歩兵ポーン】の駒を手に取った。




　ユリエルははらはらしていた。

　気の短いところのあるコンスタンティンは、領主に対して失礼なことを言ったりしていないだろうか。もしや、また、裸はだかに剝むかれていたりしないだろうか。

　グロリアの強ごう引いんな性格と、コンスタンティンの負まけず嫌ぎらいな性格を考えると、不安は募つのるばかりだ。

「くよくよ悩なやむのは、身体からだに良くないと聞きましたよ」

　何事にもおおらかな性格のレオンにはそう言われたが、ユリエルは青ざめた顔のままぶんぶんと頭を振った。

「やはり離はなれるのではありませんでした……今からでも戻って」

「そら、この薔[image: ]ばらですよ。グロリア様が教会に寄進したいとおっしゃったのは」

　彼らは城の中庭に出ていた。

『コンスタンティン助祭と二人でチェスをしたい』という女領主の意向に従い、レオンがユリエルを連れ出したのだ。聖ブリジット教会に寄進する薔[image: ]の苗なえを見せるという名目で。

　小こ径みちを辿たどって薔[image: ]園に着いたレオンは、一本の木の前で足を止めた。

「俺は花なんかちんぷんかんぷんですけど、こいつのことは良い色だと思いますよ」

　一方ユリエルは、不作法だろうが今すぐ引き返そうと心を決めたところだった。

「サー・レオン、申し訳ありませんが、やはり私は──」

　けれど、レオンが示す薔[image: ]を一目見て、言葉を飲み込んだ。

　周囲の薔[image: ]は盛りを過ぎて散っているものも多かったが、それはまだ小さな花を幾いくつもつけていた。小こ振ぶりで、華はなやかさには欠けるが、鮮あざやかな赤と凜りんとした八や重え咲ざきの花の姿は、ユリエルの心を一いつ瞬しゆんで捉とらえた。

「美しいでしょう」

　レオンは嬉うれしそうににっこりと笑った。

「先代が東方から持ち帰ったものを、時間をかけて掛かけ合わせたそうです。もっと華やかなものもありますが、グロリア様が、コンスタンティン助祭に似ているからこれが良い、と」

　レオンの言葉を聞いて、見とれていたユリエルはさっと顔を赤らめた。確かに、この深みのある赤は血にも似て、コンスタンティンの髪かみのようだし、葉もつややかで丸みがあり、コンスタンティンの目のようだ……

　ユリエルが顔を赤くしているのに気付いて、レオンは困ったような顔をした。

「ファーザー。コンスタンティンが、ご迷惑おかけしてませんか？」

「は？　い、いいえ、とんでもない。私の方こそ、いつも助けられています」

　レオンは頭を搔いた。褐かつ色しよく気味の金きん髪ぱつと、どこか眠ねむそうな青い目をした若い代官は、ざっくばらんな物言いをするから無ぶ遠えん慮りよに見えることもあるが、市民にも分わけ隔へだてなく接し、大たい抵ていの人間から慕したわれている──ユリエルも、レオンを好青年だなと思う。

　そのレオンが、諦あきらめたように溜ため息いきを吐いて言った。

「俺はやはり婉えん曲きよくな言い方ってのは苦手のようです。直接的な言い方になって悪いんですが、伝わらないよりはマシですよね？」

「はい、そう思います」

「俺、コンスタンティンのことは本当に悪ガキだった頃ころから知ってるんです」

　彼らが古い知り合いだというのはユリエルも知っていたから、一つ頷うなずいた。

　レオンの物言いは、確かに率そつ直ちよくなものだった。

「つまり、あいつは俺の大事な弟分なんです。本当なら警備隊に入れたかったくらいです。あいつが自分で教会に残るって決めた時は驚おどろきましたし残念でしたが、ファーザー・アンガスもそれを望んでいたでしょうし、遠くからでも見守って行こうと思いました。我ながらいつまで兄貴風吹ふかせる気だって感じですけどね。あいつは悪ぶってるくせに、まっすぐなところがあって、放っておけなかったんですよ」

　エリカも似たようなことを言っていたなとユリエルは思った。コンスタンティンはサクスの人々に愛されている。ユリエルにとっても、我がことのようにそれは嬉しい。実際、コンスタンティンは口ではなんだかんだ言っても弱っている人たちには優やさしく、それを知っていると憎にくまれ口すら可愛かわいらしく聞こえるほどだ。

「わかります」

　ユリエルは真しん剣けんな顔でそう相あい槌づちを打った。

　だが、レオンは不安そうな表情を浮うかべた。

「ファーザーは、コンスタンティンを気に入ってるんですか？」

　ユリエルは頷きかけたが、表現が気になって一応聞き返した。

「気に入る、というのは……？」

「手出しをして欲しくないってことなんですが、通じてます？」

　……手出し？

　それは、もしかして、妙みような意味合いの方の……手出しか？

　熱が、首から顔に上がっていく。

「まあ、コンスタンティンは、何かされて黙だまってるようなやつじゃありませんし、ファーザーも真ま面じ目めな方なんで、そんなに心配はしてないんですが」

「手出しなんかしません！」

　あまりの衝しよう撃げきに固まっていたユリエルは、少し遅おくれてそう叫さけんだ。

　コンスタンティンは可愛らしい外見をしていても男性で、自分には男色の趣しゆ味みはないし、同性へのそういった想おもいは、聖職者ならずとも禁きん忌きに当たる。

　だが、そんなことを言われると、ニコラスからしばらく前に指摘されたことを思い出してしまう。ユリエルがコンスタンティンを【黒い羊ブラツクシープ】ではないかと疑っていたのは、恋れん愛あい感情を誤ご魔ま化かしたかったからではないか、というのだ。

　実際に、ユリエルはコンスタンティンの髪にキスまでしていた。

　そこまで思い出して、ユリエルはハッとした。もしかして、あれは『手出し』に当たるのか……？

　レオンはユリエルを気き遣づかいながらも、相変わらず率直に言った。

「いや、わかってますよ。でも、何か……おかしくありませんか？　以前は、もっとコンスタンティンと自然に接してらしたでしょう？」

「え!?　し、自然ですよ今でも！」

　確かに、先さき程ほども目が合うたびに顔を赤らめたり、視線を逸そらしたり、コンスタンティンをぼんやり見ていたこともあったかもしれないが。

　レオンはもう一度溜息を吐ついたが、特にそれ以上何か言いはしなかった。

　けれど、それはユリエルの言葉を信じたわけではなく、泣き出しそうな顔のユリエルを見て、釘くぎを刺さすのはもう十分だと思ったからかもしれない。

　どちらにせよ、正せい餐さんの間中、ユリエルはコンスタンティンの方を見ることも、話しかけることもできず、コンスタンティンに散々訝いぶかられたのだった。




　正餐は午後の早い時間から始まり、時間をかけてデザートまで辿り着いた。

　デザートを食べ終えたコンスタンティンは、かつてない満腹感を覚えていた。

　肉をこんなに食べたのは初めてだし、品数だってどんなお祭りや結けつ婚こん式のごちそうより多かった。ワインは飲み放題で、料理はどれもスパイスが効いていて、珍めずらしい食材もあり、盛りつけや彩いろどりも凝こっていた。使用人たちは誰だれもがいきいきと動き、けれどあくまで控ひかえめだ。

　奥まった場所に横長のテーブルが設けられ、中央にグロリア、その左右に招かれたユリエル、礼拝堂付き司祭、レオンを始めとする数名の騎き士しが座した。コンスタンティンは一段低くなったところにある別のテーブルで、若い騎士たちと一いつ緒しよだったから、少し気楽だった。

「カスタードがお好きですか、コンスタンティン助祭？」

　グロリアが、楽しげに目元で笑いながらそう言った。

　コンスタンティンにとっては人生に二度とないだろう食事だったが、グロリアにとっては飽あきの来たメニューだったらしく、料理を食べるよりもコンスタンティンの食べっぷりを眺ながめる方が楽しそうだった。コンスタンティンの席は騎士たちのテーブルの中ではグロリアに近いところにあって、内輪話は無理でも、ちょっと声を張れば普ふ通つうに話ができた。

「はい、好きです」

　他ほかの料理はスパイスが効きすぎて食べ慣れない感じのものもあったが、最後のデザートは文句なしに気に入った。パイ詰づめのカスタードは甘ったるいくらいに甘く、とろける口当たりで、その中にはシロップ煮にのベリーが入っており、これがまた、ほどよい酸さん味みと香かおりで旨うまい。

「コンスタンティン助祭と仲良くするには、カスタード・パイが良いらしい」

　グロリアが笑えみを含ふくんだ声でそう言うと、周囲の騎士たちから笑いが漏もれた。コンスタンティンをバカにする笑いも幾つかあったかもしれないが、おおむね柔やわらかな、明るい笑いに聞こえた。おそらく、グロリアにコンスタンティンを嘲あざける意図がないと気付いている者たちが多いからだろう。

「先日はすまないことをしました」

　あらためて、グロリアはコンスタンティンにそう語りかけた。

「そなたのような若く美しい聖職者を、衆人の前で辱はずかしめてしまいました」

　本当は、教会で肌はだを見せたのは悪あく魔まだ。コンスタンティンは若く美しいとまで言われて、むず痒がゆくなってきた。

　不意にグロリアは立ち上がり、いかにもしおらしい態度で言った。

「そなたにも、ファーザー・ユリエルにも、正式に詫わびましょう。教会やあなた方を貶おとしめるつもりはなかったのです。許してくださいますか？」

　領主であるグロリアが立ち上がってまで謝罪している。周囲からはどよめきが上がり、コンスタンティンも答えるために立ち上がった。

「はい、僕は大だい丈じよう夫ぶ……」

「それではコンスタンティン助祭の名めい誉よは回復されたということですね？」

　けれど、コンスタンティンが大丈夫だと言い終える前に、ユリエルが静かな声で念を押した。グロリアはすぐそばの椅い子すに座るユリエルを眺め、目にちらりと笑みを浮かべたが、すぐにそれを消して、恭うやうやしい態度で答えた。

「勿もち論ろんです、ファーザー・ユリエル。コンスタンティン助祭は男の形をしておりました。わたくしも、恥はずかしながら確かく認にんさせていただきました……コンスタンティン助祭は男性で、【黒い羊ブラツクシープ】ではありません。悪魔のまやかしでもない限りは」

　含みのある言い方だ。

　コンスタンティンは気付いてひやっとしたし、周囲の騎士の中にもハッとした様子の者たちもいた。勿論、ユリエルは険しい目でグロリアを見ている。

　グロリアはその視線を受けて、恭きよう順じゆんさの裏に支配者の傲ごう慢まんさを潜ひそませて呟つぶやいた。

「そう、あの場にはファーザー・ユリエルもいらっしゃいましたね。ファーザーが確認された以上、そんな間ま違ちがいはないでしょうが……」

　今度は周囲の視線がユリエルに集まり、グロリアは今気付いたように説明した。

「ファーザー・ユリエルは悪魔祓ばらいにお詳くわしいのです」

　ユリエルの目が非難を込めて細められる。ユリエルが悪魔を追ってサクスに来たのは伏ふせることになっているが、単に悪魔祓いに長たけていると説明された程度では、否定できない。

「そうでした、ファーザーに、是ぜ非ひ診みていただきたい病人がおります……」

　そう言って、グロリアは礼拝堂付き司祭の方へ視線を向ける。壮そう年ねんの司祭は席を離はなれ、しばらくして戻もどってきた時には、彼の後ろに続く使用人たちが、椅子に座った男を椅子ごと持ち上げて運び入れてきた。

　男は椅子に縛しばり付けられ、ぐったりしていたが、何事かぶつぶつ呟いているようだった。

　グロリアは、憐あわれみを含んだ目を男に向けて言った。

「彼はパットと言います。最近知人から預かったのですが、鍵かぎのかかる部屋に入れても、どうやって鍵を開けるものか、夜な夜な出歩き……奇き行こうが目立ち、ほとんど会話らしい会話もできない状態なのです」

「チガウ！」

　突とつ然ぜん割われ鐘がねのような声が響ひびき、コンスタンティンはびっくりして息を飲んだ。周囲の者も同様で、ぎょっとして男を見つめる。

　椅子に縛り付けられ前まえ屈かがみになっていた男が、今は背筋をぴんと伸のばして、見開いた目をらんらんと輝かがやかせて、虚こ空くうを見つめている。先程の声はその口から出ていた。

「この男は病人ではない」

　男は、先程と同じ声で、けれど先程よりは流りゆう暢ちような発音で語った。

「この男の身体からだは『俺』がもらった。だから常のようではないのだ。この男は『俺』のものだ、『俺』は偉い大だいな者だ、恐おそるべき者だ……」

　広間にどよめきが起こった。男の口調は鋭するどく、喋しやべる間にも舌を何度も出し入れしたり、目を剝むいたりして、いかにも異様だった。男は垢あかで黒く汚よごれた首を反らすようにしてのけぞり、自分より高い位置にあるはずの周りの人々の顔を見下ろすような目つきで見た。

「おまえは何者だ？　三さん位み一いつ体たいの御み名なにおいて命じる、答えなさい」

　付き添そってきた礼拝堂付き司祭が、緊きん張ちようした面おも持もちでそう問い質ただすと、男は悲鳴を上げ、しばらく抵てい抗こうする様子を見せたあと、苦しそうな声で言った。

「悪魔だ、悪魔、【蠅はえの王】……」

　悲鳴じみた声があちこちから上がり、広場にいた者たちは皆みな立ち上がって後あと退ずさったり、十字を切ったりした。先程までふざけていた若い騎士たちすら青い顔で椅子から立ち上がった。

「……というわけなのです、ファーザー・ユリエル」

　騒そう然ぜんとした中にあっても、グロリアの声はよく響いた。

「ファーザーならば、この患かん者じやを治ち療りようすることもできるのではないでしょうか？」

　広間中の視線が集中したが、ユリエルは一人冷静だった。

　彼は男の前まで行くと、ゆっくりと男を観察し、身を屈めて、男の耳元に何事か囁ささやいた。男は唸うなりを上げて逃のがれようと首を捻ひねったが、ユリエルは頭を摑つかみ、さらにラテン語らしき文句を幾いくつか呟いた。

　男の悲鳴はさらに鋭く、耐たえ難がたいほど激しいものになって、広間の者たちは耳を押さえ始めた。悪魔の力で聴ちよう力りよくも増強しているコンスタンティンには特に酷ひどいものだったので、できるだけ意識を逸らすように努めたが、それでも耳を覆おおわずにはいられない。

　やがて男が大人しくなると、ユリエルは不意に身体を起こし、グロリアに言った。

「これは悪あく魔ま憑つきではありません」

　椅子に縛り付けられてぐったりしていた男が、はっとして顔を上げ、言った。

「おまえは偽にせ司祭だな？　『俺』の偉大さがわからんとは、なんと愚おろかなやつだ」

「悪魔に取り憑かれていると思いこんでいるだけでしょう」

　ユリエルは淡たん々たんと答え、男の言葉には一いつ切さい耳みみを傾かたむけない。グロリアはずっと様子を見守っていたが、その目に、意外そうな輝きが灯ともった。

「ほう？　あなたの祈いのりに反応し、苦しんでいたように見えますが」

「今私が口にしたのはラテン語ですが、祈りの文句ではありません。古い地誌の文章をそらんじただけです」

「しかし、それだけでは、悪魔があなたを騙だますために演じていたとも……」

　グロリアが最後まで言う前に、ユリエルはゆっくりとした動作で、男の頭を押さえていた手を上げた。革手て袋ぶくろがはめられたその掌てのひらには、鎖くさりのついた小さな十じゆう字じ架かがある。

　十字架をグロリアの方へ見せて、ユリエルは言った。

「これをずっと彼の肌に直接触ふれさせていました。悪魔憑きならば、苦しむはずです。けれど彼はでたらめなラテン語には反応しましたが、十字架が当てられていることには無む頓とん着ちやくでした。悪魔憑きではありません」

　男もまた、ユリエルの掌の十字架を見ていた。彼は狼ろう狽ばいし、せわしなく目を動かし、グロリアと広間の様子をちらちらと見た。ユリエルは十字架をしまい込みながら、男を見て、にこりと微笑ほほえんだ。

「さて、それでは教えてください。三位一体の御名において、あなたはどなたですか？」

　男はぱくぱくと口を動かし──最後には泣きそうな顔になって、パットです、と小さな声で答えた。




　コンスタンティンとユリエルは、教会への道を辿たどっていた。

　悪魔憑き騒そう動どうのあと、食後の飲み物などを済ませて、やっと帰宅を許されたのだ。夕暮れには早い時間帯、のんびり歩きながら、コンスタンティンはユリエルに声をかけた。

「悪魔って、やっぱり十字架とか、祈りとかには弱いんですよね？」

　悪魔祓いのあとも、ユリエルはいつも通り、穏おだやかな様子だった。彼は小首を傾かしげ、少し考えを巡めぐらせてから答えた。

「場合によりけりでしょうね。祈りも十字架も聖水も塩も効かない悪魔憑きの話を聞いたことがありますから。けれど、普ふ通つうは三位一体の御名において問われたことには噓うそをつけません。あの場合、でたらめな祈りと十字架でだいたい確信はしていましたが、最終的には、彼が御名においてパットだと答えたから、悪魔ではないと判断したのです」

「じゃあ、十字架の話ははったりだったんですか？　パットって男に認めさせるための」

　ユリエルは困った顔をした。

「さあ、どうでしょう。私としては十字架を駆かけ引きに使ったつもりはありませんが、結果的にはそうなったかもしれませんね」

「……ファーザー、結構賭かけ事ごとお上手でしょう」

「やったことはありませんよ」

　コンスタンティンは、十六の誕生日、悪あく魔まと遭そう遇ぐうした時のことを思い出していた。日ひ頃ごろの行いゆえか彼女の祈りは効かなかったけれど、聖水に沈しずめた時は苦しんでいたし、十字架も嫌いやがっていた気がする。

「ファーザーは悪魔を追ってサクスに来たんですよね。普ふ段だんは剣けんを使ってらっしゃいますけど、その悪魔には有効なんですか？　祈りとか、十字架とか、御名において命じることとか」

「信しん仰こう心の厚い者が神の御名において問えば噓をつくことはできないと思います。けれど、答えを拒こばみ続けることも、命令を拒み続けることも、限られた時間ならばできるでしょう。祈りもそうです。十字架によって致ち命めい的てきな傷を負うようなこともありません。彼は強大な力を持ち、魔ま力りよくで肉体を維い持じし、この地上を訪おとずれています。肉を持たず、地上の人間に取り憑く悪魔たちとは、振ふるえる力の大きさが違ちがいます。あれを倒たおせる方法は限られています」

　答えるユリエルの顔は真しん剣けんだった。

　なるほど、コンスタンティンにまとわりつくあの悪魔は、確かに強力な存在ではあるらしい。そして騎き士し修道会の聖剣こそが、そういった悪魔たちと戦える数少ない武器なのだろう。

「ファーザーは、そうやって、たくさんの悪魔を倒してきたんですね？」

　自分もいつかあの剣で殺されかねないと思いながらコンスタンティンは尋たずねたが、ユリエルは頭かぶりを振った。

「実際のところ、肉を持った悪魔を祓はらうようなことは、そう多くありません。人に取り憑いた悪魔を祓ったり、様々な理由から自分を悪魔憑きだと思いこんでいる人を相手にすることの方が、ずっと多いのです」

　パットは、念のために椅い子すに縛しばり付けられたまま、広間を出された。部屋に閉じこめて様子を見て、二、三日後にユリエルがもう一度会い、療りよう養よう所じよに移せるか判断することになった。

「うーん、でも、今回は思いこんでたっていうよりは、噓をついていたって感じがしますね。あの人の態度からして」

「そうですね。もしも思いこんでいるのなら、もう少し抵抗したように思います。あれは噓をつき通すのが難しくなった人間の態度に思えました」

　コンスタンティンの意見にユリエルも同意して、そう言った。

　では、問題はグロリアの意図だ。

「悪あく魔ま憑きのこと、本物じゃないって、領主様は気付いていたんでしょうか？　わざとあの男に悪魔憑きを演じるように言った……とかって、ないですかね」

「それは……」

　ユリエルは明言を避さけるように口を噤つぐんだ。悪魔憑きだと偽いつわるなど、普通の人間には利点がないように思えるが、領主の命令であれば罰ばち当あたりだとしても従うかもしれない。

　コンスタンティンはグロリアを疑っていたが、グロリアは別に偽りを暴あばかれて焦あせるわけでもなく、むしろ偽りとわかって少し驚おどろいていた……ようにも見えた。

「なんともわかりませんね。けど、どっちにしろ、領主様はまだ僕にこだわってらしたし、その領主様としては、悪魔祓ばらい師であるファーザーが本当に悪魔を見み抜ぬく目があるのか、確かめたかったと思います。僕が男だっていうのをファーザーが確かく認にんしてくださいましたけど、あれを領主様は悪魔のまやかしじゃないかって疑っているみたいなんです。領主様は、ファーザーがどうやって悪魔と人間を見分けるのか、知りたかったんじゃないでしょうか」

「では、そのために悪魔憑きだと言う男を連れてきた、と。私の悪魔祓いのやり方を見て、私にその能力があるか確かめるために……」

　ユリエルは物もの憂うげに首を振って呟つぶやいた。

「しかし、それではまだご領主様はあなたを疑っておいでなのですね。先さき程ほどは大だい丈じよう夫ぶでしたか？　二人きりの時は……」

「ああ、まあ、大丈夫ですよ」

「私がもっと慎しん重ちようにしていれば、あなたへの疑いを解けたかもしれませんね」

　ユリエルは、本当に申し訳なさそうに言った。

「悪魔のまやかしがないよう、御み名なに誓ちかわせ、証言させればよかったのでしょう。あなたが確かにコンスタンティン助祭で、見たとおりに男性であると。けれど……すいません、私も、その、ぼうっとしていました」

　ユリエルの耳はほんのり赤く染まっている。

　コンスタンティンは、嫌な予感がした。

「……ってことは、もう一回僕が裸はだかになって、三位一体の御名において自分がコンスタンティンで男だって証言すれば、領主様も信じるんですかね」

　そんなことをさせられたら、今度こそおしまいだ。だが、その心配を吹ふき飛ばすような大きな声で、ユリエルが言った。

「また裸なんて！　そんなことは、勿もち論ろんさせません！」

　ユリエルは真ま面じ目めだから、コンスタンティンに何度も裸を強しいることは嫌だったのだろう……だが、ちょっと、冷静ではない気がする。

　これって、悪魔祓い師としての判断じゃないよな、とコンスタンティンは思う。

　そうではなくて、たぶん、教区司祭としての判はん断だんというか、あるいはもっと、個人的な感情のせいじゃないかなと思う。

（個人的な、ね……）

　コンスタンティンはなんとなく気き恥はずかしくなった。勿論、ユリエルが自分に対して抱いだいているのは教会の助祭であるコンスタンティンを守らなければという、いわばひな鳥を守る親鳥のような感情だろうから、別に、恥はずかしがるようなものではないはずだが。

　ユリエルは先程よりも耳を赤くして、恥ずかしそうに目を伏ふせてしまう。

　いたたまれなくなったコンスタンティンは、話題を変えることにした。

「その──そうだ、薔[image: ]ばらの苗なえいただけるって話でしたよね。どうでした？」

　苗は明日以降グロリアの使いが教会まで運んでくれることになっている。コンスタンティンはまだ実物を見ていないが、ユリエルはレオンに案内されて見に行ったはずだ。

　ユリエルは話題が変わったことにホッとした様子で顔を上げた。

「ええ、とても美しい薔[image: ]ですよ。深みのある紅色で、あなたのよ──」

　よ？

　ユリエルはそこでぶつっと言葉を切った。だらだらと汗あせを流ながし、首を振る。

「な、なんでもありません」

　顔は、真っ赤だ。

　コンスタンティンはわけがわからなかったが、ユリエルはよほど精神的に辛つらいことでもあったのか、教会に帰り着くまでの間にも、何度もよろめくほどだった。




[image: ]




『深みのある紅色で、あなたのように美しい』




　ユリエルは、あと少しでそう言うところだった。今思い返しても、溜ため息いきを堪こらえられなかった。祈いのりのためにつけたばかりの礼拝堂の蠟ろう燭そくが、吐と息いきを受けて揺ゆらぐ。

　薔[image: ]を見て最初に彼が思ったのはコンスタンティンのことだった。

　あの時、レオンはコンスタンティンに手を出すなと、ユリエルに釘くぎを刺さしていた。勿論、ユリエルにそんなつもりはない。

　だが、ちらちらと……あの鮮あざやかな赤毛や、稀まれに見せる柔やわらかな表情が頭あたまに浮うかぶ。

　教区民には勿論、新参のユリエルにすら、コンスタンティンはひどく優やさしい一面を見せる。




『好ましい人だと思います』




　騎士修道会の仲間の罪を晴らすために聖職の道を選んだと告白したユリエルに、コンスタンティンはそう言った。自分には本当にもったいない言葉だと思う。純じゆん粋すいな信仰心からではなく、死んだ仲間のために司祭になったというのに。

　コンスタンティンがあまりに簡単に彼を許してしまうから、彼も甘えてしまいそうになる。

（違う。堕だ落らくは私自身のせいだ。コンスタンティン助祭は関係ない）

　彼はまた一つ自分に幻げん滅めつし、溜息を飲み込んで、祭さい壇だんの前に跪ひざまずき、祈りの言葉を呟いた。

　──この街に来て、色々なことがあった。

　彼にとって大きなことの一つは、コンスタンティンに出会ったことだ。

　王都では司教の手て駒ごまだとか異い端たんとされた騎士修道会の生き残りだという目で見られ、他人との関係でもどうしても政治的な色合いがついてくる。

　けれど、ここではそうではなかった。

　一人の司祭として、人間として、教区の人々に受け入れられていくのは嬉うれしかった。

（それもコンスタンティン助祭がいたからだ）

　コンスタンティンがいて、[image: ]しかってくれたり、寄りかからせてくれたりしたから、自分は孤こ立りつもせずにこれまでやってこれたのだと思う。騎士修道会の生き残りであることを告白した時ですら、コンスタンティンは一いつ切さい先入観を持たなかった。そんなのは、正直言って初めてだった。

　ユリエルにとってコンスタンティンは、政治的な意図を隠かくした王都の聖職者たちよりも遥かに、善良な人間だった。

　コンスタンティンの支えが嬉しくて、コンスタンティンがなんだかんだいって心の優しい人間なのが嬉しくて、ひとときは眺ながめているだけでも幸せな気持ちになれたものだ。

　けれど、ここしばらく、ユリエルはそんな幸せな気持ちでコンスタンティンを見ることができなくなっていた。

　疑いと恋れん情じようで目が眩くらんだ自分を思い返し、唇くちびるを嚙かみ締しめる。

（ほんとうに、私は汚けがらわしい）

　グロリアの懸け念ねんする通り、コンスタンティンの裸すら悪あく魔まの誤ご魔ま化かしという可能性はあるし、ユリエルの悪魔祓い師としての本能は、まだコンスタンティンを疑い続けろと囁ささやいている。

　だが、いつまでも一人の人間を疑い続ければ、見方が曇くもるというのも、悪魔祓い師としての経験から得た事実だった。

　コンスタンティンはちょっとつんつんしたところがあるが、それはおおむね見せかけだけで、本当は他者のために行動できる、優しい人だ。ユリエルもその優しさに何度も救われてきた。

　初めてこの僧そう衣いの下の傷を知った時、彼は人ひと払ばらいをしてくれたし、ユリエルにとって辛い思い出だと気付くと、無理に聞き出そうともしなかった。家も親もない子が悪事に手を貸していると知れば、真しん剣けんに[image: ]り、真剣に助けようとした。

　ユリエルが知る短い間だけでもそうだった。きっと、今までもそうだったのだろうというのは、周囲の人々の反応でわかる。

　コンスタンティンはこの街を愛し、この街の人たちに愛されてきた。

　悪魔はどんなに見せかけていても、真剣に何かを愛することはないし、コンスタンティンのような真に愛を知る者が悪魔の力を受け入れることもまたあり得ない。

　ユリエルは伏せていた目を上げ、決意した。

　コンスタンティンを信じよう。

　それに、ニコラスが戻もどれば、コンスタンティンの無実は証明される。

　グロリアがどうしても疑いを向けるのであれば、ニコラスを少し、待てばいい。

　そうすれば、何もかも丸く収まる──この時ユリエルは、そう考えていた。

　あとから思えば、ほんとうに、反吐へどが出るほどに甘い考えだったが。
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　夜になって自室に戻ると、黒くろ猫ねこが、ベッドの上に蹲うずくまっていた。

　コンスタンティンは闇やみを見通す目があるため、部屋に入った時からその存在には気付いていたが、もし普ふ通つうの人間であれば、近づいて、手を置くまで気付かなかったかもしれない。

　猫ねこはコンスタンティンが近づくと目を開け、その金色の目に手燭の光を映した。

「昼間は城にいたな。何故なぜだ」

「どうでもいいだろ。そっちこそ昨日から姿消してさ、また悪さしてたのか？」

　悪魔は何も言い返さない。コンスタンティンは、仕方なく答えた。

「グロリアに招かれてたんだ」

「あの女には気を付けよ。そなたを疑っておる」

「ニコラスが戻ったら正体がばれるんだ。今いま更さら何に気を付けろって言うのさ」

　口にしたコンスタンティン自身、自分の投げやりさに驚おどろいた。いや、これはよくない。確かにユリエルに怪あやしまれずにニコラスをどうにかするのは至難の業わざだが、勝負を投げ出すのはよくない。

「……何か、手を打たないとね」

　呟つぶやいて、コンスタンティンは手燭を机の上に置き、衣服などを入れた櫃ひつを開けた。二重底の下に隠した黒い修道服とベールを取り出す。それを見た悪魔が、ベッドから降りて寄ってきた。

「また【黒い羊ブラツクシープ】か。何故危険を冒おかす」

「君、今日は随ずい分ぶん僕の心配するんだね」

　コンスタンティンは悪魔を見やった。

　けれど悪魔は問いをただ重ねた。

「何故だ」

　猫の姿なのに威い圧あつされている気がして、コンスタンティンはムッとしたが、答えをはぐらかすほどのことでもなかった。

「ニコラスのことも考えないといけないけど、特に今は何も思い浮かばないんだ。それなら、正体がばれて街を逃にげ出すはめになる前に、やっておかないといけないことがある」

「なんだ」

「決着だよ──ヒースとの、ね」

　コンスタンティンが僧衣に手をかけると、猫は彼女が着き替がえを見るなと言わないうちから、勝手に後ろを向いた。

　尻尾しつぽをはたりと揺らして、猫は言った。

「あの、こそ泥どろか。やめておけ。危険すぎる」

「そういうわけにもいかないんだよ。ヒースは悪党で、【黒い羊ブラツクシープ】は法で裁けない悪党を成敗するのがお仕事なんだから」

　修道服を頭から被かぶって、ベルトを腰こしで締め、手早く形を整える。ストッキングを片足ずつ履はいて、留め具で留めていくと、それまで背中を向けていた悪魔が急に振ふり向いた。

「ダメだ。行ってはならぬ」

　コンスタンティンは留め具を留めるためにたくしあげていたスカートを急いで下ろすと、悪魔を睨にらみつけた。彼がこんなふうに着替えの最中に振り向くのは初めてだった。

「こら、見るなよ」

「行くな」

　猫の姿で、悪魔は一歩、前へ出る。

　不思議と、すがるような仕草に見えた。

「……どうして？」

「あの男はおまえに害を与あたえる」

　それは──

　それは、たぶん、本当のことだろうなとコンスタンティンは思う。

　ヒースは悪人で、コンスタンティンが自分の側に落ちてくるのをいつでも待ちかまえている。コンスタンティンは彼に関かかわるまいとしているのに、色々な事情から──主に、彼がサクスの闇に通じているために──彼と接せつ触しよくしてきた。

「でも、これ以上避さけられないよ。彼は僕の正体に勘かんづいている」

「なおさらだ」

「だから行くんだ。僕の正体を彼は吹ふい聴ちようできるけどしていない。僕を待ってる」

「行ってなんになる？　あの男を懲こらしめるか？　悪事から手を引けと説得するか？　あの男は変わるまい。永遠に悪を成し遂とげ続けていくであろう。吾わが輩はいにはわかる。あの男からはそういった人間の臭においがする。それだけではない、あの男は──」

「ヒースは？」

　悪魔はその続きを口にしなかった。

　コンスタンティンはしばらく彼を睨みつけると、ベールを被り、紗しやを下ろし──ブーツを摑つかんで、窓から外に飛び出した。

「行くな！」

　羽ばたきが聞こえた。悪魔がミミズクの姿を取って追ってきたが、コンスタンティンは隣りん家かの塀へいから屋根に飛び移り、そのまま地上に降りることなく駆かけ続けた。




　痛みは身に馴な染じんでいる。

【黒い羊ブラツクシープ】をやる前からコンスタンティンは無む謀ぼうなことばかりしていて怪我けがは慣れっこだったし、今は毎日のように高いところから落ちたり殴なぐられたり蹴けられたり、時には剣けんで斬きられたりしている。

　幸い傷の回復は以前とは比べものにならないほど早い。多少の切り傷や打だ撲ぼくなら朝には痕あともわからなくなっている。そうでなければ、司祭と暮らしながらの二重生活なんて、きっと続けられなかっただろう。

　その夜も、コンスタンティンは左ひだり腕うでになかなか深いひっかき傷を作っていた。

　まだ今夜はレオンにもユリエルにも見つかっていない。この傷はミミズクの姿をした悪魔とやり合って引っかかれたものだ。そうまでしてヒースに会わせたくなかったらしい。

　すでに傷の上から布を巻いて血止めはしている。

　きっと、すぐに塞ふさがるだろう。痛みだって薄うすくなってきた。

（跡あと形かたも残さないんだな）

【黒い羊ブラツクシープ】がやったことも、こんなふうに消えていくんだろうか。

　悪あく魔まとの離り婚こんのために始めた【黒い羊ブラツクシープ】なのに、今は始めた時とは違ちがうことを考えている。

　本物の、つまり百年前に現れた初代【黒い羊ブラツクシープ】は姿を消す前どう思ったんだろうとか、初代が消えたあとも伝説は残っているけれど、もし自分が捕つかまったり、消えたりしたら、その伝説はどうなってしまうんだろうとか……

（今までは、あとのことなんかどうでも良かったんだけど）

　数ヶ月前までのコンスタンティンは、いつか悪魔の花はな嫁よめになるのだと思って、好き勝手生きてきた。そのことに後こう悔かいはない。きっと、あの時あのまま悪魔に連れ去られていても、自分がやってきたこと自体には悔くいも反省もないだろう。

　でも、数ヶ月という短い間だが、コンスタンティンは【黒い羊ブラツクシープ】だった。

　たぶん、自分でも意外だが、コンスタンティンはそのことに責任を感じているのだ。

　これをこのまま放ほうり出していくことは、したくなかった。

　だから、コンスタンティンはヒースに会わなければならない。ヒースは【黒い羊ブラツクシープ】の正体に勘づいているように見えた。彼が自分の手を摑み、囁ささやいた言葉を覚えている。




『俺にあいつを返せよ。あのクソガキを』




　クソガキが誰だれを指すのか、コンスタンティンはわかっているつもりだ。

　娼しよう館かんが並び賑にぎわう界かい隈わいの外れで、コンスタンティンは屋根の上に身を潜ひそめていた。

　隣となりにあるのは三階建ての間口の狭せまい酒場だ。

　その二階の一室が、今日のヒースの寝ね床どこだった。

　鎧よろい戸どを開けて、彼は夜風を入れている。まだこちらに気付いてはいない。灯あかりもつけず、ただ頰ほお杖づえをついて夜の通りを見下ろしている。風が彼の黒に近い茶色の髪かみを撫なでていく。

　会わなければ。

　時間は多くはない。悪魔は撒まいてきたが、花嫁の居場所をいつでも正確に知ることができる彼からはそう長く逃げられない。

　けれど足が動かない。

　屋根から飛び降りて窓から彼の部屋に入るのは簡単だ。音も立てずにやってのけられる。

　でも、その後は？

　悪魔の言葉通り、ヒースは変わらないだろう。コンスタンティンが何を言っても、何をしても、彼は変わらない。

　彼に【黒い羊ブラツクシープ】やコンスタンティンのことで何か計画があったとしたら、それを突つき止とめるのも、潰つぶすのも、すごく困難だ。

　また、彼の言葉を思い出す。

『怖こわかったか』と彼は【黒い羊ブラツクシープ】に尋たずねた。

　俺に会うのが怖かったか、と。

　ヒースは正しい。コンスタンティンは、ヒースに会うのが怖かった。【黒い羊ブラツクシープ】の時、コンスタンティンは髪も顔も隠かくし、声だって変えている。性別すら違う。昔からの知り合いであるレオンも、一いつ緒しよに暮らすユリエルも気付いていない。少なくとも、確信は持っていない。

　でも、ヒースには見通される気がした。

　ヒースはいつだってコンスタンティンのことを見み透すかすようなところがあった。

　だからずっと、コンスタンティンは会うたびに彼を心の中では恐おそれていたのだと思う。【黒い羊ブラツクシープ】になる前から。もっと幼かった少女の頃ころから。

　通りを見下ろすヒースを盗ぬすみ見る。三十を幾いくつか出た彼は、瘦やせて、手足が長く、目つきが鋭するどく、器用で、狡こう猾かつで、出会った頃とあまり変わっていない。

　何年も恐れながらも近くにいた。彼は善人ではなくて、だからこそ彼女はほっとした。善人を偽いつわり続けるのも騙だまし続けるのももうこりごりだった。ヒースは彼女より遥かに悪人で、彼女のどんな誤ご魔ま化かしも彼の前では小さく見えた。恐れも怯おびえもせず法を踏ふみにじり、飛び越こえる彼を、すがすがしくすら感じていた。

　コンスタンティンには、そんなふうに運命を飛び越えることができなかったから。

　でももうそんなふうに彼のそばで[image: ]おぼれているのはやめなければいけないと思って、離はなれた。

　彼はいつも待っているだけで、口ではどうこう言っても、コンスタンティンを追いかけることは勿もち論ろん、引き留めることすら、なかった。

　時々会うたび、やはり彼を怖いと思う。

　彼のそばにいると、彼が自分の中に手を伸のばしてくるのを感じる。彼に作り変えられるのを感じる。それなのに、こちらからは何一つ変えられない。

「怖いよ、ヒース」

　コンスタンティンはいつの間にか声に出して呟つぶやいていた。ヒースは何かを聞き取ったように顔を上げた。

　けれどその時には、コンスタンティンは通りとは反対側の中庭へ飛び降りていた。

　羽音が聞こえて見上げると、ミミズクが彼女の肩かたの上に降りてきた。

　悪あく魔まに追いつかれたのだ。

　ごみが散らばる中庭でミミズクの羽を撫でながら、コンスタンティンは今夜の活動を諦あきらめた。




　翌日、コンスタンティンは薔[image: ]ばらの苗なえを届けに来た庭師から、パットという、あの悪魔憑つきの男が行方ゆくえ不明になった話を聞いた。

　噓うそがばれたから逃にげ出したのか、それとも本当に錯さく乱らんして飛び出してしまったのか──どちらにせよ彼はサクスでは珍めずらしくない失しつ踪そう者の仲間入りをし、そしてこの事件も、忘れ去られるはずだった。

　でも、そうはならなかった。

　二人目の悪魔憑きが現れたのだ。

　三人目、四人目も。

　結局、その日のうちに五人の悪魔憑きが現れ、五日後にはその数は十倍になった。







[image: ]




「お、俺にも悪魔が取り憑いてんじゃねえかなって」

　両手を胸の前で組み、涙なみだぐみながら訴うつたえるのは、向かいの魚屋の若店主、ジャックだ。

「ないよ」

　コンスタンティンは頰杖をついて、眠ねむ気けを堪こらえて否定したが、ジャックはテーブルに身を乗り出し、なおも涙目で訴えた。

「でもよ、どんなにお祈いのりしても賭かけ骰子さいころやめられねえし、美人の嫁よめさんは見つからねえし、この間なんか猫ねこの尻尾しつぽ踏ふんでめちゃくちゃ引っかかれたし……」

「あれ、ジャックだったの」

　そういえば、悪魔がぷりぷり怒おこって尻尾を踏まれたと言っていたことがあった。

　コンスタンティンはこめかみの辺りを揉もみながら、一つ一つ否定していくことにした。

「いいかい。猫は無関係だし、お祈りしても骰子やめられないのは君が骰子が大好きで我が慢まんできないからだ。お嫁さんが見つからないのは……まあ、運が悪いってだけさ。悪魔のせいじゃない。とりあえず骰子に目を血走らせてる時間の一部を、女の子のために使うことにしてみたらどうかな。お嫁さんが見つかるかどうかはわからないけど」

「おまえはいいよな、骰子やってても教会のことやっててもどっちみち女にもてて」

　コンスタンティンはこめかみを揉み続けた。頭痛も眠気も改善されない。

　司祭館の居間にはコンスタンティンと仕事をさぼって昼間から訪ねてきたジャックがいた。

　悪魔憑きが激増しているという噂うわさはサクスの街中、あらゆる階層の人間に広まり、今では実際の数以上の悪魔憑きがいることになって、隣りん人じんや自分や家族の行動を悪魔のせいではないかと一つ一つ疑う者も出る始末だ。

　ジャックの場合は大げさだが、他ほかにも似たような悩なやみを持って相談に訪おとずれる者は、この聖ブリジット教会にもたくさんいる。

「みんなちょっと惑まどわされすぎだよ。なんでもない普ふ通つうのことをいちいち悪魔のしわざじゃないかって勘かんぐって。ジャックが賭け事をやめられないのも、女の子にもてないのも、運が悪いのも、全部ずうっと前からのことじゃないか」

「……ずっと前からもてなくて悪かったな」

　ジャックはいじけて口をとがらせ、陶とう器きの水差しからテーブルに垂れた水をつつく。

「まあ、そんなわけで、司祭様にご相談できないかなーと思って来たんだ」

「それなら、今日は……」

　無理だと言いかけた時、玄げん関かんの扉とびらを開けて、ユリエルが居間に入ってきた。手には、長い包みを抱かかえている。ジャックは立ち上がって、ユリエルを迎むかえる。

「ファーザー！　ちょうどよかった！　……あれ、なんか顔色悪くないですか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですよ？」

　ジャックに指し摘てきされても、ユリエルはいつものようににこりと微笑ほほえむ。コンスタンティンは溜ため息いきを吐ついて立ち上がると、ユリエルの腕うでを摑つかんで、階段の方へ押し出した。

「いい加減休んでください。一昨日おとといからほとんど寝ねてないじゃないですか」

「しかし……マスター・ジャックのご用件も伺うかがわないと」

「僕が聞いておきましたから大丈夫です」

　なおもユリエルが口を開こうとするので、コンスタンティンは階段を指さして怒ど鳴なりつけた。

「寝てくださいっ！」

　こんなにきつい調子で命令されたことなどなかったから、ユリエルは驚おどろいて口を噤つぐみ、こくこくと頷うなずいて階段を上がっていった。

「おい、コンスタンティン。あれいいのかよ。ファーザーにあんなふうに……」

「ああでも言わないと聞かないんだよ。ジャックも今日は帰って。ファーザーはお疲つかれなんだ」

　ジャックは、ぴんときたような顔をした。

「もしかして……ファーザーが悪あく魔ま祓ばらいしてるって噂、本当なのか」

　コンスタンティンは渋じゆう面めんで黙だまり込んだ。

　五日前のパットの失踪以来、サクスには何十人もの悪魔憑きが現れた。

　流れの職人や商人の場合もあったし、サクスに前から住んでいる老人の場合もあった。裕ゆう福ふくな家の娘むすめも、貧しい暮らしをする徒と弟ていも、神を罵ののしる言葉を口にしたり、人が変わったように暴れたりした。

　司祭ならば、普通はある程度悪魔祓いの心得はあるものだ。今回も最初は教区司祭たちの祈りや聖水によって自分を取り戻もどす者たちもいたが、数が多すぎて、らちが明かなかった。

　やがて、先日ユリエルが城に招かれた際の噂が流れた。

　ファーザー・ユリエルが悪魔祓いに詳くわしく、グロリアの命で悪あく魔まと戦った──

　噂には尾おひれがついて、事実は脚きやく色しよくされて、ユリエルが悪魔を見事に祓はらったとか、悪魔を逃のがしてしまったとか色々な結末が語られたが、すべてに共通するのが、グロリアが頼たのむほど、ユリエルは悪魔祓いに精通している、という点だった。

　だから、数日前から、取り憑いた悪魔を祓ってもらいたいと思う者たちが、聖ブリジット教会にやってくるようになった。その数は日を追うごとに増えて、今日など午前中だけで五人も相手をしなければならなくなった。

「してないよ」

　コンスタンティンは、ぶっきらぼうに言い捨てた。

「ファーザーは悪魔祓いなんてしてない。だってみんな、悪魔憑きなんかじゃないんだ」

「ええ？　みんな？　そんなわけないだろ、これだけの……騒さわぎで……」

　ジャックの言葉が尻しりすぼみになる。彼も事実が意味するところを理解したらしい。

「じゃあ……みんな、勘かん違ちがいだってのか？　そんなの、おかしいだろ」

「おかしいよ」

　コンスタンティンは真しん剣けんな顔で呟き、ジャックを外に追い出した。




　コンスタンティンが部屋に入ると、ユリエルは櫃ひつの上で包みを解いているところだった。

　細長い包みの中に収められているのは、騎き士し修道会秘蔵の聖せい剣けんだ。大天使ミカエルから授さずけられたというその聖剣は、質素で古めかしく、鍔つばと刀身が十字を描えがく大おお振ぶりの剣だ。

「ファーザー、ジャックは帰りました。なんでもありませんでしたよ」

　ユリエルは微笑み、礼を言った。

　けれど明るい笑えみで誤ご魔ま化かしきれないほど顔色は蒼そう白はくで、疲れは明らかだった。

「また違ちがったんですね」

　コンスタンティンがそう確かく認にんすると、ユリエルは困った顔で俯うつむいた。

「……ええ、聖剣も反応しませんでした。悪あく魔ま憑つきではありません」

　午前中の分を合わせて、今日教会を訪れた六人全員が、悪魔憑きではなかった。

　それなのに全員が自分は悪魔に取り憑かれていると主張し、実際にそのせいで盗ぬすみをしたり暴れたりしたのだと言う者も数名いた。

「一般的に、悪魔憑きとされる人たちの中には、不安や病からそう思いこんだり、誤解されたりしただけの人もいるものです。今回のように悪魔憑きが身近に現れたら、誰だれしも不安に思うでしょうし、自分や身の回りの人間が悪魔に取り憑かれているのではないかと思う人や、些さ細さいな心の迷いを悪魔のせいではないかと疑う人が出てきても、仕方のないことだと思います。彼らの多くは、本当に悪魔に取り憑かれていると思いこんでいるのです。こんな大きな騒ぎになるのは私も聞いたことがありませんが……」

　ユリエルは自分の無力さを悔くいるようにそう言った。

　コンスタンティンはもっと辛しん辣らつだった。

「中には、悪事の言い訳に悪魔憑きを持ち出す人間もいますよ。そう言えば罰ばつを軽くできるかもしれないなんて思ってるんです」

「それを端はたから判断するのは難しいのです」

「でも、大酒や博打ばくちまで悪魔のせいにされたら、お酒も骰子も汚けがされちゃう気がします！　そりゃ、悪魔の囁ささやきってのはあるかもしれませんけどね、僕は囁かれなくたって堂々と──」

　ユリエルが、コンスタンティンを宥なだめるように言った。

「皆みなが皆、コンスタンティン助祭のように胸を張って悪いことをできるわけではありません」

　……もしかして今のは釘くぎを刺さされたのだろうか。

　だが、ユリエルはそれ以上のお小言は口にせず、ただ落ち込んだ様子で眉まゆを顰ひそめた。

「これだけの数の人々が悪魔憑きと主張しているのに、まだ一人も本物の悪魔憑きが現れていません。私は……もしかしたら、何か間ま違ちがいを犯おかしてしまったのかもしれません」

「間違い？」

　コンスタンティンはびっくりして聞き返した。

「私はパットという方を診みました。悪魔憑きではない、とあの時は思いました……状じよう況きようから考えて、あの時の判断が間違っていたとはなかなか考えられません。けれど、彼が行方ゆくえ不明になって以来、サクスには悪魔憑きだという人々が溢あふれかえるようになりました。あるいは……私が知る悪魔とは違う悪魔、私の知る方法では見つけ出せない悪魔が現れたのではないかと」

「ファーザーが知らない悪魔？　じゃあ、パットは本当に悪魔憑きで、街にいる悪魔憑きも自じ称しようじゃなくて本物だって言うんですか？」

「勿もち論ろん、全員ではないと思います。明らかに、ただの勘違いや、誤解でそう思いこんでいる人たちもたくさんいます。でも、中には、もしかしたら本当の……」

「中にはいるかもしれませんよ、ファーザーが会ってない人で。でも、少なくとも、パットは悪魔憑きなんかじゃありませんよ」

　コンスタンティンにだって、あの時のパットのうろたえ方は怪あやしく見えたものだ。

　だが、ユリエルは随ずい分ぶんと自信のなさそうな顔をしていた。

「しかし、この状況は不自然です」

「じゃあ、人じん為いですよ」

　コンスタンティンはきっぱりとそう言った。

「僕もこの状況がおかしいってことはわかります。まだ一人も本物の悪魔憑きは出てこない。勘違いにしても多すぎる。何人かは、きっとわざとです。わざと悪魔憑きを騙かたっているんです」

「罪を誤魔化すために？」

「もしかしたら、新たな罪のために」

　コンスタンティンは指を一本立てて、少し前から頭にあったことを説明する。

「こんなふうに一度に悪魔憑きがたくさん現れるのは不自然です。きっかけを作った一部の人間は、何か狙ねらいがあって悪魔憑きだって騒ぎを起こしたのかも」

「いったい、それでどんな得があるというのです」

「混乱が狙いかもしれませんよ。それとも、領主様がまた何かたくらんでるのかも。最初にファーザーにパットを紹しよう介かいしたのも領主様だったじゃありませんか」

　ユリエルは頭かぶりを振ふった。

「あの方は確かに私をあまり快く思っていないかもしれません。事実、対立もありました。けれど、サクスにこのような混乱をもたらしても、領主である彼女に益はありませんよ」

　確かに、その通りかもしれない。

　コンスタンティンは、ユリエルが悪魔憑きを確認する時の手順を思い返してみた。幾いくつか質問をして、様子を見て、それから聖剣の切っ先を当てる。悪魔や悪魔憑きの場合、聖剣がほんの少し震ふるえて、持ち手に悪魔の存在を教えてくれるらしい。なんでも超ちよう自然の力に反応するとかで、悪魔が近くで大きな力を使えば、ユリエルは聖剣を通してそれを感知できる。

「でも、聖剣を使っても、反応はなかったんですよね？」

「ええ……」

　ユリエルは、それでもまだ自分の判断を信じ切れていないようだ。

　あの聖剣に力があるのはコンスタンティンもわかっている。コンスタンティンにまとわりついている悪魔も、聖剣にやられて、力をごっそり失った。

　幸いにしてまだユリエルは教会に出入りしている猫ねこが悪魔だとは気付いていない。もしも少しでも疑われたら、あの聖剣で確認できてしまうのではないだろうか。

「しかし、聖剣は【黒い羊ブラツクシープ】にも反応することはないのです」

「え？」

　コンスタンティンは心臓が跳はね上がった。動どう揺ようを隠かくし、小首を傾かしげてみせる。

「どういうことですか？」

「【黒い羊ブラツクシープ】は人ならぬ力を持っています。あれは悪魔の力でしょう。けれど、彼女はどうやら悪魔そのものに取り憑つかれているわけではなく、悪魔の力も聖剣が反応するほど強いものではないらしいのです。そういう場合、聖剣は反応しないのです」

「……つまり、悪魔の影えい響きようがあっても、反応しないことがある？」

　ユリエルは力なく頷うなずいて、

「それに、聖剣が私を見捨てたという可能性もあります」

　とんでもないことを、淡たん々たんと言ってのけた。

「聖剣は、清せい廉れん潔けつ白ぱくで、信しん仰こう心が厚い、特別に許された者にのみ所持されてきました。けれど、騎士修道会は解散し、私の他ほかにこの剣を持てる者はいなくなってしまいました。私が所有者としてふさわしいか、客観的に判断できる者はいないのです」

「ファーザーは十分清廉潔白で、信仰心も厚いですよ」

「私はあなたが思うほど清廉潔白ではありません」

　珍めずらしく、強い口調だった。

　彼は、以前にも似たようなことを口にしていた。聖職の道を選んだ理由についてだ。確かに、純じゆん粋すいな信仰心に突つき動かされて選んだ道ではなかったようだが、それでもコンスタンティンには十分納なつ得とくできる理由だったし、今回も、ユリエルが何を気にしているにせよ、些細なことだろうと思えた。

「ファーザーは、ご自分に厳しすぎるんですよ。ファーザーなら大だい丈じよう夫ぶですって」

　けれど。

「私の中にあるものは、あなたにお見せできるものばかりではありません」

　ユリエルは、思い詰つめた表情でそう言った。

　こんなにもはっきりと壁かべを作られたのは初めてで、コンスタンティンは驚おどろいた。

　今までだって、彼は折に触ふれて自分のことを話してくれた。信しん頼らいされていると感じ、嬉うれしくもあったし、自分が彼に噓うそを吐ついていることを思えば、申し訳なくもあった。

「……そりゃ、全部教えていただいているわけじゃないかもしれませんけど、でも」

「申し訳ありませんが、私は少し休みます。またどなたかいらっしゃったら、声をかけてください。すぐに行きます」

　ユリエルはそれだけ言って、コンスタンティンを部屋の外に出した。

「ファーザー！」

　閉とざされた扉とびらの向こうへ呼びかけても、返事はない。

　コンスタンティンは諦あきらめ、階段を下りた。

　ユリエルはまだ若く、教区民のことや、教会のことについては、時々は不安な顔も覗のぞかせる。

　けれど、悪あく魔ま祓ばらいとか、悪魔退治とかにおいて、彼がそういった不安を口にしたのは、コンスタンティンが知る限りでは今回が初めてだ。

　彼は【黒い羊ブラツクシープ】と対たい峙じするとき、いつでも高圧的で、決して自分の信念を譲ゆずらない。頑がん固こ者と罵ののしりたくなることも多かったが、彼はコンスタンティンが知る他の誰だれより純粋で、それが本当に眩まぶしいくらいだった。

　堅かた物ぶつで、頑固で、面めん倒どう臭くさい相手だけれど、底そこ抜ぬけに善人なところを、ちょっとした罪を恥はじるところを、呆あきれながらも、好ましく思っていた。

　だから、どうせまた、彼女には些さ細さいなものと思える罪を気にしているのだろう。

　見せられないものの一つや二つ、人間なら誰だれだって抱かかえているものなのに。




　その夜も、着き替がえの最中に声をかけられた。

「また、あの男のところへ行くのか」

　コンスタンティンはベッドに腰こしを下ろし、片方のブーツの編み上げ紐ひもを結んでいるところだった。すでに修道服に着替え、あとはブーツを履はき、ベールと紗しやを被かぶるだけだ。

　彼女はもう一方のブーツを手に取りながら、窓辺に現れた猫に向かって言った。

「そういう言い方って、間男に会いに行くみたいに聞こえるんだけど」

「あれが間男ならとうの昔に縊くびり殺している」

　可愛かわいらしい猫の口から出る物ぶつ騒そうな言葉に、コンスタンティンは肩かたを竦すくめた。

「今日はちょっと気になることがあるんだよ……あ、一応確かく認にんするけど、君じゃないよね？　今、サクスでたくさん悪あく魔ま憑つきが出てるんだけど」

「……違ちがう」

「神様に誓ちかって？」

　猫は不ふ機き嫌げんそうに唸うなるだけで答えなかったが、コンスタンティンは信じることにした。人々を惑まどわし操あやつるのは彼の得意分野だが、今回は数が多すぎる。

　今回の裏には、悪魔の勧かん誘ゆうより要領のいい何かがあるとコンスタンティンは考えている。

　悪魔が、勘かんづいた様子で訊きいてきた。

「その件を追うつもりなら、やめておけ」

　悪魔がコンスタンティンの【黒い羊ブラツクシープ】としての活動を快く思っていないのはもうわかりきっていた。だからコンスタンティンは、止められても特にどうとも思わなかった。

「無理。ちょっと気になることがあるんだ。最初に消えたパットって人だけじゃなくて、何人か悪魔憑きだって人が消えて……ん？」

　悪魔が窓まど枠わくからひらりと降りて、コンスタンティンのそばに駆かけ寄ってきた。

　何をするのかと思って見ていたら、悪魔はストッキングを履いただけの彼女の右のつま先に前まえ脚あしを乗せた。

「やめるのだ」

「やめないよ」

　コンスタンティンはつま先を持ち上げ、猫の前脚を払はらい除けようとした。けれどその動きが急に押しとどめられる。猫の前脚が一いつ瞬しゆんで人の手となり、彼女の足首を捕とらえたのだ。

「！」

　人型をとった悪魔に足を引っ張られ、コンスタンティンは姿勢を崩くずした。のしかかられ、座っていたベッドに仰あお向むけに倒たおれる。持っていたブーツは手からすっぽ抜ぬけ、床ゆかに転がる。

　文句を言おうとした口を手で押さえつけられ、視線が間近でぶつかった。

　その赤い、人では持ち得ない輝かがやきを放つ目が、今日は暗く沈しずんでいる。

　あまりに真しん剣けんな眼まな差ざしに見えて、コンスタンティンの身体からだから一瞬力が抜けた。振ふり上げた拳こぶしを、容易たやすく摑つかまれてしまう。

「この件には、手を出すな」

　悪魔は間近でそう囁ささやいた。呼気の温ぬくもりを感じる距きよ離りなのに、匂においも、熱も、何も感じない。

　悪魔は彼女の目を見つめ、しばらく黙だまっていたが、結局はその口元から手を外した。

　コンスタンティンは怯おびえもせず相手の目を見つめ返して言った。

「随ずい分ぶんと強ごう引いんなやり方だな」

「口で言っても聞かぬであろう」

「で？　このまま朝まで僕を押さえつけておく？　どうせすぐにまた猫に戻もどっちゃうんだろ」

　押さえつける悪魔の腕うでから力が抜けた。

　起き上がってブーツを拾うコンスタンティンの背中に、悪魔の声がかけられた。

「……そなたは強ごう情じようだな。反はん抗こう的だ。口も悪い」

「知ってるよ」

　冷たくそう言って振り返る。

　悪魔はベッドに腰を下ろし、コンスタンティンを見ていた。恐おそれを抱いだかせる青白い肌はだ、人とは思えぬ整った顔。ならばそこに浮うかぶ表情も人間味を感じさせない冷れい徹てつなものであるべきなのに、悪魔は彼女に憐あわれむような目を向けていた。

「遠からず正体がばれ、この地にはいられなくなる。何故なぜわざわざ危険を冒おかす？　どのみち吾わが輩はいとの離り縁えんは叶かなわぬぞ」

　コンスタンティンはブーツを履きながら、抗あらがうように、わざときつい調子で言い返す。

「ふん。わからないじゃないか。指輪の石だって、少しずつ色が薄うすくなっている。確実に君との離り婚こんに近づいているんだ。もしかして、だから君は恐れているのか？　僕が離婚に近づいているから、本気で止めようとしたんじゃないか？」

「違う」

　その否定が悪魔の強がりではなかったとしても、コンスタンティンは諦めるわけにはいかない。ブーツの紐を結び終えると、つかつかと大おお股またで彼の前に行って、その顔を見下ろす。

「僕はどのみち行くよ。止めたって無む駄だだ。これが【黒い羊ブラツクシープ】の最後の事件になるかもしれないけど、だからこそ、僕は絶対に途と中ちゆうで投げ出したりしない」

「【黒い羊ブラツクシープ】など、どうせ忘れ去られる定めだ」

「そんなのわからないだろ。思い切り派手な解決の仕方をすれば、百年後だって二百年後だって語り継つがれるかもしれない。もしかしたら、本物の【黒い羊ブラツクシープ】がいつか帰って来るまで。だから僕は【黒い羊ブラツクシープ】をここで終わらせるわけにはいかないんだ。たとえ、僕がこの街を出て行くことになっても」

　悪魔はそれ以上、コンスタンティンを引き留める言葉を口にしようとはしなかった。

　ただ美しい眉まゆを寄せ、額に小さな皺しわを作って、考え込んでいるようすだった。

　その姿はコンスタンティンの言葉を咀そ嚼しやくし理解しようとしているようにも見える。

　悪魔が人間を理解しようとしている？　コンスタンティンは自分の思いつきを鼻で笑い、腕を伸のばして彼のその青白く、傷一つない額に触れた。

　伝わる熱はない。

　ぴん、と指先で弾はじいても、彼は表情を変えない。

　温もりもなくて匂いもなくて痛みもないなんて、死人みたいだ。

「悪魔ってのは、冷たいばかりでつまらないものだね」

　コンスタンティンがそう呟つぶやくと、彼はやっと笑えみらしきものを口くちの端はしに浮かべてこう言った。

「吾輩もそう思うぞ」

　それはいつもの邪じや悪あくな笑みとは違って、苦く笑しように近いものに見えた。

　ひょっとして、自じ嘲ちようだろうか？

　コンスタンティンが何か言う前に彼の姿はかき消えて、ベッドの上にはミミズクが現れた。

　それは、悪魔が【黒い羊ブラツクシープ】のそばにいる時、いつも取る姿だった。

「止めても聞かぬなら、吾輩はそなたを守るだけだ」

　守る、という言葉がコンスタンティンの胸に染しみこむ。素す直なおに、温かな言葉だと思えた。

　今日のこいつはちょっと変だな、いや、変なのは僕かな、などと思いながらも、コンスタンティンはにやりと笑って言い返す。

「押しつけがましいやつだな。足を引っ張るつもりだろ」

「勝手にそう思っていればよい。吾輩も勝手に動く」

　最近は憂ゆう鬱うつになってばかりだったが、この時はいつもの調子を取り戻せた気がして、コンスタンティンは満足する。ベールを被り、紗で顔を隠かくし、窓枠に手を掛かける。

「羽根、部屋に落とすなよ」

「ふん、吾輩をそこらの鳥と一いつ緒しよにするな」

　コンスタンティンは紗の下でくすりと笑って、夜の街へ飛び出した。




　ユリエルはカンテラを掲かかげ持ち、海を見ているようだった。

　繫けい留りゆうされた船には人も乗っているだろうが、今は静かで、港に他ほかに人ひと影かげはない。

　カンテラに照らされるその横顔があまりに思い詰つめて見えて、通りがかりに彼を見つけたコンスタンティンはこっそりと息を吐はく。きっと、またこの悪魔憑き騒そう動どうについて思い悩なやんでいるのだろう。

　気付かれていないのだから通り過ぎれば楽だったが、こんなところまで来てもくよくよ悩んでいる彼に、もどかしい思いも抱いていた。聖せい剣けんが彼を見捨てるなんて、コンスタンティンには到とう底てい考えられなかった。元気になって自分を捕つかまえて欲しいとは思わないが、少なくとも、彼はもう少し、自信を持つべきだと思う。

　考えているうちに、足は彼の方へ向かっていた。

「──！」

　ユリエルは気配に気付いてこちらを向き、すぐに身構えた。

　彼が目にしたのは、自分に近づいてくる、黒衣の修道女、【黒い羊ブラツクシープ】だ。彼女の肩かたにはミミズクが留まり、ユリエルを不気味な金の目で凝ぎよう視ししている。

「司祭様、寂さびしそうね？」

【黒い羊ブラツクシープ】がそう言い終えた時には、ユリエルはカンテラを足あし下もとに置き、腰こしに下げていた剣を抜いていた。

「おとなしく捕まるつもりはないのでしょうね」

　ユリエルは呟くように言って、突とつ然ぜん距きよ離りを詰めた。踏ふみ込み、鋭するどい突つきを繰くり出す。【黒い羊ブラツクシープ】は修道服の端はしを切り裂さかれながらも身をかわし、反対に彼の脇わき腹ばらに蹴けりを食くらわす。

　ユリエルが姿勢を崩す間に、【黒い羊ブラツクシープ】はまた距離を取る。

　すでにミミズクは彼女の肩から飛び立って、近くの倉庫の屋根に留まっていた。

「随分動きが鈍にぶいわね？　あなたらしくもない。寝ね不ぶ足そく？」

　ユリエルの動きは精せい彩さいを欠いていた。調子が悪いだけではなく、なんだか投げやりになっているようにすら見える。

　コンスタンティンは、そんな彼を見たくはなかった。

「帰って寝ねなさい、司祭様」

　笑みを含ふくんだ声を作り、そう言ってやる。

「そんなんじゃ、あたしを捕まえられないわ。あなたが回復したら、また追いかけっこをしましょう。大だい丈じよう夫ぶ、どうせあたしは誰だれにも捕まらない」

　しかし、彼は無む謀ぼうにももう一度距離を詰めた。振り下ろされた剣の切っ先は【黒い羊ブラツクシープ】の背後にあった木の幹に食い込んだ。

　またしても紙かみ一ひと重えで避よけた【黒い羊ブラツクシープ】を睨にらみつけ、吐き捨てるように、彼は言った。

「悪あく魔まの下僕が……！」

　そう呼ばれるのはもう慣れた。

　でも、まだ少し悲しい。

　悟さとられないよう想おもいを吞のみ込み、女声で彼女は言った。

「……あなたがそんなんじゃ、あたしはいつまでも自由の身ね」

　ユリエルが剣を幹から抜ぬこうと力を込める。その一いつ瞬しゆんに、コンスタンティンは地面を軽く蹴って彼の目前に迫せまる。

　彼が剣を引き抜く前に、足を引っかけ、仰あお向むけに押し倒たおす。

　倒れたユリエルの右みぎ腕うでを膝ひざで押し潰つぶす。骨のきしむ音が聞こえる。

　彼の上に屈かがみ込んで、吐き捨てるように言い放った。

「あなた、あたしを捕まえたいの？　それとも、あたしに殺されたいの？」

「……っ！」

　ユリエルの左手が剣の鞘さやを振ふり上げた。

　けれどコンスタンティンもその動きは読んでいる。右手で難なく弾き、さらに左手首を摑つかんで地面に押しつける。

　からんと鞘の落ちる音がした。

「舐なめないで」

　極力、冷たく聞こえるように囁ささやく。

「あなたは正しいんでしょう？　そう思ってるんでしょう？　それなら証明してごらんなさいよ。あたしを捕まえてみせて。そうしたらあなたの正義を認めてあげる。勝った方が正しいの。わかりやすくていいでしょ」

　利きき手を膝で踏みにじられ、左手も押さえつけられ、ユリエルの眼まな差ざしがいっそう厳しくなる。手を放したら嚙かみつかれそうだ。

「言われるまでもない……！」

　ユリエルは鋭く言い放つ。

　声にいつもの意志の強さが蘇よみがえりつつあることに気付いて、コンスタンティンはにやりと笑う。

　それでいい、と思う。憎にくまれるのもこんな眼差しを向けられるのも嫌いやだけれど、彼が自分を取り戻もどしてくれるのなら、少しは我が慢まんしよう。

　その瞬しゆん間かん──

　嚙みつかれた。

　髪かみを隠して肩から垂れる、ベールに。

「！」

　噓うそ、と呟きそうになる。声は喉のどの奥で引っかかる。ベールを剝はがされるわけにはいかず、コンスタンティンはベールを押さえ、体勢を崩くずす。

「や……っ！」

　形勢は一瞬で逆転した。体重の軽い【黒い羊ブラツクシープ】はユリエルに引っ張られるように彼の上に崩れ落ち、ユリエルは拘こう束そくが緩ゆるんだ瞬間をついて身体からだを入れ替かえた。

　次の瞬間、両りよう腕うでを摑まれ、地面に押さえつけられたのは、【黒い羊ブラツクシープ】の方だった。

　さすがに、甘く見過ぎた。

「ほら」

　ユリエルは、彼女の腹の上に跨またがり、冷たく呟く。

「捕まえましたよ」

　彼はそのまま屈み込む。顔が近づく。

　唇くちびると唇が、近づく。

　あまりの近さに狼ろう狽ばいし、コンスタンティンは息を止める。

　口づけ？　違ちがうはずだ。違うはずだけれど、そうじゃないならどうしてこんなに近づく？

　呼気が。

　触ふれてしまう。

「あ」

　けれど、彼の唇が触れたのは、【黒い羊ブラツクシープ】の顔を覆おおう紗しやだった。

　コンスタンティンの全身が緊きん張ちようする。紗を剝ぎ取られたらおしまいだ。すぐに全力を振り絞しぼり、押さえつける彼の力に抗あらがう。悪魔によって増強された筋肉はユリエルに勝まさり、紗の端をくわえる寸前だった彼の身体はぐっと浮うき上がる。

　その時、それまでコンスタンティンを押さえつけようとしていたユリエルの腕うでから、力が抜けた。手が離はなれ、彼の身体はのけぞり、吹ふき飛ばされる。

　ごうと唸うなる風が、コンスタンティンの耳元を吹き抜けていった。

　身体を起こして振り返ると、巨きよ大だいな怪かい鳥ちようが倉庫の屋根の上で翼つばさを大きく広げているのが見えた。けれどその身体は見る間に縮み、あとにはいつものミミズクの姿が現れた。

　ミミズクは、嘴くちばしの間から、呪じゆ詛そにも似た声を絞り出した。

「間男は、他にもいたのだったな」

「ま、間男じゃないわ！」

　コンスタンティンは急いで否定した。なんだか自分の名めい誉よを傷つけられている気がして、もう少しで慣れた男声で言うところだった。

　ミミズクは屋根から飛び立ち、滑かつ空くうしてコンスタンティンとユリエルの間に舞まい降りた。

　まるで仲間を守ろうとする鳥のように翼を大きく広げ、彼はユリエルに言った。

「二度までも妻の唇を奪うばうつもりか」

　ユリエルは突とつ風ぷうに吹き飛ばされて地面に座り込んでいた。素す早ばやく体勢を立て直し、手元にはいつの間に拾ったものか、すでに聖せい剣けんがある。悪魔を見み据すえ、口を開く。

「あれは……」

「言い訳か？　吾わが輩はいの儀ぎ式しきを邪じや魔まするためであったと？　ああ、確かに儀式は失敗に終わった……貴様が口づけによって吾輩から妻を奪うことでな。貴様らの言葉では、式の最中に妻を奪う男を、間男とは呼ばぬのか？」

　低い声で、感情を込めずに淡たん々たんと悪魔は語っていたが、だからこそ、余計に彼の怒いかりが感じられた。

「挑ちよう発はつには乗りません」

　ユリエルは、あくまで落ち着いた声でそう返す。

　だが、コンスタンティンは、掌てのひらにいやな汗あせをかいていた。

「ちょっと待ってちょうだい。間男って言ってもね、司祭様は……」

「かばい立てする気か、妻よ」

　いや、彼が唇を奪ったのは事実で、そのこと自体は確かにコンスタンティンも怒おこっていいことだと思っている。悪魔がユリエルを詰なじるのも、まあ理解できる。

　しかし、一点、まずいことがある。ユリエルが、まだ知らないことが。

　悪魔は怒りが収まらない様子で、厳しい言葉を投げつけた。

「純潔を求められる聖職者が、他人の妻と婚こん姻いんの契ちぎりをかわすとはな。貴様は吾輩が手を下すまでもなく、堕だ落らくしている」

「婚姻の契りなどかわしてはいません！」

　さすがに、ユリエルがそう反論した。まずい。コンスタンティンは悪魔を止めようと、ミミズクを後ろから素早く抱だき上げ、そっと語りかける──

「そのことなんだけど、言うと色々ややこしくなると思うんだ。ここは内ない緒しよに──」

「かわしておらぬだと……？」

　だが、悪魔は小さなミミズクの身体の中に、怒りをいっそう燃え上がらせていた。

「ふざけるな！　貴様はかわしたのだ。あの儀式の最中、妻の唇を奪うことで、貴様は吾わが妻と契りをかわしたのだ！　式の最中に花はな嫁よめに口づけて、婚姻の邪魔をしただけで終わると思ったのか？　儀式における口づけの意味を、考える頭もなかったというのか！」

「ああっ、バカ!!」

　コンスタンティンは思わず絶ぜつ叫きようした。

　ユリエルは──

　ユリエルは、呆ぼう然ぜんとしていた。

「…………え？」

　敵前の彼が見せたことがないような、隙すきだらけの様子で、剣も構えないまま、立ちつくしている。コンスタンティンは、ただでさえ精神的に追いつめられていそうな彼にこれ以上の負担をかけたくなくて、慌あわてて否定した。

「違うわ、だってキリスト教式じゃなかったもの！　昔の異教の儀式でしょ、あたしたち的には問題ないわ、あたしと司祭様は今もまったく他人、赤の他人よ！」

「またその論理か。では問うが、貴様らの教えでは、他人の妻に口づけすることは不ふ貞てい行こう為いにならぬのか？　それは約束を意味する、特別な行こう為いではないのか？」

「そ、それは……」

　まあ、確かに、それは、その、変わらない。

「以前にも言ったであろう、そなたと司祭との間には霊的な繫つながりができておる。か細いが、吾が眼まなこにははっきりと見えるのだ！」

「そ、そんなもの証明できやしないわ！　噓よ、きっとね！」

「吾輩が」

　悪あく魔まが、唸るような声で言った。

「好きこのんでこのようなことを言っていると思うのか？」

　コンスタンティンは、何も反論できなくなった。

　ふらあ、とユリエルが一歩前へ足を出した。コンスタンティンはぎくりとする。ミミズクは再び彼を威い嚇かくしようとするが、コンスタンティンが抱だき締しめているので巨大化もできず、突風も出せないらしい。

　ユリエルはコンスタンティンの前に立ち、彼女の、紗で覆われた顔を見下ろし──

「わかりました」

　そう言った。その声は落ち着いた、いつも通りの声だった。やはり彼は悪魔の言葉に乗せられて動どう揺ようするような人じゃないんだとコンスタンティンは思った。歴戦の悪あく魔ま祓ばらい師なのだし、心配するまでもなかったかもしれない──

　彼は、【黒い羊ブラツクシープ】の手を取って言った。

「結けつ婚こんしてください」

　──ごおん、と。

　ちょうど、近くの教会では祈いのりの時間を告げる鐘かねの音が鳴り始めていた。

　鐘の余よ韻いんが残る空気を震ふるわせて、ミミズクが地じ獄ごくの底から聞こえてくるような声で言った。

「……ふざけるな、破は戒かい僧そうめ」

　ユリエルは苦く悩のうを顔に滲にじませ、【黒い羊ブラツクシープ】を見つめたまま言った。

「私はふざけているわけではありません。婚姻の契りは、どのような時代においても神聖なものであるはずです。私はあなたを傷つけました。あのような、強ごう引いんなやり方で唇を奪い、そのうえ契りを無視することはできません。責任は取らなければなりません。あなたを必ず改宗させます。そのうえで、私もともに裁きを受けましょう。あなたの伴はん侶りよとして」

「吾輩の頭の上でなんという話をしているのだ！　貴様だけは何があっても吾輩がこの手で息の根を止める！　時間をかけて苦しめてやろうと思っていたが、今ここで……！」

　コンスタンティンは右手をユリエルに取られていたが、ミミズクを抱き締める左ひだり腕うでから力を緩ゆるめなかったから、悪魔の願いは叶かなえられない。

「……じゃ、ないわ」

【黒い羊ブラツクシープ】が小さな声で何か言ったことに気付いて、ユリエルは顔を近づけた。

　その瞬しゆん間かん、【黒い羊ブラツクシープ】は手を振ふり払はらい、強きよう烈れつな平手を彼の頰ほおに食くらわせた。

　首の骨が折れそうな衝しよう撃げきが、ユリエルを襲おそう。

　到とう底てい立っていられず、よろめいて数歩たたらを踏ふむ。愕がく然ぜんとして顔を上げる。

　コンスタンティンは、黒い紗と修道服の下で動揺していた。頭がうまく回らないし、口も回らない。手加減だってできない。

「そんな理由で女性に求きゆう婚こんするものじゃないわ、司祭様」
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　それでも、ようやく、【黒い羊ブラツクシープ】らしい、挑発的な声で、そう言えた。

　ユリエルは腫はれた頰を押さえもせず、【黒い羊ブラツクシープ】を見ている。彼は責任を取ると言った──彼にあるのは責任感だけだ。だから平気、全然、求婚とか、うん、求婚じゃない、大だい丈じよう夫ぶ。コンスタンティンは混乱して動転しながらも、自分にそう言い聞かせる。

　それでも、どうしてか、声が上うわ擦ずる。びし、と指さしたその指の先が震える。

「あ、あたしが相手でまだよかったわね。聞かなかったことにしてあげる。さっさと帰ってベッドに入りなさい、何もかも忘れてね！」

　忘れたいのはこっちだ。

　涙なみだ目めになってきて、コンスタンティンはこれ以上は無理だと悟さとる。即そく座ざにきびすを返し、地面を蹴けって屋根の上に飛び上がった。ユリエルの声が聞こえるが、無視してミミズクを抱いたまま全速力で走り抜ぬける。

　そう、走っているせいだ、とコンスタンティンは思う。別に、心臓がばくばくとせわしない音を立てているのは走っているせいで、求婚に動揺したからじゃない。動揺していたのはユリエルの方だ。彼は正気じゃなかった。平静に見えて、きっと本当はずっと動揺していて、悪魔の話を聞いて何かが……大事な何かが吹ふっ飛んだのだ。

「ば、バカだよ、ファーザーってば……！」

　うろたえて、いつもの少年的な声で呟つぶやいたけれど、ミミズクの他ほかには聞く者はいなかった。

　紗しやの下の、赤らめた頰や、涙ぐんだ目は誰だれの目にも留まらなかった。
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　ユリエルは、港にぽつんと一人残されて、立ちつくしていた。

　表通りの方から船に戻もどるらしい男たちが数人、肩かたを組んで笑いながら通り過ぎていく。彼らに何か声をかけられた気がしたが、何も反応できなかった。

　──また、【黒い羊ブラツクシープ】に逃にげられてしまった。

　悪魔の力が弱まっているせいで追つい跡せきが困難で、こうして姿を見失うとその夜はどうにもならなくなる。更こう生せいさせなければならないのにいつまでも捕つかまえられないのは、【黒い羊ブラツクシープ】自身に対しても申し訳なくて、責任を感じている。

　その上、儀ぎ式しき上とはいえ、自分と結婚していたことになるなど。

　悪魔が口にした霊的な繫がりという言葉を信じるわけではないが、儀式の内容を考えれば、自分が【黒い羊ブラツクシープ】と契ってしまったのは事実だと思う。

　実行した時は、悪魔の邪じや魔まをしたい一心で、そこまで考えていなかったが。

　勿もち論ろん、ユリエルは、そんなものは異教の儀式だと割り切り、悪魔の弾だん劾がいなど無視しても良かったのかもしれない。

　だが、彼は【黒い羊ブラツクシープ】が口づけされて傷つき、本気で怒おこったのを知っている。ずっとそのことが気がかりだった。彼女を傷つけたこと、彼女の──その、唇くちびるが忘れられなかったこと。彼はそのことを思うと、いつでも罪悪感で死にそうな気持ちになる。

　きっと、婚姻のことだってショックだったはずだ。

　中身は若い娘むすめである彼女を、これ以上傷つけるわけにはいかない。

　だから、求婚の言葉が出てきた。決して、軽々しい気持ちで言ったのではない。

　自分は責任を取るべきで、罪を償つぐなうべきだと思ったから、言ったのだ。

　しかし……

「ふられた……んでしょうか……」

　呟き、この場合、どうしたらいいのだろうと彼は困こん惑わくして考えた。世話になっている王都の司教には自分の状じよう況きようを報告すべきだと思うが、求婚を断られた以上、結婚は成立しないわけで……いや、しかし古代の儀式にのっとればすでに婚こん姻いん契けい約やくが成立しているというし、それならやはり夫ふう婦ふということでいいのだろうか。

　そうなると、婚こん姻いんを禁じられた司祭として罪を犯おかしていることになる。

　司教に報告し、任を解いてもらうべきではないのか？　この聖せい剣けんの持ち手としても、当然ふさわしくはない。

　だがここで自分以外の、誰があの悪魔と戦えるというのだろう。

　彼はぐるぐると思考を巡めぐらし、そこに長い間立っていた。

　けれど実際のところそういった思考は単なる現実逃とう避ひに過ぎず、彼はまだ混乱の極きわみにあって、今までの出来事を自分の身に起こったこととは実感できずにいた。
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　コンスタンティンは息を切らして他人の家の塀へいに寄りかかった。

（こんだけ走れば、撒まけたよね……）

　悪魔の力によって体力も増強され、最近では身体からだの扱あつかいにも慣れていたから、こんなふうにいつまでも呼吸が乱れたままなのは久しぶりだった。

　薄うすい紗が鬱うつ陶とうしくて、引きちぎりたい気分になるけれど、いつ誰に見られるかわかったものではなかったから、できなかった。

「……何故なぜそう心を乱すのだ」

　ミミズクの姿をした悪あく魔まが、塀に留まってそう言った。不ふ機き嫌げんそうな声の響ひびきだった。コンスタンティンは顔を上げられないまま、小さな声でもごもごと言った。

「知り合いからあんなこと言われたら、誰だってびっくりする」

「吾わが輩はいの時とは態度が違ちがうぞ」

「そりゃ、君は知り合いでもなんでもなかっただろ。それに、求婚されたことなんかないし」

　悪魔は翼つばさをばたつかせて、コンスタンティンの前に降り立った。

「何を言っておるのだ。赤子のそなたに、必ず迎むかえに行くと誓ちかったではないか」

「……それを覚えてろっての？　人間には無理だよ。僕は君のことなんか何も覚えてない。教会で会ったのが初対面みたいなもんだ。いきなり地獄に引きずり込まれそうになったのがね」

　悪魔はミミズクの目をぱっちりと開いて、嘴くちばしをちょっと開けて、コンスタンティンを見つめている。たぶん、ぽかんとしているのだろう。

　ややあって、彼は項垂うなだれ、力なく呟いた。

「その手があったか……」

　いや、ない。

「言っておくけど、今いま更さら君が求婚しても無む駄だだからね。僕は君とは行かないよ」

「だが、ニコラスとかいうのが戻り、正体が知れればそなたはここにはいられまい」

「その時は、この街を出て、どっか別の場所に行くさ。地獄以外のどこかにね」

　なるほど、とだけ悪魔は呟いた。コンスタンティンの意見を否定もしない。無駄だとか、いいから地じ獄ごくへ来いとか、そういった言葉をかけてこない。

「君って」

　コンスタンティンは、悪魔の興味が逸それたのならそれでいいと思いながらも、なんとなく、口に出して訊きいてみた。

「僕のこと、どうでもよくなったりとかした？」

「……そなたはそう思うのか」

　今のは否定だろうか。わからない。悪魔はそれ以上話すつもりはないらしく、またばたばたと飛び上がって、塀の上に落ち着いた。

「そなたの望みを言ってみよ」

　え、と聞き返して、コンスタンティンは塀の上を振り仰あおぐ。ミミズクは庭木の陰かげになって暗く沈しずみ、夜目の利きくコンスタンティンでもその輪りん郭かくを捉とらえられない。ただ、金色の目の輝かがやきだけが見える。

「……サクスにずっといることだけど……」

　口にしてから、嫌いやな予感がしてきた。

　悪魔に望みを訊かれたら、もう少し、用心深くすべきではないか？　悪魔は望みを叶える代わりに人の魂たましいを奪うばってしまう……そんな話を聞いたことがある。

「覚えておこう」

　ミミズクはそれだけ言い残し、翼を羽ばたかせて、飛び立った。




　失敗したかな、と胸中で呟きながら、コンスタンティンは屋根から屋根へと飛び移り、サクスの夜を駆かけていた。

　けれど、自分に残された時間が多くないこともわかっていたから、足を止めなかった。

　コンスタンティンだって、色々考えてみた。

　ニコラスは旅慣れていて、追いつくには鳩はとを使う必要がある。聖ブリジット教会にも鳩きゆう舎しやがあって何カ所かの鳩舎と鳩を交こう換かんしており、中にはニコラスが通りがかる都市の鳩もいる。手紙を書いて鳩の持ち主にニコラスが立ち寄りそうな宿を訪ねるよう頼むことはできるかもしれないが、ユリエルはそこまでして彼を呼び戻すことは考えていないようだ。

　コンスタンティンが自分の出自を隠かくし通すには、さりげなく、けれど確かにニコラスの足を止め、引き返す気にさせる方法が必要だ。

　たった一つだけ、思いついたものはある。

　だが、嫌だった。可能かどうかではなく、嫌なのだ。

　だから結局、思い悩なやむだけで、コンスタンティンはいたずらに時を過ごしていた。

「まったく、もう！」

　吐はき捨てて、足を緩ゆるめる。そろそろ目的地が近かった。

　そこは数日前にも来た、歓かん楽らく街がいの外れだった。

　悪魔と別れてから、コンスタンティンは悪あく魔ま憑つき事件を追うことにした。

　パットを始め、悪魔憑きを自称する者たちが数名行方不明になっていた。

　幸い、彼女が『コンスタンティン助祭』として日中に噂うわさを聞いて回ったところでは、幾いくつかの失しつ踪そうには目もく撃げき者がいて、失踪者が姿を消す前、一人の男と一いつ緒しよにいるのを見たと言っていた。

　男についての証言は、ほぼ共通していた。

『色いろ褪あせたマントの男』だ。

　長身だったとか、瘦やせていたとかも言われているが、とにかくマントについてだけは何故か皆みな共通して語っていた。黒が褪あせた感じの色だと。

　大たい抵ていの者は一いつ瞬しゆんちらりと見ただけだと語ったが、すりを生業なりわいにしている一人の小悪党が、その男を見た日から体調を崩くずして寝ね込こんでいた。

　けれど、コンスタンティンが適当に理由を作って訪ねても、彼は何も語ろうとしなかった。

　唯ゆい一いつわかったのは、どうやら誰だれかに口止めされているらしい、ということだけだ。

　コンスタンティンも、その小悪党が誰の配下なのかは、知っていた。

　だから、彼女は、数日前と同じ場所に立っていた。

　屋根の上から、隣となりの建物を観察する。二階の一室だけ、窓の鎧よろい戸どが開いていた。

　窓辺で、ヒースが通りを眺ながめている。

（何してんだよ、ヒース）

　ヒースは毎日同じ寝ね床どこにいるとは限らない。数日ごと、あるいは毎日のように宿を変え、部屋を変えている。コンスタンティンがつるんでいたころからそうだった。

　用心のためだ。ヒースのような稼か業ぎようは、いつどこで寝ね首くびをかかれるかわからないから。

　けれど、彼はここしばらく同じ宿の同じ部屋に泊とまっていた。

　そうして、日課のように窓の鎧戸を開け、通りを見ていた。

　まるで、誰かを待っているように。

（そんなふうに居場所を知らせていたら、襲しゆう撃げきされるぞ。バカばっかりだ。ファーザーも……ヒースも！）

　コンスタンティンは意を決し、屋根を蹴けった。

　隣の屋根に飛び移り、三階の鎧戸を伝い、窓から二階の部屋に身体をねじ込む。

「！」

　窓辺にいたヒースは、突とつ入にゆうした彼女をかろうじてかわした。

　コンスタンティンは──いや、【黒い羊ブラツクシープ】は彼の傍かたわらに着地した。黒い修道服が風をはらんで膨ふくらみ、腿ももまでめくれ上がったが、彼女は気にも留めなかった。

　室内に灯あかりはない。ヒースも、今のコンスタンティンほどではないが夜目は利く方だ。

「来てあげたわよ」

　会った時、最初になんと言うべきか、ずっと考えていた。脅おどしつけるか、それともいきなり攻こう撃げきしてしまった方がいいのか。けれど結局、そんなことしか言えなかった。

　ヒースは驚おどろいた顔をしていたが、彼女のその言葉を聞いて、すぐに口の端はしをつり上げる笑えみを浮うかべた。

「ああ。待ってたさ」

　コンスタンティンは紗しや越ごしにヒースを睨にらみつけた。

　紗しやは薄うすかったが、灯りもろくにない夜の闇やみの中でなら、コンスタンティンは安全なはずだった。都市だろうが夜は暗く、普ふ通つうの人々は灯りなしでは到とう底てい出歩けない。

　けれど、ヒースの前では無意味に思えた。

　闇も、紗も、ベールも、修道服も、普ふ段だん決して出すことのない女声さえ。

「俺のクソガキ」

　親しみを込めて、彼は彼女をそう呼んだ。

　コンスタンティンは、それでもベールも紗も取らなかった。

「裏通りのコリンを知ってるわね？　彼に口止めしたのはあなたじゃない？」

　あくまで【黒い羊ブラツクシープ】として、そう問いかける。

　三歩ほど離はなれた窓辺で、ヒースは肩かたを竦すくめた。

「コリンは知ってるさ。だが、口止めってのは──」

「余計なお喋しやべりをしている時間はないわ。コリンは何を見たの？　あなたは、悪魔憑きにどう関かかわっているの？」

「俺を疑ってるんなら、外れだ」

　その言葉を聞いても信じられるものではない。コリンを口止めした以上、ヒースは事件に関わっているはずだ。だが、ふと思いつくことがあった。まさかと思う。でも、彼ならば。

「……まさか、あたしを自分の前に引っ張り出すためだけにコリンを口止めしてたんじゃないでしょうね？　あたしが悪魔憑きを追って、あなたのところに来るように」

　ヒースは薄く笑うだけで答えなかった。

　コンスタンティンはそれを肯こう定ていと受け取った。

　そんなことをしたところで、必ずしもコンスタンティンが悪魔憑きを追うとは限らないのに。それは確かに、首を突つっ込みそうな事件ではあるかもしれないけれど。

「……バカじゃないのか、ヒース？」

　思わず、少年の口調で呟つぶやく。

　ヒースはおかしそうに目を細めた。

「ああ。俺もそう思う」

　コンスタンティンは呆あきれながらも、【黒い羊ブラツクシープ】の皮をもう一度被かぶり直した。

「それで？　教えてくれるの、コリンが何を見たのか？」

「可能さ。それ以上のことも知ってる。だが、なあ、こっちからも提案がある。俺は、司祭の従者がどこへ行ったか、知ってる」

　コンスタンティンは身を強こわ張ばらせた。

　何故なぜ、という問いが、何度も何度もこみ上げた問いが胸を突く。何故、彼はコンスタンティンが女で、【黒い羊ブラツクシープ】だとわかるのか。何故、今一番彼女が恐おそれていることがわかるのか。

「どうして……」

　コンスタンティンが思わずそう漏もらすと、ヒースは窓まど枠わくに背中でもたれ、満足そうに笑った。

「そりゃあ、難しい質問だな。曖あい昧まいすぎる。俺がおまえに構う理由が知りたいか？　それとも、俺が従者のことを知った方法か？　なあ、そんなことはどうだっていい。俺の提案を、少し真ま面じ目めに聞いてみろ。俺にはおまえの心配ごとを一つ消す方策がある」

　消す。

　その物ぶつ騒そうな言葉に、コンスタンティンはぞっとした。

「殺すって言うのか!?　絶対にやめろ！」

「俺が？　殺す？　まさか、そうじゃない。おまえがやるんだ。あの司祭と領主を争わせるのさ。おまえなら代官辺りを使ってけしかけられる。司祭の身に何かあれば……領主を怒おこらせて捕とらえられでもすれば、おまえには従者を呼び戻す大義名分ができる。鳩を使って連絡を取れさえすりゃあ、従者はサクスに戻もどるぜ。素す性じよう調査どころじゃなくなってな」

　嫌いやだ。

　それはコンスタンティンが思いつきながらも絶対にしたくないと思っていたやり方だった。思いついたことを後こう悔かいすらしたやり方だ。

「どうしてそんなやり方を僕が受け入れると思うんだ」

　コンスタンティンは、もう【黒い羊ブラツクシープ】としてのやり方を貫つらぬけなくなっていた。声も、口調も、態度も、どうしても彼の前ではコンスタンティンに戻ってしまう。

　そんな彼女を愛めでるように微笑ほほえみ、ヒースは言った。

「他ほかにないからだ。他のやり方じゃあ、おまえが疑われずにあの従者を呼び戻すことはできない」

「僕にはできない……」

「じゃあ、消えるのはてめえだな」

　おそらく、ヒースは間ま違ちがっていない。

　やり方を選んでいては、コンスタンティンは生き残れない。

　でも。

「僕は、そんなふうにはしない」

　彼の言葉に流されて、【黒い羊ブラツクシープ】であるためにユリエルやニコラスを傷つけることになれば、きっとコンスタンティンはヒースの側に引きずり込まれる。【黒い羊ブラツクシープ】の皮を剝はがされて、彼の手の中に落とされる。

　わかりきったことだった。

「そりゃ、寂さびしいな」

　コンスタンティンが想像していたような嘲あざけりも、挑ちよう発はつもなく、彼はただそう言った。

　まるで本心のように聞こえた。

「……噓うそだ」

　だから、抗あらがうように、コンスタンティンはその言葉を否定した。

「寂しいなんて噓だ。あんたは誰だれのことも好きにならない。飽あきたら気に入りだって捨てちまう。何年もあんたのことは見てきた。あんたはずっとそうだった。変わってない」

「てめえは、変わったよ」

　ヒースはそう言い返した。

「今は偏かたよりすぎてる。そうじゃねえだろ、てめえはもっと……曖昧だった。どっちつかずで、ふらふらしてた。俺はそういう、バランスの悪いおまえがいい。どっちに転ぶか、見てるだけで面おも白しろいんだ。投げやりになって喧けん嘩かしてるくせに、結局染まりきらねえ。勿もち論ろん、俺はおまえがこっち側に転がる方に賭かけてる。なあ、でも、今のおまえは面白くねえよ」

「じゃあ、変わったんだ、それでいいだろ！」

　装うことなんて、もうできるわけもない。

　コンスタンティンが叩たたき付けるように言うと、ヒースは鼻で笑った。

「あの司祭のせいか？　司祭が現れて、てめえがその恰かつ好こうでうろつくようになってから、てめえは変わっていった。そんなに正義の味方ごっこが楽しいか？　あの男が優やさしくしてくれるのか？　だがな、それも結局、噓で固めたもんだろ。てめえの中身はあのクソガキで、それを知ったら、司祭は絶対にてめえを恨うらむ」

　じゃあ、あんたはどうして僕の噓を知っても変わらないんだと言いかけて、コンスタンティンは言葉を飲み込んだ。変わらないのは、ヒースにとっては【黒い羊ブラツクシープ】もコンスタンティン助祭もどうでもいいからだ。彼が見ているのは、修道服でも僧そう衣いでもない。その中身だ。

　彼のそばでもがいていた、クソガキのコンスタンティンだ。

「じゃあ、あんたはどうだ？　あんたは、僕のことなんか、手に入れたらそこで満足する。僕が従わないから、従わせたくなってるだけだ。いつもの気まぐれさ。寂しいなんて思うわけない。あんたは僕が堕おちるのを眺ながめていたいだけだ。あんたは僕を踏ふみにじりたくて仕方ないんだ。僕に関心があるからじゃない。そうやって、自分の正しさを証明したいだけさ！」

「なんだって否定する？」

「事実じゃないからさ！」

　ヒースは窓枠に手をつき、背でもたれたまま、首を傾かしげて笑った。月光にその笑えみが照らされる。彼は地じ獄ごくの悪あく魔まのように闇に馴な染じんでいた。

「怖こわいんだろ、コンスタンティン」

　怖いよ、勿もち論ろん怖こわい。

　コンスタンティンは胸の中で呟く。わかりきったことだから、声には出さなかった。

　そっち側に堕ちそうで、怖いよ。

　そんなことはきっと絶対にないって思ってるけど、もしもあんたが本当は少しだけ寂しくて、僕のことを本気で求めていたら、そうしたら、僕はきっとあんたの側に飛び込みたくなる。

「ヒース。情報を。失しつ踪そう者のことで何か知ってるだろ」

「やめちまえよ、そんな恰好」

　それ以上聞きたくなくて、コンスタンティンは一いつ瞬しゆんで距きよ離りをつめ、彼の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

　けれど彼女に口を塞ふさがれる前に、ヒースは皮肉げな笑みを浮うかべて言った。

「地獄にはてめえと堕ちてえんだよ」

　コンスタンティンは拳こぶしを作って彼のみぞおちに叩き込んだ。

「……っ！」

　ヒースが身体からだを二つに折り、その口から悲鳴にもならない声が漏れる。コンスタンティンはずるずると崩くずれ落ちる彼の胸倉を摑み直し、顔と顔を近づけて怒ど鳴なった。

「待ってるばっかりであんたはずるいんだよ！」

　ヒースは呼吸ができないのか答えない。けれど俯うつむいた顔の口元が笑うように歪ゆがんでいた。

「いつだってそうだ、自分は変わらなくて！　僕を引きずり込むばっかりで！　僕にばかり自分の方へ来いって言う。そんなのずるいだろ！」

「……はっ」

　ヒースは笑い飛ばした。けれどその顔色がどす黒く変色していく。コンスタンティンが胸倉を締しめ上げているせいだ。気付いた彼女は力を緩ゆるめようとした。

　けれど、力が抜ぬけない。

「！」

　コンスタンティンの腕うでは彼女の意志に反して、ヒースの喉のどを締め上げ続ける。瘦やせた首にシャツが食い込み、空気の道がふさがれる。は、ともう一度ヒースの口から声らしきものが零こぼれる。ダメだ、ダメだ、コンスタンティンは腕に命令する。

「ダメ……！」

　やっと、力が抜けた。

　ヒースの身体はどさりと床ゆかに落ち、コンスタンティンは息を切らして自分の手を見つめる。

　どうして、と思う。

　最初は力を入れすぎていただけだった。けれど危険に気付いたときに力を緩めようとしたのに、できなかった。逆に力を入れ続けていた。

　手が震ふるえる。全身が震える。怖かった。

「ふ……は、ははっ、はははは！」

　おかしそうに、まだ掠かすれた声で、ヒースは喉を震わせ笑った。床に座り込み、シャツの胸むな元もとを乱し、額を押さえて肩かたを揺ゆすって笑っている。

　すがすがしい笑顔で、彼はコンスタンティンを見上げた。

「惜おしかったな。あとちょっとだ」

「…………」

　コンスタンティンはふらりとよろめきながら窓枠に手をかけた。もう彼から何も聞き出せるものはないとわかっていた。そもそも、聞き出せると思ったのが間違いだった。

　けれど、すれ違ちがう瞬しゆん間かん、彼は囁ささやいた。

「城に、グレイって男が出入りしてる」

　ハッとしてコンスタンティンが振ふり返ると、彼は笑いすぎて目の端はしに浮かんだ涙なみだを拭ぬぐいながら言った。

「またいつでも来いよ。待ってるぜ」

　コンスタンティンは、彼を見下ろし──

　窓まど枠わくに足をかけ、誰だれにも見られずにまた屋根に上った。
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　最初は半信半疑だった。

　何しろ、ヒースはコンスタンティンに【黒い羊ブラツクシープ】なんかやめさせたいと考えている。【黒い羊ブラツクシープ】の手助けになる情報をそう易やす々やすと渡わたしてくれるとは思えなかった。

　それでも試ためしに調べてみると、グレイというのは、最近城に逗とう留りゆうしているある高位聖職者の従者で、例の最初の失踪者であるパットも、彼ら主従と一いつ緒しよに来たことがわかった。

　コンスタンティンは、グレイの動きを見張ることにした。

　グレイが一人で城外へ出るのを確かく認にんできたのは、調べ始めて三日目の夜だった。

　夜になると城門は閉とざされ、一いつ般ぱん人は出入りできなくなる。けれどグレイは兵士に幾いくらか握にぎらせたのか、通用口から外に出てきた。コンスタンティンは黒い修道服を翻ひるがえし、彼の跡あとを追った。

　グレイはすぐに大通りから外れた。両りよう脇わきに安やす普ぶ請しんの家が並ぶ細い路地を通り、ごみを蹴けり上げ、マントを翻して行く──そのときコンスタンティンは、背後に羽ばたきの音を聞いた。

「……へえ。見限ったのかと思ったよ」

　羽ばたきが近くの看板の上で止まるのを待って、コンスタンティンはそう呟つぶやく。ミミズクはくるりと首を回してコンスタンティンの方を向く。

「そなたの命が尽つきるまで、吾わが目はそなたを追い続ける」

「愛の告白？」

「ただの事実だ」

　グレイは三十歩以上も先行しているが、足音に注意を払はらえば追つい跡せきが失敗することはまずない。コンスタンティンは彼の速度に合わせて歩いていた。

　ミミズクが彼女の肩に舞まい降りて、囁いた。

「あの男を追っているのか。何故なぜだ」

　ヒースが教えてくれた手がかりだからだ。けれど悪魔にそう言う気にはなれなかったから、コンスタンティンは他ほかの理由を答えた。

「あのマント見ろよ。悪あく魔ま憑つきが失踪する前に、『色いろ褪あせたマント』の男と一緒にいたのを見たって話を聞いたんだ」

　グレイのマントは鼠ねずみ色いろをしていた。『色褪せた』という範はん疇ちゆうに入る色だろう。

「そういうわけで──っと」

　曲がり角を曲がったとき、グレイは考えていたよりも近い位置に立ち止まっていた。コンスタンティンは一歩戻もどって角に身を隠かくし、様子を窺うかがう。

　そこは橋のたもとだった。近くには醸じよう造ぞう所があるが、民家は離はなれ、夜も更ふけた今は人ひと気けもない。グレイはコンスタンティンに背を向けて立っている。しばらくすると、橋を渡って一人の女がやってきた。

　彼らはこそこそと話し合い──グレイが懐ふところから数枚の硬こう貨かを取り出し、女の掌てのひらに落とした。

　女は頷うなずいて、また橋を渡って消えた。

　その後も、グレイは貧民街のあちらこちらで人と落ち合い、似たようなやりとりを続けてから、城へ戻った。

　何人かの顔は、コンスタンティンも見たことがあった。

　つい最近、悪魔憑きだと主張した者たちだ。

　急に増えた悪魔憑き、金、パットを連れてきたグレイ。

　これだけ要素が揃そろえば簡単だ。グレイが金で雇やとって、悪魔憑き騒そう動どうを引き起こしたのだ。

　悪魔憑きだと主張する人間の何人かが失踪しているのも、グレイが絡からんでいるのだろう。金で雇ったことを知られるわけにはいかないから、ぼろが出そうになって一時的に匿かくまったか、それとも──殺したか。

　コンスタンティンとしては前者だと思いたい。殺すのではリスクも高い。死体が出たわけでもないのだし。

　とにかく、グレイは目もく撃げきされている『色褪せたマントの男』なのだろう。

　コンスタンティンはそう結論づけ、その日の調査を切り上げることにした。

「でも」

　司祭館への帰き途と、彼女はひとりごちた。

「どうしてマントのことしかみんな言わなかったんだろう……」

　確かにくすんだあの色は、色褪せたと形容していい色だとは思うし、グレイも中肉中背で、際きわだった特とく徴ちようがあったわけではないのだが。

　マントについてだけ語られているのは、少し、違い和わ感かんがあった。
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　コンスタンティンは夜出歩くことも多く、朝はしょっちゅう寝ね坊ぼうしている。

　時間に正確なユリエルにてきぱきと起こされ、祈いのりを捧ささげ、ミサを手伝い、様々な勤めをし、ようやくちょっと休きゆう憩けいできるのは、昼食のあとだ。

「ふああ……」

　今から次の祈りの時間までは、絶対何があっても起きないぞ。コンスタンティンは固く心に決めて、ベッドにぱったりと倒たおれ込んだ。

　けれどすぐに、子どもの悲鳴で目が覚めた。

　声は教会の方から聞こえてくる。コンスタンティンが部屋を飛び出し、階段を下りる間中、息が続くのが不思議なくらい、長く伸のびている。

　司祭館の外に出ると、声を聞きつけて、教会の前の路地に幾人か集まっていた。中央にいるのはユリエルと、泣なき叫さけぶ少女、それに子どもの母親らしい年ねん齢れいの女だ。

　七歳程度とおぼしき少女は道の真ん中で立ちつくし、教会に向かって顔を上げ、大きく口を開き、ただただ声を上げていた。

「あああああああああ」

　助けてともいやだとも言わないが、聞いているだけで不安にかられるような、奇き妙みような声だ。

　女は少女の身体からだに腕を回して抱だき締しめながらも、その場にへたりこんでいた。

「お、お助け下さい、司祭様……」

　涙を浮うかべ、ユリエルにそう訴うつたえる。

　その顔を、コンスタンティンは覚えていた。

　あの女、昨夜最初にグレイが接せつ触しよくしていた、橋のたもとの女だ。

「じゃあ、これは……！」

　グレイが雇った、偽にせの悪魔憑き。

　コンスタンティンは息を飲んでユリエルを見た。ユリエルはじっと少女を見つめていた。少女は硬こう直ちよくして、ただ声だけを上げていた。

　コンスタンティンの足あし下もとにやってきた猫ねこが、立ち止まってゆるく尻尾しつぽを振った。




　ユリエルは少女を抱だき上げて礼拝堂の中に入れた。母親も怯おびえた様子であとについていく。野次馬たちは近づくのは抵てい抗こうがあるのか、礼拝堂の中には入らず、教会の戸口から中を覗のぞこうとしている。

　コンスタンティンは野次馬を搔かき分けて、教会の中へ入った。

「ファーザー」

「そこにいてください」

　ユリエルはコンスタンティンを一いち瞥べつし、そう言った。いつも教区民に見せる、穏おだやかな顔も、声も、目も、今は悪あく魔ま祓ばらい師としての仮面の奥に引っ込んでいた。今の彼はいかにも冷たく、無む慈じ悲ひに見えた。整った目鼻立ちが、余計にそれを感じさせた。

（でも、ファーザーなら、これが偽にせ物ものだってちゃんとわかるはずだ）

　そう思い、コンスタンティンは足を止めた。

「司祭様、私の娘むすめは……」

　女が、おずおずとユリエルに話しかける。ユリエルは硬直したままの少女を長なが椅い子すに寝ねかせたところだった。女の話を聞きながら、少女の様子を見る。耳元で呼びかけ、幾つかの言語で囁ささやく。少女は一いつ切さい反応を変えず、相変わらず声を上げていた。

「コンスタンティン助祭」

　彼は少女の様子を注意深く観察したまま、コンスタンティンにそう呼びかけた。

「私の祭服を持ってきてください」

「！　はい」

　コンスタンティンは覗き込もうとする野次馬の前で扉とびらを閉めると、礼拝堂の奥にある扉を開けて、聖具室から祭服一式を持ってきた。

　コンスタンティンが着き替がえを手伝う間も、ユリエルは何も話さなかった。緊きん張ちようしている様子はなかった。冷静で、無感情だった。

（……なんか怖こわい）

　自分が疑われているわけでもないのに、コンスタンティンはそう感じてしまう。

　母親の方も同じようで、娘よりはユリエルの方にちらちらと怯えの目を向けていた。娘の方は演技だとわかっているのだから、それよりは冷れい淡たんそうな司祭の態度の方が怖かったのだろう。

　ユリエルは自分の十じゆう字じ架かに口づけると、祭服の裾すそをさばいて、少女の傍かたわらに膝ひざをついた。屈かがみ込み、十字架を少女の傍らに置いて、同じく十字架にキスをさせると、静かな声で尋たずねる。

「御おん父ちちと、御おん子こと、聖せい霊れいの御み名なにおいて。あなたは何者ですか？」

「あ、あああああ……」

　少女の喉のどから苦しげな声が漏もれる。

　呻うめきながらも、少女は笑った。

「言うもんか。おまえなんかに」

　出てきたのは少女の声、口調も少女のものだ。あどけなさすら感じられる。

　それから少女はユリエルの方へ顔を突つき出し、何事か彼の耳元で囁いた。

　それを聞いて、ユリエルはちらりと微笑ほほえみを見せた。

　別の場面で見れば穏やかな笑えみだったのだろうが、今は、背筋が冷たくなった。

　彼は立ち上がると、コンスタンティンを振ふり返って言った。

「ここで彼女を見ていてください。私は準備をします」




　ユリエルは大きな桶おけを聖別した水で満たし、そこに少女をゆっくりと慎しん重ちように沈しずめていった。少女は最初こそ強がっていたが、すぐに泣き叫び始めた。せっぱ詰つまった、ごく普ふ通つうの子どもの声だった。

「やだ、怖い、助けて！　お母さん、怖いよ！」

　本来なら洗礼の儀ぎ式しきのように、額まで聖水に浸ひたしてすぐに引き上げるだけだったが、少女が怯えて暴れるので、辺り中に水が飛び散った。このまま沈めると、水を飲みかねない。

「ファーザー、怖がってますって！　一度落ち着かせてあげましょうよ！」

　見かねたコンスタンティンが止める間に、少女はユリエルの腕うでから逃のがれて、桶の縁へりにしがみついた。

「わた、私……怖い……いや……もういや……」

　泣きながら呟つぶやくさまは、いかにも憐あわれだった。

　ユリエルはコンスタンティンの制止を聞かず、少女の前に屈み込んだ。

「三さん位み一いつ体たいの御名において。あなたは何者ですか？」

「やだああっ、おうちに帰りたい！　噓うそなの！　ねえ、噓だよお！」

　少女は、ついにそう訴えた。

「ごめんなさい、全部噓なの！」

「こ、こら……何を」

　母親の方がうろたえた声を上げる。ユリエルは手を振ってそちらを黙だまらせ、少女から目を外さずに言った。

「噓というのは、なんのことですか？」

「私、違ちがうの……だ、騙だましてたの。みんなを……」

「噓をついて？　どんな噓ですか？」

「わ、私に悪あく魔まが取り憑ついたって……」

「それは三位一体の御名において真実なのですね？」

「誓ちかうよ、私は悪魔憑つきじゃない」

　コンスタンティンはほっと息を吐はいた。これでユリエルは彼女を解放してくれるだろう──

「わかりました」

　だが、それにしては、立ち上がったユリエルは表情をまったく変えていなかった。冷たく、落ち着いて、悪魔や【黒い羊ブラツクシープ】を前にしたときのように、揺ゆらがなかった。

　嫌いやな感じがして、コンスタンティンは彼にそっと呼びかける。

「ファーザー……？」

「奥様。あなたはこの子の母親ではありませんね？」

　ユリエルは、遠巻きに事態を見守っていた女にそう言った。女は上うわ擦ずった声を上げる。

「ち、違います、私はこの子の……」

「怯えずとも大だい丈じよう夫ぶです。あなたは母親ではない」

　なんだ？　ユリエルの言い方には確信めいたものがあった。コンスタンティンは事態を把は握あくできず、水の中で怯えて縮こまる少女と、ユリエルを見比べた。

　ユリエルは長椅子の上に置いていた包みに手を伸ばした。中からは聖せい剣けんが現れる。鞘さやから引き抜ぬいたそれを手に、彼は少女の方へ近づく。少女は桶の縁を跨またいだところで、聖剣が蠟ろう燭そくの光を照り返し、燃えるように輝かがやくのを見て、ぞっとした様子だった。

　いたたまれず、コンスタンティンは少女とユリエルの間に割って入った。

「ファーザー、怯えてますから、落ち着かせてあげましょうよ。っていうか、この子は悪魔憑きじゃないんですよね？　聖剣を使って確かめる必要があるんですか？」

「ええ、それは悪魔憑きではありません」

　それ、という言い方は、少女を物扱あつかいしているようで引っかかる。

　けれど、ユリエルはコンスタンティンを無視し、その肩かた越ごしに少女に言った。

「最後の質問です。あなたは何者ですか？　名前と目的を言いなさい」

　それは何度も、何度も、繰くり返されてきた質問だった。少女は同じ答えを返した。

「わ、私はラスティって呼ばれてる。目的ってよくわからないわ、私、ただ──」

「名前と、目的を、言いなさい」

　少女は言葉を失ったように、口を半ば開いたまま固まった。コンスタンティンが口を挟はさんだ。

「名乗ってるじゃありませんか、ファーザー」

「今のはただの『呼び名』です。真の名は別にあります……そうでしょう？　あなたの真の名は？　地上に現れた目的は？」

　少女は困こん惑わくした様子でふるふると首を振り、助けを求めるようにコンスタンティンを見た。

　放っておくわけには、いかない。

「ファーザー、らしくないですよ。もう少し、穏おん便びんにいきましょう。そういうの、得意じゃないですか」

「穏便なやり方などありません」

　ちらりとコンスタンティンを見やった目が、怖い。

　これは司祭としてのユリエルではなく、完全に悪あく魔ま祓ばらい師としてのユリエルだ。

「悪魔は人を騙し、人を罪に落とします。それが彼らの生業なりわいなのです。彼らは悪あしき存在です。いとけない少女の姿に騙されてはいけません。それは悪魔が関かん与よした歪ゆがんだ存在です」

　断罪する口調が心をちくりと刺さす。コンスタンティンは、気が付くと言い返していた。

「関係してたら何したっていいって言うんですか？　巻き込まれただけかもしれないじゃないですか。歪んでる？　今のファーザーの方がよほど……」

　歪んで見える。その言葉はさすがに飲み込んだ。

　互たがいに黙り込み、視線がぶつかり──ユリエルはコンスタンティンを押しのけた。手に聖剣があるのを見て、少女はいっそう怯おびえている。勿もち論ろん聖剣を使うのは単に確かく認にんのためで少女を切るためのものではないはずだが、少女にはそんなことはわからないのだ。

　一度ユリエルを落ち着かせようと、コンスタンティンは彼の剣を持つ腕を摑つかんだ。

「危険です、下がって──」

　ユリエルはそう言い、少しだけ乱暴にその手を振り払はらおうとした。

　腕を振り上げたせいで剣がコンスタンティンの目の前を過よぎる。驚いて刃やいばを避よけようとしたコンスタンティンは聖水を浸した桶の中に尻しり餅もちをついた。水しぶきが飛ぶ。ユリエルはコンスタンティンを傷つけないよう慌あわてて剣を引き──

「コンスタンティン助祭！」

　掠かすれた声で叫さけぶ。

　その声からは驚おどろきと心配がたっぷり伝わってきて、コンスタンティンは、どうして、と思う。

　これだけ優やさしいひとなのに、本気で他人を心配できるひとなのに、どうしてこんなことをできるのだろう。少女が悪魔と関かかわる者だから？　でも、それは間ま違ちがっている。少女は悪魔憑きのふりをするよう雇やとわれていただけだ。こんなの、彼らしくもない。今までユリエルは悪魔憑き騒そう動どうの中でも悪魔を見つけられなかった──だから、僅わずかな手がかりを摑んで、これだと思ってしまったのだろうか。失っていた自信を取り戻もどせそうだと思ってしまったのだろうか。

　歪んでいる、なんて。

　そんな断罪、聞きたくない。

　──そこに一いつ瞬しゆんの隙すきが生まれ、少女は桶から転がり出た。

　少女は裸足はだしで外へ向かって駆かけ出し、閉とざされていた扉とびらを押し開け、集まっていた群衆の足の間を搔かき分けるようにして消えた。

「待つんだ！」

　コンスタンティンは声を上げ、少女を追うために駆け出した。
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　教会の外には、内部からの悲鳴を耳にして、野次馬たちが集まっていた。

　コンスタンティンは少女を追って教会を飛び出したが、ユリエルは礼拝堂の中で足を止めた。すでに剣は鞘に入れ、群衆の目につかないよう布でくるんである。

　群衆は教会に入って来ようとはせず、教会の正面入口を取り巻くようにしているだけだ。少女とコンスタンティンが飛び出したことについて、彼らは囁ささやき交かわし、残ったユリエルをちらちらと見ている。

　その野次馬の中から、一人の人物が歩み出てきた。

　それは、にこにこと愛あい想その良い笑みを浮うかべた、小こ柄がらな中年の修道士だった。

　彼を見た瞬しゆん間かん、ユリエルの足は根でも生えたように固まって、動かなくなった。

　桶おけで揺れる聖水が、ちゃぷちゃぷと音を立て、ユリエルを過去に誘いざなう。

　記き憶おくの中で、水は膝ひざほどの高さまであった。潮の満ち引きで水が引き込まれるのだ。座ることなどできはしないが、立ち続けることもできず、膝を突ついていた。手首に食い込む縄なわの感かん触しよくも、ひどい臭においも、覚えている。痛みは全身にあった。心も体も傷つけられ──

　記憶の中で、彼はほとんど死んでいた。

　次の瞬間ユリエルは我に返った。ここは教会で、彼は司祭。大勢の信徒が、彼と現れた男をふしぎそうに見ている。

　だが、呼吸ができなかった。

　息をしようと努める。けれど考えてもわからない。息の仕方がわからない。

「……っ」

　かろうじて、頭とは切り離はなされた身体からだが勝手に空気を求めて息を吸ったから、彼は倒たおれずに済んだ。

　ユリエルは漆しつ黒こくの革かわ手て袋ぶくろに覆おおわれた手を胸の前でぎゅっと握にぎり、膝を突いた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております……サイラス院長」

　ユリエルの前で足を止めた男は、穏おだやかな声を彼にかけた。

「ええ。あなたが今も神の御み許もとにあることを嬉うれしく思いますよ、ユリエル」
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　コンスタンティンは少女を見失っていた。

　少女は思ったよりもずっと素す早ばやかったし、小さくて人ひと混ごみに容易たやすく紛まぎれてしまっていた。夕方だったから人の通りも多くて、少女の足音も判別できなかった。

　何より、コンスタンティンは、何故なぜかすぐに息が切れた。

（あれ？）

　今まで、こんなことはない。濡ぬれた僧そう衣いが足にからみつくせいかとも思ったが、どうもそうでなく、足が重い。悪魔と出会う以前の体力にも劣おとるようだ。

　幸い、途と中ちゆうで少女の母親を見つけた。どうやら教会の裏口から逃にげたらしく、怯えた様子で教会から離れようと路地を急いでいた。

「あの子、どこ行ったんだ！」

　コンスタンティンは女を捕つかまえるなり、そう尋たずねた。

「わ、わからない、私は……」

「母親だろ！　しっかりしろよ、どこに行ったか心当たりはないのか！」

「私はあの子の母親じゃない！」

　女は、悲鳴のような声でそう訴うつたえた。

「ただ頼たのまれただけよ、子どもを……連れて教会へ行けって。あの司祭様の言う通りよ……」

　何故、とコンスタンティンは思った。

　何故、ユリエルは彼らが本当は親子ではないと知っていたのか。

「わかった。とにかく、一いつ緒しよに捜さがして欲しい……」

　そのとき、コンスタンティンの耳が、少女の悲鳴を拾った。

　女を放り出し、声が聞こえてきた路地へ駆け出す。頭上に軒のき先さきが張り出した狭せまい路地を走るうち、少女の声は大きくなった。

「いや、やあ……」

　いったいこの短い時間で何度この子の悲鳴を聞いただろう。

　少女は、目から涙なみだをぼろぼろとこぼしながら、路地の突き当たりにへたり込んでいた。

　彼女の前には、一いつ匹ぴきの蛇へびがいた。青みがかった黒い[image: ]うろこが、ぬらりと輝かがやく。蛇の口からは、しゅうしゅうという音とともに、細い舌が出たり入ったりしている。蛇は子どもの手首ほどの太さがあり、長さも彼女の身長を遥かに超こえる。

　コンスタンティンは増強された視力と反射神経に頼たよって、蛇の頭を一瞬で捕とらえた。

　蛇はもがき、コンスタンティンの腕うでに尾おを絡からませてくる。少女は悲鳴を吞のみ込み、コンスタンティンが蛇にかまける間に、また横をすり抜ぬけて逃げ出した。

「あ！　ちょっと、待てよ──！」

「放せ。吾わが輩はいだ」

　手元から声が聞こえて、コンスタンティンは驚いて見下ろした。蛇が、苦しそうに身をよじりながら訴えた。

「吾輩だ、妻よ。その手を放すのだ」

　それは悪あく魔まの声だった。コンスタンティンが力を緩ゆるめると、悪魔は地面に下りて、ふるりと身を震ふるわせた。

　次の瞬間、蛇がいたはずの場所に黒くろ猫ねこが座っている。

「どうして、あの子の前にあんな恰かつ好こうで現れたんだ」

「話している暇ひまはない」

　猫ねこは四本の脚あしで音も立てずに駆け出した。コンスタンティンも、猫に先を譲ゆずらず少女の背中を追って走り出した。

　けれど、少女を追って角を曲がろうとしたとき、角の先から少女の鋭い悲鳴が響き渡った。

　コンスタンティンは、声がぶつりと途切れた直後、角を曲がって路地に飛び出した。

　そこは、狭い下り坂だった。見通しは良いし、脇わき道みちもしばらくないから人がいればすぐにわかる。それなのに、両りよう脇わきを民家が隙すき間まなく立ち並ぶだけのそこに、少女の姿は見えなかった。

　ただ、少女ではない人ひと影かげがあった。

　コンスタンティンから、十歩ほど先に、色いろ褪あせた闇やみのようなものが凝こごっていた。

　次の瞬間、その闇のようなものが翻ひるがえった。

　マントだった。

　それは、黒とも、灰色ともつかない色のマントを着た男だった。

　色しき彩さいがない、とコンスタンティンは思った。男の周りは、地面の色も、石の土台の色も、木の壁かべの色も、ぶら下がる看板のペンキの色すらも失われて、曖あい昧まいな白と黒の世界になっている。

　最初は日が陰かげったせいかと思ったが、違ちがう。

　太陽は、空に照っている。

　それなのに、男の周りでは、青空さえ褪あせて、ただの灰色に沈しずんで見えた。

「どういうことだ……」

　コンスタンティンの呟つぶやきが聞こえたように、男は首を傾かしげるような仕草をした。白く長い髪かみが、波打って肩かたにかかる。長い手足を動かして、彼はこちらを振ふり向く──

　だが、振り向いたかに見えた瞬間、強い風が吹ふいて、コンスタンティンは腕で目元を庇かばった。

　風が止やんだ時、男の姿は消えていた。

　姿が消えても、コンスタンティンの頭には男のマントが焼き付いていた。色褪せた……そう。あれが、『色褪せたマントの男』だ。証言者が他ほかの特とく徴ちようについてはっきりとは口にできなかった理由がわかった。

　他の一いつ切さいが印象に残らないからだ。

　彼の周囲は、白と黒の濃のう淡たんで作られていた。色は彼に近づくほど抜け落ち、彼の周囲には色のない空間ができていた。そうして、彼が消え去った今では、色が抜けるのと同じように、背が高いとか瘦やせているとか、そういった印象も薄うすくなり、マントだけが、意識に残る。

　コンスタンティンは、それまでグレイを『色褪せたマントの男』だと思っていたが、違う。今の男だ。今の、見知らぬ男が、『色褪せたマントの男』だ。悪あく魔ま憑つきたちが消えた時、近くで何度も目もく撃げきされていた男。

　人ではない。

　それだけは、直感的にわかった。

　気が付くと黒猫がコンスタンティンの足の間を抜けて、男が消えた地点へ駆かけ寄っていた。

「おい、今のは──」

　コンスタンティンは彼に問おうとした。

　だが、猫の姿をした悪魔は振り返りもせずに言った。

「案じるな。そなたの望みを邪じや魔まする者はすべて排はい除じよする」

「！　どういう意味だ！」

　コンスタンティンは駆け出したが、猫は彼女に捕まる前に、ひらりと身を翻して黒いツグミとなり、蒼そう空くうに飛び立っていった。




　教会に戻もどるのは嫌いやだった。

　少女──ラスティとか名乗ったか？　彼女は悲鳴を残して消えて、消えた直後、『色褪せたマントの男』が現れた。彼女もまた、パットや他の失しつ踪そう者たちと同じになってしまった。

　母親の方も見つからなかった。ついでにいうと黒猫も鳥になって消えたきりだ。

　何もかも見つからないまま、コンスタンティンは教会に戻りたくはなかった。

　だが、日も傾かたむいてきた。これ以上捜し回っても、ユリエルを心配させるだけだ。

（あの子が悪魔に攫さらわれたのは、僕のせいだ）

　教会に帰り着く頃ころには、野次馬たちは散っていた。

　いつになく重い気持ちで、扉とびらを開ける。ここまで憂ゆう鬱うつなのは、アンガスが待つ教会へ朝帰りをした時以来だ。

　ユリエルは主祭さい壇だんの前に立っていた。扉の音に気付いてか、こちらを振り向く。

　その表情は、厳しい。

　コンスタンティンは、少女と母親を見失ったことを報告した。少し迷ったが、マントの男を見かけたことも告げた。

「わかりました。あなたは着き替がえなさい。僧衣が濡れていますよ」

　ユリエルはそう言って、彼女に背を向け、裏手から礼拝堂を出ようとする。その背中に、コンスタンティンは呼びかけた。

「でも、ファーザー。あの子は……」

　抗あらがおうとする言葉を、ユリエルはへし折るように言った。

「悪魔の影えい響きようを強く受けた者か、そうでなければ悪魔そのものです」

　それは、あまりにも強い言葉で、コンスタンティンは動どう揺ようした。

「そんな！　あの子は、違います。悪魔憑きでも、ましてや悪魔でもありません。普ふ通つうの女の子です。そんなふうにおっしゃるなんて、何か、確証でもおありなんですか？」

「私の邪魔は二度としないでください」

　質問への答えはない。いや、彼がこれだけの確信を持っているのだから、何らかの証しよう拠こはあるのだろう……だが、それはたぶん、何かの誤解か、間ま違ちがいなのだ。

「それから、もう一つ──」

　ユリエルは、そこで彼女を振り返った。

　射抜く眼まな差ざしが、冷たく鋭するどい。

「何故なぜ、あなたはあれを人だと思うのですか？」

「え……」

　それは、あの子が金で雇やとわれていると知っているからだ。

　パットだって、あの子だって、金で雇われていた。そして『色褪せたマントの男』に攫われた。ユリエルが証明した通りパットが悪魔憑きではないのなら、ラスティと名乗ったあの少女だって人のはずだ。あの子はどんなに脅おどされても、聖水に浸つけられても、悪魔だとは言わなかった。悪魔の名前なんて口にしなかった。

　けれど正直に言うことはできない。『少女が金で雇われていた』という前提をどう説明したらいいのだ。夜遊びしていて、たまたま見た？　では、グレイのことは？　……ヒースに会ったことを、伝えるのか？

　以前ならともかく、ユリエルは一度はコンスタンティンを疑っている。

　コンスタンティンは疑いを恐おそれて慎しん重ちようになり、咄とつ嗟さに言葉が出てこなかった。

　ユリエルは悲しそうな顔をした。

　あからさまなものではなく、目の奥にちらりと翳かげりが見える程度だ。それでもコンスタンティンには伝わった。答えられないコンスタンティンを怪あやしんだのか、それとも言えないことがあるのかと悲しんだのか、どちらかはわからないが、コンスタンティンは彼を悲しませていた。

「ファーザーだって」

　わかっている。悪いのは自分だ。噓うそを吐ついて、彼を騙だましている。それすら、仕方がないと割り切ってきた。

　けれど、最近、彼を悲しませるのがひどく申し訳なくなる。

　その罪悪感から逃のがれるように、コンスタンティンは彼に感情の矛ほこ先さきを向けてしまった。

「ファーザーだって、僕におっしゃってないじゃないですか。どうして、前はあんなに不安そうだったんですか？　それなのに、どうして、今は自信をお持ちなんですか？」

「……私が、抱かかえているのは」

　ユリエルの顔が歪ゆがむ。視線を逸そらし、苦しげな表情で、彼は言った。

「あなたに見せられるものばかりではありません。前にもそう、言いました」

　人間ならそういうものだろうと思う。ましてやコンスタンティンとユリエルは他人だ。

　でも、秘密があるとわからない。彼がどうしてあの少女を疑うのか、わからない。事情も知らないまま、頭から信用する？　こっちには、あの少女が偽にせ物ものだという確証があるのに？

　自分はなんて傲ごう慢まんなんだろうとコンスタンティンは思った。

　自分の方は秘密を抱えたまま、ユリエルには秘密を告白しろなど。

　罪悪感は、結局余計深まっただけだった。

　ユリエルが、声を絞しぼり出すように言った。

「コンスタンティン助祭。あなたは、ずっと、私を支えてくれました。私がどんな罪の告白をしても。でも、このことを言えば、あなたは私に、今度こそ、本当に、幻げん滅めつするでしょう」

「そんなこと……」

「いえ、絶対です」

　ユリエルは目を逸らしたままだった。少し俯うつむき加か減げんのその顔が泣きそうに見える。

　ユリエルが何を言っても、きっと自分が彼を嫌きらうことはないだろうとコンスタンティンは思う。だって、自分の方が遥かに大きな隠かくし事をしている。自分は彼を騙し、裏切っている。

　コンスタンティンは、彼の方へ近づいた。どうも少し前から身体からだの調子がおかしく、足がうまく動かない。もつれそうになりながらも、よろよろと彼の前に立って、見上げた。

「さっきのは、すいません。余計な質問、すべきじゃなかったと思います。でも、ファーザーが何をしてらしても、そのために僕がファーザーを嫌うなんてことはありません。ファーザーは、ずっと、一いつ生しよう懸けん命めいやってらしたじゃないですか。ただ、僕は怖こわいんです。あの子は僕には本当に悪あく魔まと関かかわりのある者とは思えなくて……ファーザーだって間違われることがあるんじゃないかと思って」

「私は間違ってばかりです」

「じゃあ……」

「しかし、今回のことだけは、確かなのです」

　ユリエルは、そこで視線を戻した。コンスタンティンを近い距きよ離りから見下ろすその目が、苦く悩のうに揺ゆらいでいる。苦悩──そう、苦悩だろう。でも、とコンスタンティンは思った。苦悩だけじゃない？　目は潤うるんで、熱を帯びている？

　情熱、のような。

　不意にユリエルの手がコンスタンティンの頰ほおに置かれた。革かわ手て袋ぶくろの感かん触しよくが冷たくて、コンスタンティンは目を細める。

　不思議な感じがした。ユリエルは苦しんでいる、確かに。でも、それだけではない。頰に伝わる指の震ふるえはなんだろう。息する唇くちびるすら震えて見える。寒いのか？　怖いのか？　それとも、緊きん張ちようしてる？

「ファーザー？」

　コンスタンティンは彼に大だい丈じよう夫ぶだと伝えたくて、頰に置かれた手に手を重ねた。ユリエルは一いつ瞬しゆん目に見えて震えたけれど、唇を開き、語り出した。

「私が、不安になったのは、自分が汚けがれていると、そう、思ったから、です……」

「汚れてません」

「話は最後まで聞きなさい」

　自じ嘲ちよう気味の笑えみが、彼の綺き麗れいな口元に浮うかぶ。

「そうしなければ、後こう悔かいすることになりますよ」

　意味がわからなくて、コンスタンティンはぼんやりしていた。後悔なんて。彼を好ましく思っているというのは何度も伝えているのに。何を後悔するというのだろう。

「……もうお行きなさい」

　ユリエルは、結局何も語らずに、コンスタンティンから手を離はなした。

　その指先を見つめながら、コンスタンティンは、迷っていた。

　自分の正体を、【黒い羊ブラツクシープ】のことを告白するなんて、とてもできない。でも、どうせもうすぐばれるとしたら？　それなら、いっそ、話してしまった方がいいのか？

　いや。

　話しても、彼は苦しむだろう。コンスタンティンが何も言わずに去ればいい。そうすれば、自分を騙していたと、コンスタンティンを恨うらむことだってできるかもしれない。相談されて、悩なやむより、その方が、彼にとってはずっと楽だ。

　それに、できるなら、最後まで足あ搔がきたかった。グロリアからはまだ怪しまれ、ニコラスが戻もどれば正体はばれると決まっているけれど。解決策は……見つかっても、実行する気にはなれないけれど。

　それでも、今の時間を、こうして何気なく過ごす時間を、出来る限り引き延ばしたかった。

　こんなに、噓を重ねて、それでも少しでも幸せでいたいなんて。

（貪どん欲よくだな）

　胸の中でだけ呟つぶやくつもりだったのに、口は勝手に動いていた。

「ファーザーは、きっと、僕を許さないでしょう」

　あ、これって罪の告白に近いんじゃないかな、と思ったが、ここまで来たら一いつ緒しよだったから、最後まで口にした。

「それでいいと思います。だから、何かあっても、あんまりご自分を責めないでくださいね」

「？　あなたは何を……」

　コンスタンティンは、にっこりと笑顔を作り、

「ご飯にしましょうか」

　そう、元気よく言った。




　一緒に夕食の支し度たくをして、祈いのって、食べて、片づけて、また祈って、それぞれの部屋に引き取った。

　その一つ一つを、コンスタンティンはとても大事なものに思った。ユリエルは何か言いたげで、やりとりはどこかぎこちなく、到とう底てい普ふ段だん通りとはいかなかったけれど。

　コンスタンティンは、本当はそれまでは少しだけ迷っていた。

　何らかの手段でユリエルの危機を作れば、ニコラスは帰ってくる……やるなら、もう日数はない。今動かなければ、ニコラスはコンスタンティンの村に辿たどり着き、情報を得るだろう。

　ユリエルを陥おとしいれることはできないと思ったが、それでもその選せん択たく肢しを除外しきれていなかった。もしも、うまくできれば……彼をそこまで傷つけずに、ニコラスを呼び戻すことができれば……グロリアとの対立をうまく使って……

　でも、今日決めた。

　ユリエルの危機を招くことはしない。もし、ヒースが勝手にしようとしたら、全力で止める。

　そして、ニコラスが戻る前に、コンスタンティンは姿を消す。

　勿もち論ろん、去る前にしっかり【黒い羊ブラツクシープ】として活かつ躍やくしていく。みんなが覚えていられるように。

「百年経たっても名前が残るとか、結構誇ほこっていいことじゃないかな？」

　コンスタンティンは、部屋を抜ぬけ出して、教会の地下にいた。そこには歴代の司祭の墓がある──アンガスの墓も。持ってきた蠟ろう燭そくを壁かべの燭しよく台だいに置いて、墓前に、そっと跪ひざまずく。

「ねえ、ファーザー。いっぱいファーザーを困らせたけど、僕、頑がん張ばったんだ」

　ファーザーという呼びかけは同じでも、声の響ひびきは、ユリエルに対するものとはちょっと違ちがう。もう少し気楽で、もう少し悲しく。

　自分が女だとばれたとき、アンガスまで糾きゆう弾だんされることがないようにしないといけない。ただ、これはもう賭かけだが、ユリエルはそこまではしないのではないか……というふうにも思う。ユリエルは悪魔が関わらなければ優やさしい人だ。アンガスは確かにコンスタンティンを男として育てたけれど、それは勿論コンスタンティン自身のためだった。

「悪魔が来ても抵てい抗こうしたし。それに、指輪を壊こわすために、善行だって積んだんだ。まだ、指輪は壊れないけど……でも、諦あきらめたわけじゃない。よそでも頑張るさ」

　そう言ったが、望みが薄うすいのはわかっていて、噓うそをついた気がして口を噤つぐんだ。

　深呼吸をして、本当のことを言う。

「……ごめん、やっぱり無理かも。離れても、頑張るけど……どれくらい時間があるのかわからないし。っていうか、そもそも生きてくだけでも大変、ってことになるかもしれないし」

　アンガスが、戒かい律りつを破って、男として育て、守ろうとしてくれた命だ。大事にしたいが、どうにもならないかもしれない、という気もしていた。

「でも、まあ、その……」

　何を言ったらいいのかわからなくて、言葉を探す。

　かつては反発し、アンガスに八つ当たりしたこともあった。

　でも、自分を守り、愛してくれた彼を、コンスタンティンだって愛していた。表に出したことは多くなかったかもしれないが、アンガスならきっと受け止めてくれている。

　コンスタンティンもやれることはやっている。失敗したことも幾いくつもあったけれど、もう少しうまく立ち回れたかもしれないけれど、全力は尽つくした。

　だから。

「褒ほめて……くれるかなあ」

　コンスタンティンは俯うつむいて呟いた。アンガスの手が頭を撫なでる感触を思い出しながら、目を閉じる。記き憶おくの中には、確かにその感触、彼女を抱だき寄せ、頭を撫でてくれる手の感触があった。それでも。

　それでも、もう二度と、彼が彼女を励はげますことはない。

　一人は、辛つらかった。

　自分一人ではもう手だてがない。

　地じ獄ごく行きが怖いのは勿論、それ以上に、悔くやしい。

　アンガスがせっかく大事にしてくれたのに、結局、自分一人守りきれない。

「ファーザー」

　顔を上げた拍ひよう子しに、堪こらえていた涙なみだが頰を滑すべり落ちる。

「あなたに生きてて欲しかった」

　でも、実際にはそんなことはもう無理だから、コンスタンティンは涙を拭ぬぐって、彼のためにできるだけ丁てい寧ねいに祈りを捧ささげた。




　その夜も、ユリエルが悪あく魔まを探すため司祭館を出るのを待って、コンスタンティンは【黒い羊ブラツクシープ】として街に出た。

『色いろ褪あせたマントの男』と、グレイは別人だった──では、攫さらわれた者たちはどこへ行くのか？

（グレイをとっつかまえよう）

　とりあえず、コンスタンティンはそう結論していた。

（グレイの主人がやらせてたのかな。あれ、名前なんだっけ。高位聖職者だよな……）

　グレイは城に逗とう留りゆうしている高位聖職者の従者という話だ。その聖職者は以前コンスタンティンが招かれた食事にはいなかったが、あの時すでに城にいたらしい。

（ええと、名前……サ、）

　そうだ。屋根を蹴けって通りを飛び越こえたとき、コンスタンティンは思い出した。

（サイラスだ）
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　修道会で過ごしたどんな思い出も、最後には拷ごう問もんを受けた水みず牢ろうや、呻うめきや、傷に結びつく。

　そのたびに、ユリエルは残された自分が皆みなの無念を晴らし、無実を証明し続けなければならないのだと自分自身に言い聞かせてきた。

　もう、何年も。

　その夜も、彼はそういった思い出の一つ一つを思い出していた。訓練で初めて先せん輩ぱいから一本取った時のこと、友人と遊んでいて勤めをほったらかしてしまったこと、騎き士しとして叙じよ勲くんされた時のこと──懐なつかしみながらも、悲しみと怒いかりで、胸を焦こがした。

　そして彼は、昼間、教会を訪おとずれた男の顔を思い出す。

　平へい凡ぼんな顔立ちだったが、穏おだやかな笑えみが、いつも人の警けい戒かい心しんを解く。小こ柄がらで、いかにも無害そうに見えて、誰だれからも信しん頼らいされる人物だ。

　会ったのは四年前が最後だったが、その頃ころから、外見はあまり変わっていない。

　けれど、そう、あの頃は小さな修道院の副院長だったはずだが、今は歴史ある大修道院の院長に収まっているのだから、社会的な地位は随ずい分ぶん急激に上じよう昇しようしたようだ。勿論、彼の修道院は、ユリエルがいた騎士修道会とは別の修道会に属している。

　皮肉を込めてユリエルは口元だけで笑う。

　その夜彼がいたのは、古びた教会だった。

　ここには以前、【黒い羊ブラツクシープ】を追って入り込んだことがある。あれから数ヶ月が経過していたが、何年も前に司祭がいなくなってしまった教会は今も後任の者がなく、ゆっくりと朽くちている。

　蜘蛛くもの巣すが張り、床ゆかはあちこち破れ、屋根も大きな穴が空き、顧かえりみられることのない十じゆう字じ架かがぽつんと放置されている。

　その主祭さい壇だんの前に立ち、ロザリオを手にしつつも、彼は祈いのりを捧げてはいなかった。

　俯き、目を閉じ、思いを巡めぐらす。

　あの院長──サイラスとユリエルとの間には、浅からぬ因いん縁ねんがある。向こうもユリエルを覚えていた。今度こそ、サイラスはユリエルを仕留めようとしているのかもしれない。

　サイラスの恐おそろしさは、ユリエルが一番よく知っている。

　彼が何か意図を持っているのなら、きっと、確実にユリエルを仕留める。

　ユリエルが自由に動けるのは今だけだろう。

　ならば一刻も早く悪魔を滅ほろぼし【黒い羊ブラツクシープ】を捕とらえねばならない。

　一時期夢見ていた、悪魔を退けたあとも教会に残り、教区の人々の中で生きるという未来は来そうにないが、コンスタンティンがいるのだから、きっと、教区は大だい丈じよう夫ぶだ。

　……だが。




『ファーザーは、きっと、僕を許さないでしょう』




　脳のう裏りに、その言葉が蘇よみがえる。

　あれはどういう意味だ？　コンスタンティンが何か秘密を持っているとして──それを知ったユリエルが、許さないほどの秘密？

　すぐに頭あたまに浮うかんだのは、【黒い羊ブラツクシープ】のことだ。

　グロリアは今もコンスタンティンを疑っているし、ユリエル自身、コンスタンティンを【黒い羊ブラツクシープ】と疑ったのは、そう遠い昔のことではない。

　……まさか、本当に？

　いや、違う、とユリエルは自分に言い聞かせる。たとえ善行に見えても、【黒い羊ブラツクシープ】は悪魔の力の影えい響きよう下にある。それはあの人間離ばなれした膂りよ力りよくや体力からも明らかだ。悪魔の助力を得ている以上、彼女は悪あしき存在だ。

　その、はずだ。

　悪しき──

　──だが。

　彼女には、助けられていた。

　[image: ]おぼれかけていた彼を引き上げてくれたのは彼女だ。そのあとも。

　幾つかの事件を経へて、彼には【黒い羊ブラツクシープ】が純じゆん粋すいな気持ちから、人助けをしようとしているだけのように思えてきたところだった。ただ、悪魔に頼たよるという道を誤っただけの……

　強がって、でも本当は優やさしいコンスタンティンならば、言動から考えてもしっくり来るのでは？　裸はだかを見たといっても、悪魔のまやかしという可能性は……否定しきれない。

　幾つもの言い訳と、否定を繰くり返し、彼は最後に、前回と同じ結論に頼った。

（悪魔に関かかわった者の心は、もっと歪ゆがむはずだ）

　悪魔のやり口は残ざん忍にんだ。

　たとえ最初は善意のための力を得たつもりでも、いつの間にかその力に振ふり回されるようになる。悪魔は、力を分け与あたえた人間などがいたら、その人間をいかにして堕だ落らくさせるか、いかにして、取り返しの付かない悪に染まらせるか、そればかりを考える。決してコンスタンティンのような、人のために働くことができる人間ではいられない。

【黒い羊ブラツクシープ】もまた、悪に染まりつつあるはずだ。

　コンスタンティンは違ちがう。

　……違っていて、欲しい。

（私はコンスタンティン助祭に悪魔に関わっていてほしくない。そんなものに関わるのは私だけで十分だ。私が悪魔と【黒い羊ブラツクシープ】を捕らえたあと、サイラスによってサクスから去ることになっても、彼がいれば教会は大丈夫。彼が幸せにここで過ごすことができれば……）

　胸に手を当て、ユリエルは自分の心を理解した。

（私は、それで十分、嬉うれしい）

　彼は思考を頭から追い出した。跪ひざまずき、祈りを一つ捧げるごとに、ロザリオの珠たまを一つ繰り出す。定められた回数を終える頃には、乱れた心は幾らか落ち着きを取り戻もどしていた。

　ロザリオをしまう。

　自分の願望は、もうわかった。今の自分には冷静な判断は下せそうにないのも。

　真実を知りたいのなら、方法は、一つだけ。

　だから、深呼吸をして立ち上がり、抜ぬき身の聖せい剣けんを手に取った。

　床に置かれたカンテラだけが朽ちゆく礼拝堂を照らす中、彼は扉とびらを振り向いた。

　扉を開けて、見知らぬ男が入ってきた。




　扉を開けた【黒い羊ブラツクシープ】は、礼拝堂に踏ふみ込む手前で立ち止まった。

　紗しやの下で彼女がどんな顔をしているかはわからないが、出てきた声は楽しげだった。

「あら、どこにいるの？」

　彼女はここにグレイ、鼠ねずみ色いろのマントの男を追ってきた。

　ところが、グレイが入ったはずのこの礼拝堂の中に、彼はいないのだ。

　床には、カンテラが置きっぱなしになっている。グレイのものではない。

　つまり、少なくとも、グレイと待ち合わせていた誰かはいたということだ。

「出てらっしゃい？　怖こわくなんかないわよ」

　明るく言って、礼拝堂の、きしむ床に一歩足を踏み出す。

　その瞬しゆん間かん──

　彼女は、右手に方向転てん換かんした。左足で踏み込み、腰こしを捻ひねって後方から右足を繰り出す。鉄のように強化された足による回し蹴りが、壁かべ沿いに潜ひそんでいた相手の側頭部に決まる──はずだった。

　けれど、その凶きよう悪あくな一いち撃げきは空から振ぶりし、逆に隙すきだらけの軸じく足あしを足で引っかけられた。

「っ、」

　姿勢を崩くずし、後方へ転がりながら一いつ旦たん離はなれる。鋭するどい刃やいばが彼女を追うように二度振るわれたが、かろうじて回かい避ひした。

　グレイではない、と彼女も気付いた。

　体勢を立て直し、立ち上がった彼女の視線の先では、ユリエルが、抜き身の聖剣を手に立っていた。彼は追つい撃げきのために距きよ離りを詰つめ、今はちょうど扉の前にいる。

「あなたなの……」

　退路を塞ふさがれ、【黒い羊ブラツクシープ】が不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやく。

「言っておくけど、あの誘さそいならもう断ったわよ」

「あの？」

「結けつ婚こんよ！」

　ユリエルは鼻白み、一いつ瞬しゆん言葉を失うが、すぐに我に返り、首を振った。

「あなたに無む理り強じいする気はありません。ただ、儀ぎ式しき的には確かに契ちぎりを交かわしたことになるかと思ったのです」

「だからって動どう揺ようしすぎよ、司祭様」

　そう言いながらも、【黒い羊ブラツクシープ】はひとまずそれで納なつ得とくしたようだった。空っぽの礼拝堂を腕うでで示して、彼に尋たずねる。

「それで、あの男はどこへやったの」

「さあ、どこでしょう」

　ユリエルははぐらかすように言った。

「司祭様がグレイとつるんでた……ってわけじゃないわよね？　どうして司祭様がここにいらっしゃるのかしら？」

「祈っていただけです」

「祈り？」

「霊的な繫つながりがあるのなら、あなたのために祈れば応こたえてくれるものもあるかと思いました」

「じゃあ、あたしはあなたの祈りに応えて現れたってわけ？」

【黒い羊ブラツクシープ】は身構えていた。隙を衝ついて彼の横をすり抜けるか、さもなければ一発蹴けりでも食くらわせてから逃にげる気だろう。

　だから、ユリエルから踏み込んだ。鋭く、決して意図を悟らせないように深く。

　剣を避さけ、彼女がさっと後方へ身をかわす。

　ユリエルを見ていた【黒い羊ブラツクシープ】の足が、罠を踏んだ。

「！」

　途と端たん、【黒い羊ブラツクシープ】がその場に膝ひざを突つく。かくんと、力が急に抜けたかのように。

「な、何……!?」

「あなたが私の前に現れたのは、私が代官に協力を依い頼らいしたからです」

　手を突き、【黒い羊ブラツクシープ】は自分の体重を支えることすら辛つらそうだ。ユリエルは彼女に近づいて、その足あし下もとに散らばる灰に触ふれて言った。

「私が取引したのはグレイではなくサー・レオンです。彼も私同様、早急に【黒い羊ブラツクシープ】を捕つかまえたかったのです。彼が可愛かわいがっている助祭の少年にあらぬ嫌けん疑ぎがかかっているとかで。ですから、私は領主には内密で、彼に一つ情報を差し上げたのです。悪あく魔ま憑つき事件に【黒い羊ブラツクシープ】が絡からんでいるか、そうでなければ悪魔憑き事件を追っているかもしれないと」

　本当は、【黒い羊ブラツクシープ】が関わっていなければいいとユリエルは思っていた。悪魔憑きなんか放って、もっと世せ俗ぞく的な事件を追っていればいいと。

　ユリエルは、悪魔憑きだとして連れてこられた少女について、コンスタンティンが悪あく魔まの関かん与よを強く否定していたのが引っかかっていた。コンスタンティンが何か知っているのではないか、ひょっとすると、コンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】であった場合、この悪魔憑き事件について調べているのではないかと考えた。

　……そして、【黒い羊ブラツクシープ】は悪魔憑き事件を追っていた。

【黒い羊ブラツクシープ】は必死に立ち上がろうとしている。身体からだを起こし、四つんばいから片かた膝ひざを突いた姿勢にもっていく。それだけでも、滴したたった汗あせが地面に落ちた。

「そうすると、サー・レオンも悪魔憑き事件について調べていらっしゃいました……当然でしょうね。治安に関わることでもあります。彼はある人物が関わっているのではないかと見ており、その人物というのが、グレイという名前の男です。つまり、サー・レオンはグレイがある男とここで落ち合う約束をしたことを摑つかんでおり、私にこの場所を教えてくれたのです。待ち合わせの男もグレイももう教会の外に出しました。彼らには代官が話を聞くでしょう」

「は……っ」

【黒い羊ブラツクシープ】は強がるように笑った。

「じゃあ、これはなんだっての。力が……抜けるのは」

「鞘さやを灰にして撒まきました」

「はあ……!?」

　ユリエルは黒い革かわ手て袋ぶくろに包まれた指先を白く汚よごす灰を見つめて、淡たん々たんと語った。

「聖剣の鞘です。聖剣とは違い人の手になるものですが、退たい魔まの力がある聖剣が長年収められてきたもので、多少の力を受け継ついでいます。灰となっても奇き跡せきを示すこともあるでしょう」

【黒い羊ブラツクシープ】はわなわなと震ふるえながら、叫さけぶように言った。

「だからってそれを燃やしたの!?」

　ユリエルにとって、聖剣は仲間との繫がりそのものだ。修道会の生き残りとして、彼には聖剣を守り、次代へと受け継いでいく責務があった。

　たとえ鞘と雖いえども、それを、放ほう棄きしたのだ。

　とんでもない冒ぼう瀆とくである。

　同じく冒瀆者であるはずの【黒い羊ブラツクシープ】ですら、驚おどろき、狼ろう狽ばいしていた。

「バカ……！」

　ユリエルはその罵ば声せいを、眉まゆ一つ動かさずに聞いていた。冒瀆であろうと、死んだ仲間から呪じゆ詛そを受けるはめになろうとも、彼女との決着をつけねばならないと考えたのだ。

　その判断が間違っていたのなら、自分は、ふさわしい持ち手ではなかったということだ。

「しかし、正直あなたが引っかかるとは思っていませんでした。この罠は、悪魔用のものです。私はあなたではなく、同行している悪魔だけでも捕とらえられればと思ったのですが。これにかかるということは──」

　見上げてくる【黒い羊ブラツクシープ】に、ユリエルは言った。

「悪魔の力に、侵しん食しよくされているのでは？」

「……侵食？」

「思い当たることはありませんか？　力が以前より遥かに増ぞう幅ふくしているようなことは？　感情が乱れやすくなってはいませんか？　怒いかりや憎ぞう悪おを強く抱いだくことは？」

　表情を隠かくす紗しやが、彼女の動揺を示すように揺ゆれた。

　その中身が、ごく普ふ通つうの女性のものだと、彼は知っていた。憐あわれみを抱きつつも、幾いくらかは焦あせり、その前に膝を突く。聖なる力によって動きを封ふうじられるということは彼女が人ではないものに近づきつつある証あかしだ。この状態の【黒い羊ブラツクシープ】なら、聖剣だって反応するだろう。

　だが、今なら、まだ間に合うかもしれない。

「あなたは私が知る限りですでに何週もの間あの悪魔の力を受けてきました。それで、どうしていつまでも人でいられると思ったのですか」

「…………」

　訴うつたえかけるが、【黒い羊ブラツクシープ】の反応は薄うすい。戸と惑まどっているのか、信じていないのか、それとも神聖な力で頭が回らないのか。

「う、」

　彼女は唇くちびるを開いた。ユリエルは聖なる力が彼女を縛いましめているうちにと、その紗に左手を伸のばした。カンテラの光に淡あわく照らされる口元は美しく、けれど震えていた。

「噓うそよ」

【黒い羊ブラツクシープ】の腕がふっと振ふり上げられた。

　その手には地面にまかれていた灰が握にぎられていた。

　目元に灰をぶちまけられ、ユリエルは伸ばした手を引き、咄とつ嗟さに右手の剣けんを振るった。切っ先はまだ起き上がれずにいた【黒い羊ブラツクシープ】の修道服の喉のど元もとを僅わずかに裂さいたが、彼女は構わず立ち上がって逃げ出した。よろめきながら、教会の奥へ向かう。

　ユリエルは目を拭ぬぐい、灰を涙なみだで流しながら立ち上がった。

「無む駄だです。今夜は逃がしません」

「噓だもの……！　あたしは……っ」

　もつれる足を必死に引きずるようにして、【黒い羊ブラツクシープ】は壁かべに沿って駆かけ、奥の扉とびらにしがみついた。扉に半ばもたれるようにしながら、なんとか開けて、まろび出る。

　夜の空気は冷たく、湿しめって、戸口から礼拝堂の中にさっと吹ふき抜ぬけた。

　ユリエルも続けて外に出た。

　遠くで雷かみなりが聞こえる。

　教会の裏手は墓地になっていた。柵さくで囲まれた墓地の中は礼拝堂同様聖域だが、死者が眠ねむるそこもまた荒あれて、草だらけだ。布を丸めたボールが転がっていることからすると、子どもの遊び場と化しているらしい。墓守はいるはずだが、あまり真ま面じ目めではないようだ。

　空には星も月もなかったが、一いつ瞬しゆん稲いな光びかりが光って、草の間に隠れたおはじきを照らした。

　まだ、雨は降っていない。

　しかし、雨の匂においがする。いずれ降るだろう。

「あっ、はあっ、はあ！」

【黒い羊ブラツクシープ】は僅かな動きで息を切らし、墓石の一つに寄りかかるようにしていた。近づく彼を振り向き、伸びてくる腕うでを振り払はらう。

「あたしは……っ！」

「お願いです。今なら、まだ」

　もがく【黒い羊ブラツクシープ】の腕を彼は摑んだ。手首は思っていたよりもずっとか細く、不安になるほどで、彼は悲しみすら覚える。

「あなたを救いたいのです」

　びく、と【黒い羊ブラツクシープ】の肩かたが震える。怯おびえたように。

「そして、私も本当のあなたを知りたいのです」

　彼女は震えながら首を振る。ユリエルの手を振り払おうとするが、力が出ないようだ。

　ユリエルはせっぱ詰つまった声で言った。

「私は不安なのです。あなたがあの人に似ている気がして。あの人があなたのように思えて。違ちがうと証明させてください。あなたとあの人は関係ないのだと。あの人は真実、ただの善良な……少年なのだと。私が、」

　ユリエルの声まで震えていた。【黒い羊ブラツクシープ】の手首を摑む手も、紗に触れる指も、みっともないくらいに震えていた。怖こわかった。

「疑ってしまうのは、私が、歪ゆがんでいるだけなのだと」

「い、」

　いや、と彼女は言おうとしたのだろう。けれど拒きよ絶ぜつの言葉が唇から零こぼれ出る前に、彼は彼女の顔を隠す紗をベールごと剝はいだ。

　カッ、と稲いな光びかりがその顔を照らし出した。

　血の気が引いた白い肌はだ、柔やわらかな輪りん郭かくを描えがく頰ほお、見開かれた目。緑の虹こう彩さいが濡ぬれた葉のようだ。少年にしては長すぎる睫まつげ。可か憐れんな唇。

　血のように赤い髪かみ。

　それらが照らし出されたのは一いつ瞬しゆんだったが、知り合いの顔を確かく認にんするのには十分だった。

　ごろごろ、という雷らい鳴めいが遅おくれて響ひびく。

　雨の最初の一ひと滴しずくを頰に受けたコンスタンティンは、墓石とユリエルに挟はさまれて、泣きそうな顔をしていた。

　ユリエルは、その顔を呆ぼう然ぜんと見ていた。頭のどこかでその可能性を考え続けていた。そのたびに否定していた。好意と疑いを同時に抱く自分の歪みを責め、コンスタンティンを信じた。

　彼には、降り始めた雨に濡れる赤毛の少年──いや、少女を見ても、まだ事態を把は握あくできず、信じられもしなかった。到とう底てい信じられなかった。心が現実を否定していた。

　ベールを落とした。

　墓石にもたれ、彼から少しでも逃のがれようと身を反らす彼女に空いた手を伸ばす。顔に触ふれる。確かにそれはコンスタンティンの顔だ。

　だが、コンスタンティンは男性のはずだ。

　ユリエルは自分が何をしているのか理解しないまま、彼女の修道服の喉元に手をかけた。ちょうど先さき程ほど切きり裂いた箇か所しよに指がかかる。

「っ！　待っ」

　悲鳴を聞かずに、切れ目から一気に引き裂く。

　そう広い範はん囲いが破れたわけではなかったし、すぐにコンスタンティンは胸を腕で庇かばったが、それでも膨ふくらみを確認する程度はできた。

「女性……」

　ユリエルはぽつりと漏もらす。

　コンスタンティンの目に怯えの色が浮うかぶ。

　だが、彼は彼女を引き寄せる。強く腕を引かれて、彼女は膝ひざを突ついた。すでに本降りになっていた雨が全身を打ち、修道服も、目も、頰も、髪も濡れて雫しずくが滴したたっていた。地面は雨を吸って、柔らかい。

　胸を片かた腕うでで庇い、片腕を彼に捕らえられ、もはや逃れることもできない彼女に手を伸ばす。

　手て袋ぶくろをしたままの指先で唇に触れる。

　確かにこれはコンスタンティンの顔で、コンスタンティンの唇だ。

　だが、本当に【黒い羊ブラツクシープ】の唇だったか？　コンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】の恰かつ好こうをしているだけではなくて？　自分が追っている【黒い羊ブラツクシープ】本人か？

　コンスタンティンと【黒い羊ブラツクシープ】の口元が似ている、というのは以前から思っていた。【黒い羊ブラツクシープ】に口づけたあの時から。

　コンスタンティンが泣き顔で彼を見上げる。
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「ファーザー、僕は、」

　だから彼は、

（確かめなくては）

　コンスタンティンの唇を奪うばった。

「！　ふぁ、」

　ファーザー、と彼を呼ぶ声は重ね合わせた口と口の間で潰つぶれて消えた。逃れようと必死に身をよじる彼女の動きを両手で封ふうじ込め、彼はただ唇を重ねた。離はなれても繰くり返し。嚙かみつくように。

「やめっ、ふぁあ、」

　コンスタンティンは彼を押しのけ、時に自由になった唇でとぎれとぎれにそう叫さけんだ。彼は聞いていなかった。雨が降って冷たく、夏なのに身体からだは冷え切って、ただ互たがいの口の中だけが熱かった。

「ひ、んぅう、」

　助けを求める声、拒絶する声に泣き声が混じり、やがて彼女は泣きだした。顔を歪めて涙を雨と一いつ緒しよに流し、絶望して震ふるえていた。そういうコンスタンティンを見て、彼は今まで自分がどうしてこの少女を男だと思っていられたのかわからなくなった。こんなに細くて、こんなに柔らかいのに。歪んだ顔すらこんなに美しいのに。

　口づけを繰り返してもよくわからない。同じだったか。同じ気がする。わからない。

「同じ……？」

　それでも最後には彼は彼女の唇を解放し、ぽつりと呟つぶやいた。

　コンスタンティンはもう口づけを絶対に許すまいというように彼と自分の間に腕を入れてぎゅうぎゅうと彼を押しのけている。

「同じ、なん、ですね」

　ユリエルはコンスタンティンから手を離した。

　コンスタンティンはようやく自由を得て逃にげ出し、泥どろに塗まみれながら彼から離れ、振ふり返った。雨と泥と涙なみだで汚よごれた顔に、彼が一度も見たことがないような、絶望に染まった表情を浮かべていた。

　歪んでいたのは、彼ではなかった。

　彼女だった。

　いや、二人ともに歪んでいたのか？

　ユリエルは雨に打たれながら呟いた。

「あなたは、私を、騙だましていた……」

　二人とも打ち付ける雨の中で見つめ合い、互いに言葉を失っていた。

　足音が聞こえてきたのは、その時だった。

　礼拝堂に誰だれかが入ったのだ。ユリエルはハッとして立ち上がる。

「ファーザー・ユリエル？」

　礼拝堂から聞こえる声はレオンのものだ。ユリエルは咄とつ嗟さに彼に応こたえられなかった。まだ震えて蹲うずくまる【黒い羊ブラツクシープ】姿のコンスタンティンを振り返る。

　レオンが見れば、すぐに状じよう況きようがわかるだろう。

　ユリエルは礼拝堂に駆け込んだ。後ろ手で扉を閉める。

「ファーザー・ユリエル。どうなりましたか。【黒い羊ブラツクシープ】は──」

　レオンは雨あま避よけのマントを着て、フードを被かぶっていた。ユリエルは呆然と彼を見ていた。言葉が出てこない。コンスタンティンだったと言うのか？　それとも、墓地の光景を見せるのか？　どちらもできないまま、ユリエルは扉とびらの前に立ちつくしていた。

　不ふ審しんに思ったのだろう、レオンは近づいてきて、彼の肩に手を置いた。

「どうされましたか。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「これは、」

　言葉が出てこない。レオンは眉まゆを顰ひそめる。

　何かを察したのか、強ごう引いんにユリエルを押しのけて扉を開ける。

「サー・レオン！」

　ユリエルは悲鳴のような声を上げていた。

　レオンは雨に濡れる墓地をカンテラで照らし出した。

　けれど、誰もいなかった。

　ユリエルが剝ぎ取ったベールすら、消えていた。







[image: ]




　雨が冷たい。

　コンスタンティン自身の体もすっかり冷え切っていた。

　手には、破れたベールと紗しやを持って、すっぽりと外がい套とうにくるまって、ふらつく足で歩いていた。外套はユリエルのものだ。コンスタンティンがもがくうち、留め具が外れて彼の肩かたから滑すべり落ちたものを、勝手に持ち去っていた。

　この、身体に力が入らない感覚は、前にも覚えがあった。

　少女をユリエルの剣けんから庇い、聖水に浸つかったときだ。

　あの直後も、コンスタンティンはしばらく体力も瞬しゆん発ぱつ力りよくも失って、やけにふらつくようになっていた。

　つまりは、あれも、コンスタンティンが人ならぬものに近づいていた証あかしだったのだろう。

「そっか」

　どこへ行くあてもなく、サクスの裏通りをふらつきながら、彼女は呟いた。

「なんか……おかしかったもんなあ」

　グロリアに矢傷を受けた時もそうだった。妙みように治りが早くなったと思ったのだ。

　力だって、最近はどんどん強くなっていた。

　それは、喜ばしいことだと思っていた。力があれば捕つかまらない。たくさんの悪党をやっつけられる。善行を積める。

　きっと、使い方に慣れて、力を引き出しやすくなったんだろうなんて、思っていた。

　でも、そうじゃなかった。

　コンスタンティンは、悪あく魔まの側に近づいていた。

「……寒い、なあ」

　行き場所がないなあなんて考えながら、ただとぼとぼと俯うつむいて歩き続ける。

　悪魔もいなかったし、ユリエルにも会えない。

　ユリエルにばれたんだからサクスを出ないといけないのだが、そんなふうにする気にもなれなかった。色々なことが衝しよう撃げき的すぎて、頭がぼんやりしていた。

　唇くちびるに、指で触ふれてみる。

　散々、口づけされてしまった。前のとは違ちがった。前のはひどく事務的で、本当に儀ぎ式しきを解除したいだけだったのだとわかった。ひどいと思ったけれど、許そうという気にもなれた。

　これは違う。

　最前の仕打ちを思い出すと、勝手に目の前が歪ゆがんだ。泣くなんて女め々めしくて、ことさら男っぽく振る舞まわないといけないコンスタンティンにはそう簡単にできないことだ。それなのに、女だとばれてしまったせいか、それとも純じゆん粋すいに堪こらえきれなかったからか、涙はぽろぽろと零こぼれて頰ほおを伝った。

　キスのあと、彼は呟いていた。「同じ」だと。

　彼はもしかしたら、コンスタンティンに口づけることで、【黒い羊ブラツクシープ】に口づけた時のことと比べたかったのかもしれない。そんなことしたからってわかるものなのかと思うが、彼はそうしないといけないと思ったのだろう。

　でも、確かめるためだけの行こう為いには思えなかった。

　ユリエルは繰り返し唇を奪うばった。確かめるように。熱に浮うかされたように。それと、もしかしたら罰ばつするように。




『後こう悔かいすることになりますよ』




　不意にユリエルの言葉が脳のう裏りを過よぎる。彼は自分を汚けがれていると表現した。それを否定するコンスタンティンに、言ったのだ。最後まで話を聞かないと、後悔すると。

　事実、コンスタンティンの認にん識しきは間ま違ちがっていた。

　ユリエルは、こんなことをしない人だと思っていた。

　コンスタンティンは彼を騙していた。それが悪いことなのは当たり前だ。許されないことなのもわかる。どんなふうに怒いかりをぶつけられても、憎にくまれても、仕方ないと思っていた。

　でも、こんなことを、されるなんて。

　こんな乱暴に、女として、扱あつかわれるなんて。

「……っ、ふ」

　嗚お咽えつがこみ上げる。涙はいくら拭ぬぐっても雨と一緒に流れ続け、顔は汚よごれたままだった。

　ついにコンスタンティンはその場にしゃがみ込んだ。

「う」

　両りよう腕うでで膝ひざを抱かかえ、その中に顔を埋うずめる。

　雨足は強くなるばかりで、今は痛いくらいだった。

　外套の裾すそが、ぬかるんだ地面で汚れるけれど、気にしていられなかった。

　どれくらい、そうしていたものか。

　そう長い時間ではなかったはずだ。

　急にコンスタンティンは人の気配を感じて、のろのろと顔を上げた。

　黒い外套を着た男が見える。彼は雨に濡ぬれながら、彼女を見下ろして、驚おどろいた顔をしていた。

　ヒースだ。

「何してんだ、おま……」

　彼女のぼんやりした目を見て何かを悟さとったのか、ヒースは言葉を切った。自分の着ていた外套を脱ぬいで、彼女の肩にかける。

「あ、」

　半ば無む理り矢や理り身体からだを起こされ、肩を貸された。

「中入るぞ」

　ヒースが耳元でそう言う。

　コンスタンティンは頷うなずきもしなかったが、拒きよ絶ぜつもせず、ヒースに肩を貸されて、近くの建物に連れ込まれた。




　コンスタンティンが蹲うずくまっていたのは、ヒースの店──彼が裏で経営に関かかわる娼しよう館かんのすぐ近くだった。

　いつの間にか、コンスタンティンは彼のごく近くまで逃にげていたのだ。

（この辺の道が複雑で、わかりにくいから？　ファーザーやレオンを撒まけると思った？）

　コンスタンティンは濡れた服を脱いで、素す肌はだのまま毛布にくるまって、床ゆかに座り込んでいた。

（それとも、）

　ぼんやりと、雨音に耳を立てる。

（ヒースがいるって思ったから？　彼を頼たよろうと？）

　バカじゃないのかな、とコンスタンティンは自分に呟つぶやく。頼ろうとしたと言っても、ヒースは自分の店にいつもいるわけじゃない。娼館に顔を出したと思ったら、居酒屋で骰子さいころを振ふったり、悪い仲間と話をしたりする。仕事でいないことだってあるだろう。塒ねぐらさえ、しょっちゅう変える男だ。

（……でも、僕は、ヒースを頼ったんだな）

　まだ濡れた髪かみから水が滴したたって、床に小さな染しみを作った。

　扉が開く音がした。

「着き替がえてないのか」

　入ってきたヒースは、ベッドの上に放ほうり出されたままのドレスを一いち瞥べつして言った。

「ドレスは嫌いやか？　女物しかねえぞ、ここには」

　黙だまったままのコンスタンティンの隣となりに、同じように腰こしを下ろし、ヒースは溜ため息いき混じりの声で言う。

「……しょうがねえな。朝まで待てよ。何か用意してやる」

　ヒースがそんなふうに優やさしいのは恐おそろしかった。逃げた方がいいのはわかっていた。

　けれど、もうコンスタンティンは疲つかれ切って、一歩も動く気になれなかった。ただ丸まって、小さくなるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

「湯ゆ、沸わかさせてるが、使うか？」

「…………」

「使わねえのな」

　ヒースはそう言うだけで、あとは何もしなかった。コンスタンティンに無理矢理何かをすることも、聞き出すこともなく、黙って、彼女の傍かたわらにいるだけだった。

「……ばれたんだ」

　コンスタンティンから、そう言った。

「だろうな」

　コンスタンティンはユリエルの外套を羽織って、修道女姿のまま濡れそぼってしゃがみ込んでいたのだ。勿もち論ろん、何が起こったのか、想像はできただろう。

「僕を、匿かくまってると、まずいと思う」

　ぼそぼそと、けれどちゃんとそばのヒースに聞こえる声で、コンスタンティンはそう忠告した。ヒースは肩かたを竦すくめる。

「この雨だ。誰だれも見てねえし、見てる人間がいたって、視界が利かねえ」

　だからここは安全だ、と彼は言った。

「でも、」

「追い出しゃしねえし、出ていかせやしねえよ」

　コンスタンティンは初めて彼の方を向いた。ヒースは隣に腰を下ろし、壁かべを見つめる彼女とは逆に扉とびらの方を向いていたが、視線に気付いて彼女を見た。

「なんだよ」

「ヒースはいつわかったんだ。僕が女だとか、【黒い羊ブラツクシープ】だとかって」

「むしろどうして俺を騙だませると思ったか理由を知りたいね」

　ヒースは、閉口するコンスタンティンを鼻で笑った。

「俺はてめえが言うところの『女衒ぜげん』だぜ？　てめえが女だってことくらい、つるみ始めてすぐに勘かんづいたさ。他ほかの連中が鈍にぶすぎただけだろ」

「……なら、なんで脅おどしたりとかしなかったんだ。弱みだろ、僕の」

「弱み握にぎっておまえ脅したってなんも取れねえだろうが」

　……確かに、聖ブリジット教会は決して裕ゆう福ふくではない。聖職禄ろくからの収入は僅わずかで、別に脅しても金が得られるわけではない。

「でも、あんた僕のこと……ちょっと、気にしてただろ。脅して自分のものにしようなんて思わなかったのか？」

「俺は人間の意志を尊重してんだよ。おまえが自分で堕おちてこなきゃ意味ねえだろ」

　ヒースはそう言って笑った。満足したような、でも少し皮肉げな笑えみだ。

　彼はコンスタンティンに堕ちてきて欲しかった。そのためなら多少のお膳ぜん立だてはしただろう。けれど最後の一歩はコンスタンティン自身に踏ふみ出させたかったのだ。

　──そして、今、

「僕はあんたのところに堕ちてきたんだね」

「……歓かん迎げいするぜ」

　視線が絡からんだが、コンスタンティンはもうなんとも思わなかった。笑う彼の目の奥に垣かい間ま見みえるほの暗い嗜し虐ぎやくの喜びにも気付いていたが、心は死んだように静かだった。

「……僕が【黒い羊ブラツクシープ】だってのは、いつ、どうしてわかった？」

「実物を見るまでは確信はなかった。予想はしてたが」

「……どういうこと？」

「悪あく魔まのことは、アンガスから教えられてた」

　思ってもいない名前が飛び出し、コンスタンティンはゆっくりと瞬まばたきをした。睫まつげが震ふるえる。

「え？」

　はっきりと耳にしたはずなのに、聞き返してしまう。

　ヒースは、不思議な話を始めた。




　アンガスはコンスタンティンの育ての親で、一番敬愛する人間だった。

　コンスタンティンが思春期に入り、ヒースのところに出入りするようになると、アンガスは何度も付き合いをやめさせようとした。ヒースのところにも話を付けにいっていた。

　だが、結局コンスタンティンはアンガスが死ぬまでヒースのいる居酒屋への出入りをやめなかった。

　亡なくなる数ヶ月前も、アンガスはヒースのところを訪ねていた。




「で、いい加減鬱うつ陶とうしくなって、俺はアンガスに全部言った。コンスタンティンが女だってことなら知ってるし、少なくとも今のところは誰にもそのことを喋しやべっちゃいないが、このままあんたが引き下がらないなら、その限りじゃない、ってな」

　だが、アンガスはヒースが思っていたよりは取り乱さなかったらしい。なんとなく、ヒースがそれに気付いていることを知っていたふうだったというのだ。

　アンガスは、どうしてかそういうところがあった。人が何も言わないうちから、相手の心を察していた。色々な、欲よくとか罪とかも含ふくめて、相手を理解しようとしていた。

　ヒースはいつも、アンガスのことを語る時あしざまに罵ののしる。コンスタンティンにはそれが耐たえ難がたかったが、今夜は少し、違ちがっていた。

「アンガスは、どういうわけか俺にそのことについて打ち明けようって気になった。おまえが悪魔に目をつけられて、故郷の村から逃げてきたって言っていた。いざ、その時が来て、おまえが俺を頼ったら、力になれってな」

「噓うそだ！」

　コンスタンティンは怒ど鳴なっていた。ヒースに摑つかみかからんばかりに目を光らせ、歯を食いしばる。

「噓だ……ファーザーは、僕がヒースのところに行くのをすごく嫌ってらした」

「てめえが俺にすがるなら、本当に最後の最後だって思ったんだろ」

　ヒースは皮肉たっぷりに笑った。

「おまえが、俺といたって堕ちねえってことに、賭かけてたんじゃねえのか」

　それでは自分はアンガスの信しん頼らいを裏切ったのか。コンスタンティンは、咄とつ嗟さに声が出ない。

「……ヒースは信じたの、悪魔のこと」

「最初はまさかと思ったさ。そのあと、アンガスが死んで、おまえは俺から離はなれていった。俺は悪魔のことはジジイのごたくだと思って忘れることにした。実際、ほとんど忘れてた。だが、おまえの十六の誕生日の、少しあとで、【黒い羊ブラツクシープ】ってのが現れた。そばには悪魔がついてるっていう。もしかしたらと思ったさ。で、ある夜てめえの活かつ躍やくっぷりを拝ませてもらった。例の偽にせ者もの騒そう動どうの前のことさ。すげえ力だった……ありゃ、人間の力じゃねえ、確かに悪魔だ」

　ヒースの言葉は率そつ直ちよくだった。あれは人の力ではない。ヒースはその時、アンガスの話が本当で、コンスタンティンに悪魔が憑ついていることを理解したのだろう。

「だが、おまえこそどうして【黒い羊ブラツクシープ】なんてことをしてた？　悪魔が憑いてるなら、逆だろう、やることが」

　コンスタンティンは左手を毛布の間から出して、右手でその薬指の付け根に触ふれた。

「今は見えないけど、この薬指には悪魔の作った指輪がはまってる。悪魔との繫つながりなんだ。これがある限り、僕は自由にはなれない。指輪を壊こわすためには善行を積まないといけない。だから【黒い羊ブラツクシープ】になった」

「……で、そのうちに正義の味方ごっこが楽しくなってきたってわけか」

　活躍することに快感を覚えた時期もあるが、今はとても楽しいとは思えなかった。

「楽しくないよ。僕は力を得たんだ。大きな力だ。悪魔の力だった。その力が、今度は僕を振ふり回そうとしてる。ううん、もう振り回されてる」

「で、悪魔はどうした」

「知らない。あいつ、あちこちふらふらしてるから」

「おまえのこと、代官ももう知ってんのか」

「ファーザーが言ってればね」

　コンスタンティンは細く息を吐はいて言った。

「疲れたよ」

　部屋は娼館の二階にある一室で、コンスタンティンの右手にはベッドもある。

　しかしそのベッドで寝ねる気にもなれず、彼女はただ蹲うずくまって、ぽつぽつと言葉を紡つむいだ。

「ファーザー・アンガスは、絶対に、無む闇やみに秘密を明かすような人じゃないし、ちゃんと考えがあって行動する人だ。だから、きっと、ファーザーには考えがあったんだろうね。僕からすると、どうしたっておかしいけどね。ファーザーが、あんたをちょっとでも信用するなんて。そんな約束、守るって思うなんて」

「……アンガスが恋こいしいのか？」

　当たり前のことだったから、コンスタンティンは目を伏ふせて微笑ほほえんだだけだった。

「あんたは違うんだろうね。あんたは、誰も求めない。恋しいなんて思わない。そうだろう？」

「そうだな」

　ヒースの答えは素っ気ない。

　それなのに、ヒースの手が伸のびて、コンスタンティンの目元を覆おおった。振り返ろうとする彼女の動きを阻はばむように、ヒースは彼女の頭を引き寄せ、胴どう体たいにもう一方の腕うでを回した。

　後ろから腕ごと抱だかれるような恰かつ好こうになって、コンスタンティンの頭は彼の胸についた。

　目元は手で覆われていたから、彼の掌てのひらの下で瞬きをした。

「じゃあ、なんで、」

　距きよ離りを詰つめた？

　問う前に、囁ささやかれた。

「てめえがちっとは素す直なおになれよ」

　ああ、そうか。

　確かに彼が求めたんじゃない。

　今寂さびしいのも、辛つらいのも、コンスタンティンの方だ。

　コンスタンティンの口元が歪ゆがんだ。ヒースの掌の下で瞬きを繰くり返す。涙なみだが頰ほおを伝って流れ落ちた。嗚お咽えつが喉のどから漏もれる。胸の前に回されたヒースの腕を両手で摑む。すがるように。

　わかっているつもりだった。

　覚かく悟ごしているつもりだった。

　でも、一いつ緒しよに過ごしてきたこと、ユリエルを本当に心から好ましく思っていたこと、それまでの自分たちの関係、積み重ねてきたもの、すべてが一いつ瞬しゆんで吹ふっ飛んだ。

　ユリエルはコンスタンティンを信じてくれていた。

　だから、真実が明るみにされたとき、ユリエルの中で、彼が信じていたコンスタンティンは消え去ったのだ。

　コンスタンティンの噓が、『コンスタンティン助祭』を殺したのだ。

　もしかしたら他ほかの人間もそうなるかもしれない。レオンだってジャックだってわからない。騙だまされていたとわかったら、それまでのことなんか全部なくなるのかもしれない。消え去って、跡あと形かたも残らなくて。

　それなら、いっそあのまま地じ獄ごくへ連れられて行った方が、良かったんじゃないのか？

　戦ったりしなければ、『コンスタンティン助祭』として死ねたのに。

　しゃくり上げるコンスタンティンを、ヒースは穏おだやかな声であやした。

「ああ、泣いとけ」

　ヒースのそんな声は初めて聞いた気がする。目元に当てられていた手が滑すべって、髪かみをかき上げる。優やさしい触れ方で、涙も嗚咽も止まらなくなる。俯うつむいて身体からだを折るようにして、コンスタンティンは泣きじゃくった。

　ヒースはそんな彼女を足の間に置いて、ただ赤い短い髪に指を入れ、撫なでるように、梳とかすように、触れていた。

　勿もち論ろん、ヒースがただで優しさなんてくれるわけがない。

　だが、ヒースは、コンスタンティンの性別を知っても、何も変わらない。

　悪くて、皮肉屋で、抜ぬけ目ない男のまま。

　だから、彼の腕の中でだけは、ただ、安心できた。

　自分が今晩彼を頼たよった理由を、コンスタンティンははっきりと理解した。
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　ヒースだけは変わらないと確信できたからだ。




　微睡まどろみの中で、ヒースの声が聞こえていた。

「ここに初めて来たときのこと覚えてるか」

　コンスタンティンは泣き疲つかれてぼんやりしていた。まだ床ゆかの上だった。毛布にくるまったままヒースにもたれかかって、微睡みかけていた。こめかみから額の辺りをくすぐるように撫でられ、微かすかに首を動かした。

「なん、だっけ」

「忘れてんのかよ。おまえ、俺がいなかったら死んでたんだぞ」

「ああ……」

　思い出した。

　ひどく面めん倒どうな連中に目をつけられたのだ。幼おさな馴な染じみの女の子がそいつらに襲おそわれて、怪我けがをさせられた。コンスタンティンは彼女を助けようと喧けん嘩かをして、その場は切り抜けたが、あとが悪かった。半年にも亘わたってずっとつけねらわれた。

　で、最終的にはこの店の近くで喧嘩になった。

　相手は十人もいて、コンスタンティンは一人だった。

　しかし、コンスタンティンはその喧嘩で死にかけたわけではない。喧嘩自体は、できるだけ路地を選んで戦い、囲まれないように気を付けた。半分くらいは追い返せた。

　ところが、コンスタンティンの蹴けり飛ばした相手が、この店の扉とびらに突つっ込んで、出てきた店の客と女の子にぶつかったのだ。

　店側の用心棒が武器を持って出てきて、喧嘩どころでは済まない騒さわぎになった──コンスタンティンの喧嘩相手たちは逃にげ出し、コンスタンティンは捕つかまった。

「あの時、おまえ店の女を介かい抱ほうして逃げ損そこなっただろ」

　ヒースの言葉通り、コンスタンティンが逃げ遅おくれたのは、騒そう動どうに巻き込まれて怪我をした店の従業員を助けようとしたからだ。そうでなければ逃げ足の速さで有名だったコンスタンティンだけが捕まるなんてあり得ない。

「あれ見て、あ、バカがいる、って思ったんだ」

「……なんでそのバカ助けたのさ」

「目が気に入った」

　どんな目をしていたっけ、とコンスタンティンは思った。喧嘩の時だから、ろくでもない目だったと思うけど。

「周りのものをなんでもかんでも恨うらんでる目だった。おまえ、本気で怒おこってたんだ。それが良かった。喧嘩相手だって、殺しかねないように見えた。それなのにおまえは女を助けた」

　ヒースの手が瞼まぶたに触れる。コンスタンティンは自然と目を閉じる。

「誰だれかのために自分が傷つくなんてのはバカのすることだ。そんなのは間ま違ちがってる。それなのに、そういうことをするやつらは大たい抵てい自分が正しいと思ってる。そういうやつらに思い知らせてやるのが俺の仕事みたいなもんさ。だが、おまえはどんだけ一緒にいてもあのまんまだった。周りに怒って、絶望してるのに、それ以上、汚よごれも腐くさりもしなかった」

　ヒースは愉ゆ快かいそうだった。コンスタンティンがヒースの周りの人間とは違ちがっていたことが愉快なのか、今ついに屈くつしたことが愉快なのかはわからなかった。

「なあ、コンスタンティン。司祭はおまえの正体を知ったら、幻げん滅めつしただろう？　あの男はおまえのことなんか、本当には何もわかってなかった。おまえの信じてたものなんて、そんなものさ」

　押し寄せる眠ねむ気けのせいではなく、否定できない。ヒースは今日は真実ばかり口にする。

　確かに自分が信じてたものは頼りなくて、[image: ]もろい絆きずなだった。[image: ]すぎた。

　噓うそがいけないというのなら、そもそも、あの関係は噓の上に構築されたものだった。

「今晩だけは待ってやるよ。だが、目が覚めたらおまえは別の人間だ。【黒い羊ブラツクシープ】でも、教会の助祭でもねえ。新しいおまえを、俺が作ってやる。新しい名前と身分を作って、大陸行きの船にでも乗せてやるよ」

　優しくて恐おそろしい言葉が、子こ守もり唄うたのように降ってくる。

　ヒースの囁きに誘さそわれたのか、海の、波の音が聞こえる気がした。船体に当たって、砕くだける、波の音が。潮風のように気まぐれに、ヒースの指が髪をかき混ぜる。

　逃げたって、きっと船の行き着く先にはもっと大きな絶望が待っている。

　サクスを捨てて、ユリエルから逃げて、心の平安なんか得られない。結局地獄へ続く道、いや、地上にいるはずなのに地獄で生きるようなものだ。

　地獄は案外身近にあるのだと悟さとるだけだろう。

　そう思い知らせることこそが、ヒースの望みなのだろう。

　それでも、ヒースの手も声も、優しかった。

「今晩だけだ、コンスタンティン。司祭どものことは、今のうちに忘れちまえ」

　コンスタンティンは傷つきすぎて、疲れ切っていた。これ以上は戦えるとは思えなかったし、まやかしの優しさをはね除のけることもできなかった。

「ヒース……」

　すう、と息を吸って、吐はいた。

　それでことんと眠ねむりに落ちた。




「……あんたのガキはバカだな、ファーザー」

　落ち着いたヒースの声が、そう囁くのが聞こえた気がした。
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　目覚めたときも、コンスタンティンは床の上で、素す肌はだのまま毛布にくるまっていた。

　身体を起こすが、ヒースの姿は見えない。毛布をひきずって裸足はだしでベッドに近づくと、その上には男物の服があった。

　コンスタンティンは寝ね起おきのはっきりしない頭のまま、その服を拾い上げた。

　着き替がえ終わった頃ころ、扉が開いた。

　ヒースが戻もどったのだと思って、コンスタンティンは目をそちらへ向けた。

　だが、部屋に飛び込み、わなわなと震ふるえていたのは、ヒースではなかった。

　麦わらを思わせる髪をお下げにして、清せい潔けつそうな頭ず巾きんを被かぶった、こざっぱりしたドレスの少女──

　コンスタンティンの幼馴染み、エリカだ。

「コンスタンティン……！」

　エリカは後ろ手で乱暴に扉を閉めると、ぎょっとするコンスタンティンに飛びついた。

　がしっ、と凄すさまじい勢いと力でコンスタンティンを抱だき寄せる。

「大だい丈じよう夫ぶよ！　もう大丈夫！　私があのクソ野や郎ろうからコンスタンティンを助け出すから！」

　いや、ええと。

　コンスタンティンは抱き締しめられ、揺ゆさぶられるままに考えた。

「あの、クソ野郎って誰？」

「勿論、【錠じよう前まえ屋】よ！」

「ヒースは僕が巻き込んだだけで……っていうか、そもそもエリカはなんでこんな……」

　口にして、コンスタンティンはハッとした。エリカの肩かたを摑つかんで自分から引きはがす。ようやく頭が回り始め、昨夜のことがよりはっきりと蘇よみがえってきた。

「どうやってこの部屋に？　危険な真似まねをしたの？　どうしてここがわかったんだ？」

「だってコンスタンティンがいないんだもの！」

　エリカが泣きはらした目をしていることに気付いて、コンスタンティンは胸が苦しくなった。

「今朝のミサ、ファーザーの様子もおかしかったの。聖歌隊の練習も中止だったし、何かあったんじゃないかと思って。あちこちのお店捜さがし回ったの。あんたの行きそうなお店、全部！」

「でもここ娼しよう館かんだよ!?」

「知ってるわよ！」

　若い未み婚こんの娘むすめが出入りするようなところでは、絶対にない。こんなところに入ったのを見られたら、絶対よくない噂うわさが立つ。

「でも、あんたの行きそうな店は全部行ったの。ここって【錠前屋】の店なんでしょう？　ジャックが言ってたわ。だから、あんたがいるかもしれないって思ったの。最初は追い返されそうになったけど、【錠前屋】が出てきたから、私言ってやったの。コンスタンティンを返してって！　あんたがあの子につきまとってるのは知ってるけど、あの子はあんたのものになんか絶対にならないんだからって！」

　違う、逆だ。どちらかというと、つきまとっているのはコンスタンティンの方だ。情報が欲しいとか、なんだとか色々な理由で。

「……よく無事だったね」

「【錠前屋】も案外意い気く地じがないんじゃないかしら。どうしてか、あいつ笑ってたわ」

　エリカはそう言ったが、声も指先も震えていた。本当は怖こわかったのだろう。

「ヒースは、君を追い返すことも、もっとひどいこともできたと思うよ。もう、こんな危ないことはしないでくれ。今回は運が良かっただけだ。ヒースのただの気まぐれだよ」

「……でも、あんたに会えた」

　エリカは涙なみだを拭ぬぐって、ちょっと恥はずかしそうに笑った。

「あの、本当になんにもされてないのね？」

「当たり前だろ」

「でも、何か、コンスタンティン変わった感じがするの。なんて言うのかしら。ちょっと、物もの憂うげっていうか、儚はかなげっていうか。疲つかれてそう見えるだけかしら？　わからないけど、とにかく、前とは印象が違うの。怖いわ、このまま……あんたが消えていっちゃいそうで」

　エリカは心配そうに言って、手を伸のばしてきた。手を取ると、指先を通して彼女の思いやりが伝わってくる気がした。それに、勇気も。

「……エリカには、話しておかないといけないことがあるんだ。聞いてくれる？」

　エリカは、真しん剣けんな顔で頷うなずいた。

「あんたの言うことなら、いつでも」




　一通り、コンスタンティンから昨夜の話を聞き終えたエリカは、恐ろしいくらい静かな声でこう言った。

「わかったわ。ファーザー・ユリエルを刻んで犬の餌えさにすればいいのね」

「ちょ……ちょっと待ってね、エリカ。そうじゃない、そうじゃないよね？」

　エリカは小首を傾かしげた。愛らしい仕草のはずだが、目が怖い。

「そう？　だって、ファーザーがあなたを裸はだかに剝むいて無む理り矢や理りキスしたのよね？　それって死に値あたいすることじゃない？」

「…………」

　そんな話までする必要はなかったのかもしれない。今いま更さらながらにコンスタンティンは己おのれの愚ぐを悟ったが、やはりちょっと精神的に[image: ]くなっていたのか、エリカに促うながされるままに話してしまったのだ……

「大丈夫！　闇やみ討うちするわ」

「違ちがう、手段じゃない。いいかい、その……いいんだ。このことは。だって、悪いのは僕なんだから。僕が彼を騙だましていたから、」

「違うわ」

　エリカは、きっぱりと言った。

「騙していたからじゃないわ。ファーザーはあんたをそういう対象として見たの。そうじゃなかったら、キスまではしないわ。あんたが悪いからって、それにかこつけて欲よく望ぼう叩たたき付けただけなのよ。幻滅したわ。そんな人だとは思わなかった」

「……でも、」

　否定の言葉を口にしかけたが、ユリエルの態度を思い出して言いよどんでしまう。

「あんたはね、抱かかえ込みすぎなの！」

　エリカは、腰こしに手を当て、そう一いつ喝かつした。

「私が知るまで、ずっとあんたは誰だれにも言えないまま、男として生きてきたんでしょう？　それって、その時点でじゅうぶん抱え込みすぎよ。このうえさらに自分でしょいこまないで。今回のファーザーの行動はファーザーが悪いの。あんたが悪いんじゃないの」

　エリカがあんまりきっぱり言うから、コンスタンティンもその話を信じかけた。勿もち論ろん、罪悪感は強かったから、エリカほど割り切って考えられたわけではない。が、少なくともキスのことまで自分のせいにするのはちょっと違うかもしれないという気がしてきた。

「とにかくこのあとのことね。ヒースはこのこと知ってるのね？　でもあんな男信用できないし……やっぱり私が逃にがしてあげるしかないわね。大丈夫よ、父さんの手伝いで材木の買い付けに行くの。あれと一いつ緒しよに行けば誤ご魔ま化かせるから。そうだわ、それなら──」

　エリカは一人で勝手に考えて、勝手に決めていく。

　そんな彼女も、コンスタンティンが女だと知った当初は、やはり動どう揺ようしていた。どれほどのショックを受けたのか、コンスタンティンには想像することしかできない。

　だが、コンスタンティンのせいで苦しめられただろうに、今ではエリカはコンスタンティンを変わらず大事に思ってくれる。お節せつ介かいを焼いてくれる。心配してくれる。

　エリカを見ているうちに、胸が、切なくて、温かなもので満たされていく。

　苦しくて、コンスタンティンは胸を押さえた。

　涙が、溢あふれて、流れ落ちてしまう。

　エリカが気付いて、また心配そうな声をかけてくる。

「どうしたの？　思い出したの？　怖いの？　大丈夫よ、私がいるわ」

　エリカの腕うでが伸びて、頭を優やさしく包み込んでくれる。

　子どもにするように、自分より少し背の高いコンスタンティンの頭を撫なでて、彼女は言った。

「私がいるわ、コンスタンティン。世界中の誰があんたを責めたって、私はあんたの味方よ。私はあんたに助けられたし、他ほかにもそういう人はたくさんいるわ。【黒い羊ブラツクシープ】になる前も、なったあとも、あんたは頑がん張ばってたもの。あんたを責められる人なんか、本当は誰もいないのよ。ご領主様にだって、司教様にだって、神様にだって、あんたは胸を張っていいのよ」

　コンスタンティンはエリカの肩に顔を埋うずめて泣いた。

　昨夜から泣きすぎだとは思ったけれど、昨夜とはまた違う涙だった。

　枯かれ果てた心に、エリカの想おもいが恵めぐみの雨みたいに染しみこんでいく。

「ありがとう、エリカ」

　顔をぐしゃぐしゃにして、涙なみだ声ごえで鼻をすすりながらそう言うと、エリカはぽんぽんとコンスタンティンの背中を叩たたいてくれた。

　だから、昨夜は絶対に無理だと思っていたのに、今はもう一度だけ、勇気を奮い起こせそうな気がした。




　エリカは、信用できる人間に安全な場所まで送ってもらうことにした。

　一通り話が終わると、店で雇やとわれている年配の調理人に連れられて、エリカは建物を出て行った。コンスタンティンは二階の窓からそれを見送り、ふと息を吐はいた。

「……代官は、おまえの不在に気付いていねえし、捜さがしてもいねえ」

　扉とびらにもたれかかっていたヒースがそう言った。

「知らねえんだろう。司祭はまだ喋しやべってねえな。それから──」

　コンスタンティンは振ふり返り、彼の言葉を遮さえぎるように言った。

「僕はまだサクスを出ない。やりかけの仕事があるし、あんたにはもう頼たよらないことにした」

　ヒースの顔が不快そうに歪ゆがむ。

「【黒い羊ブラツクシープ】をまたやるっていうのか？」

「ああ」

　ヒースは大きく息を吸ってから、空気と一緒に吐き捨てるような言い方をした。

「おまえは俺が考えていた以上のバカのようだな」

　エリカにも反対された。コンスタンティンは、軽く肩かたを竦すくめる。

「コンスタンティン助祭は死んだんだ、たぶんね。昨日、ファーザーにばれて。でも、ファーザーがレオンに知らせていないのなら、まだ【黒い羊ブラツクシープ】は生きてるってことだ。ファーザーが言わない限り、【黒い羊ブラツクシープ】は死なない。決心がついたよ」

「……あの司祭がいつ喋るかわかったもんじゃねえ」

「彼と話してみるよ。時間をもらえるように……」

「おまえを裏切った男だろう」

　裏切った？　ユリエルがコンスタンティンを？

　ヒースにしてみたら、ユリエルがコンスタンティンの正体を知って態度を変えたのは、裏切った、ということになるらしい。

　一いつ瞬しゆん間ま違ちがっているようにも思えたが、ヒースが意図している『裏切り』が今まで築き上げてきた関係への裏切りだとすると、ちょっと納なつ得とくできる気もする。

　そして、その考え方でいくと、ヒースは決して誰のことも裏切らないだろう。彼は何を知っても変わらないし、裏切ることがあるとしても、それはその事実を知ったからという理由ではない。単に裏切りたかったからだ。

「あんたって変な筋の通し方するよね」

　ヒースが訝いぶかしげな顔をしたから、コンスタンティンは話を元に戻もどした。

「とにかく、話してみないとわからないだろう？　驚おどろかせてしまったのは僕なんだし、冷静になって、話し合えば」

「変わらねえよ」

　その言い方が、腹立たしい。コンスタンティンは大おお股またで歩いていって距きよ離りを詰つめ、彼の胸に指を突つきつけた。

「あんたはなんでも知ってるみたいな顔してるけど、ファーザーのことについては別さ。僕はあの人がどんなふうに笑って、どんなふうに僕と過ごしてきたか知ってる。わかって欲しいなんてあの人には言えないけど、でも、ほんの少し時間をもらえるよう、頼たのんでみる。だから、もしもあんたが【黒い羊ブラツクシープ】をどうしてもやめさせようと、悪わる巧だくみを考えてるっていうのなら」

　そこで、ヒースを挑ちよう発はつするように、にんまり笑う。

「あんたが、素す肌はだに毛布被かぶっただけの女の子をだっこして寝ねかしつけた、って言いふらすよ」

「ああ？」

「あんたがそんな優しくて甘ったるい人だなんて他に知られていいの？　勿論、僕はあんたが腹の中で何考えてるかなんてわかってるよ。あんたは本当に優しいわけじゃない。でも、他の人はそう見ないだろ。女も抱だけない甘ちゃんだって思うんじゃない？」

　ヒースは、胸に突きつけられていた指を急に摑つかんだ。にい、と口の端はしをつり上げて笑う。

「じゃあ、んなこと言えねえように今襲おそってやろうかガキが」

　ヒースの目が怖こわかったので、実力行使される前に、コンスタンティンは真しん剣けんな顔に戻って言い直す。

「僕はどうせあとちょっとでこの街を出ないといけない。それまで、僕がどうやって生きるのか、あんたが見届けてくれよ。善とか、悪とか、あんたの価値基準で判断したいなら、そのあとで判断すればいいさ。それから……昨夜はありがとう」

　値ね踏ぶみするように見下ろすヒースの視線を正面から受け止め、コンスタンティンは言った。

「昨夜、僕には、あんたが必要だった。今こうしてもう一度ファーザーのところに行こうって思えるのは、あんたのおかげでもあるんだ。あんたにその意図がなかったのは知ってるけど」

　ヒースは、ほんの僅わずか、奥歯を嚙かみ締しめたようだった。

　不意に彼女を突きとばし、つまらなさそうに舌打ちして言う。

「勝手にしろよ、クソガキ」




[image: ]




　夜までの時間が、ひどく長く感じられた。

　普ふ段だんなら嬉うれしく思う朝日も、薔[image: ]ばら窓を通して差し込む午後の光も、今のユリエルにはただ突き刺さすように感じられ、早く夜が来ないかとばかり考えていた。

　夜にならなければ、訪ねてくれない相手がいたから。

　ユリエルは司祭館の自室で、一人の修道騎き士しが遥か昔大天使ミカエルから賜たまわったと言われる聖せい剣けんを手にしていた。常に刃はは澄すみ、血曇くもり一つない。決して折れることも、欠けることもないと言われている剣。

　けれど、それは正しい者の手にある時の話だ。

（今の私では──）

　ユリエルは灯あかりをつけていなかった。月光は昼間の陽光より優しく部屋に入り込み、刀身を照らし出す。手で触ふれると、微かすかに脈動しているのを感じる。まるで聖剣自体の息吹いぶきのように、その脈動は常に感じられ、消えることはない。強くなれば、近くで強力な魔ま力りよくが使われたり、悪あく魔まやその眷けん属ぞくに接近したりしたことを示した。

　その剣が、強く、震ふるえた。

　目で見てもはっきりとはわからない程度だが、長い間振るい続けてきた彼には、はっきりとその動きが感じられた。即そく座ざに剣を摑んだまま部屋を飛び出す。二階の手すりを摑んで一階まで一気に飛び降りた。

　礼拝堂の扉を開けたのは、ほんの十秒ほどあとのことだった。

　ありとあらゆる燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに炎ほのおが灯ともっていた。

　主祭さい壇だんの蠟燭も、聖人や聖母のための小礼拝堂の蠟燭も、明るく燃えている。

　炎の光が、聖人像を、祭壇を、十じゆう字じ架かを、装そう飾しよくのすべてをぎらぎらと輝かがやかせている。不規則に膨ふくれあがり、また縮む炎が、決して常の夜ではあり得ない強さで、礼拝堂を照らしている。

　ユリエルが礼拝堂の中に入ると、扉は勝手に閉まった。

　ユリエルは振り返らなかった。ただ前を見つめていた。

　主祭壇の前には、不思議なことに、椅い子すが一つ置かれていた。巨きよ大だいで、ごつごつとした岩をそのまま削けずりだしただけの、およそ人が心ここ地ちよく座れるとも思えない椅子だ。肘ひじ掛かけと長大な背もたれもまた、一つの岩からできている。

　その椅子に深く腰こし掛かけ、足を組んで頰ほお杖づえをついているのは──

　黒衣の、悪魔だ。

　青みの強い黒くろ髪かみと、青白い肌はだ。恐おそれを抱かせるほどに美しい顔をユリエルに向けている。

「……吾わが妻が、戻ったかと思ったか？」

　ユリエルを見み据すえて、悪魔はそう言う。

「戻るわけがない。貴様は自分が何をしたか理解しておらぬのか？　どれほどに、あれを傷つけたか。善と思いこみ悪を為なす。貴様の魂たましいは吾わが輩はいのものよりもよほど汚けがれておる。地じ獄ごくにも、貴様にふさわしい場所はないわ」

　自分がしたことは理解している。コンスタンティンが戻ってくるなんて考えてもいなかった。

　この悪魔が来るのを、待っていた。

「……私は、」

　ユリエルは悪魔の言葉に耳みみを傾かたむけるなと教えられてきた。それは人を唆そそのかす、まったくの無意味な単語の羅ら列れつにすぎないと。

　だが、今は聞き流すことはできなかった。

　コンスタンティンの泣き顔が、脳のう裏りに張り付いて離はなれない。

　子どものように、顔をぐちゃぐちゃにして泣いていた。

　ユリエルが泣かせたのだ。口づけを繰くり返し。

　嫌いやがる彼女を押さえつけ、何度も。

【黒い羊ブラツクシープ】かどうか確かめるためという言い訳は、今となっては虚むなしい。確かにその時彼はそう考え、口づけたが、結局はっきりとはわからなかった。

　結局自分は、あの怯おびえた唇くちびるを自分のものにしてしまいたかっただけなのかもしれない。

　そうして、ユリエルはコンスタンティンを泣かせた。

　それでは、あの涙なみだは──果たして、本物だろうか？

　あの涙すらも、悪魔の作り出したまがい物ということはないのか？

　どこまで疑えばいいのかわからない。今のユリエルには、何も確かなものなどないように思えた。

　ただ一つを、のぞいて。

　く、と喉のどの奥から笑いがこみ上げてきた。額を押さえ、震えるようにして笑った。

　笑い続けるユリエルを見て、悪魔は椅子から立ち上がった。それと同時に椅子が消え去り、炎がいっそう激しく燃える。

「何故なぜ笑う、司祭よ」

「一つだけ、確かに真実と思えることを、悪魔に教えられたからです」

　妻の復ふく讐しゆうに来たのだろう悪魔は、右みぎ腕うでを一ひと振ふりし、爪つめを短たん剣けんのように鋭するどく伸のばした。つむじ風が生まれて、その夜の闇やみのような衣ころもをひらりとはためかせる。

「私には、地獄ですら生ぬるい」

　強きよう烈れつな自じ嘲ちようを込めて、そう吐はき捨て、ユリエルもまた、剣を構えた。

　蠟燭から生き物のように伸び上がった炎が、彼のいる場所目がけて降ってきた。




　不思議と、心は落ち着きを取り戻していた。

　悪魔と対たい峙じするとき、いつでもそうであるように、何が正しいとも、間ま違ちがっているとも、生きたいとも殺したいとも思わず、ただ相手の魔力を削り取ることだけを考えた。

　ここ数年は、王都やその周辺で事件が起こり、悪魔の関かん与よが疑われるとユリエルの出番だった。ユリエルにはその能力があったし、意い欲よくもあった。彼自身、悪魔を一匹ぴき地じ獄ごくへ送り返すたびに、死んだ仲間の名めい誉よを一つ回復できた気がしていた。

　際きわどいことも何度もあったが、いつでも生き残ったのはユリエルの方だった。

　この夜も、悪魔の爪が喉のど元もとを掠かすめたり、腕うでを引きちぎられそうになったりしたが、彼は堪こらえて隙すきを窺うかがい続けた。聖剣の一いち撃げきは魔力を削り取る。深く刺し貫つらぬけば、それだけ強大な魔力を奪うばい取ることができる。前回の戦いよりも目の前の悪魔の力は回復していたが、それでも彼は着実に相手の魔力を削り続けた。

　あと一撃。

「ハッ！」

　一いつ瞬しゆんの隙を衝ついた彼は、気合いの声とともに飛び込む。

　悪魔の爪が首を掠めるのを感じたが、こちらの勢いを殺すほどではない。彼は痛みを無視して聖なる剣を悪魔の腹に突き立てた。

「……！」

　悪魔の動きが止まる。大きく目を見開き、自分の腹から生えたようにも見える剣を見下ろす。膝ひざががくりと折れて、床ゆかにつく。

　礼拝堂のあちこちで、炎が踊おどっていた。

　それは蠟燭から飛び出した炎が礼拝堂の椅子や床を焼いたためだった。

　燃え上がるその中で、ユリエルもまた無事では済まなかった。首の、脇わき腹ばらの、肩かたの傷口から流れた血が僧そう衣いを濡ぬらす。血を失いすぎていた。空気は焦こげ臭くさく、息をするのも苦しい。くらりとよろめいて、それでも聖剣を悪魔の不ふ浄じような腹から引き抜ぬく。

　血の代わりのように、黒い靄もやが傷口からあふれ出た。

「が……っ、はあ！」

　傷口を押さえ、無様に膝を突ついた悪魔の口から呻うめきが漏もれる。炎に触れたわけでもないのに、傷口の周囲の肉が黒く染まって、服ごと炭化したようにぼろりと崩くずれ落ちる。黒い灰のような残ざん骸がいは、空気にしばらく触れていると靄になって消えていく。

　炭化のような変化は、傷口に触れた指先から手首にまで及およびつつあった。

「その肉体を維い持じするだけの魔力は失われています」

　引き抜いた剣を床に突き立て、それにすがるようにしながら、ユリエルは悪魔を見下ろした。手でゆっくりと十字を描えがく。

「呪のろわれた魂よ。地獄へ帰りなさい。御おん父ちちと、御おん子こと、聖せい霊れいの御み名なによりて──」

「黙だまれ」

　悪魔が、腕と腹を半ばまで失いながらも飛びかかってきた。残る腕でユリエルの喉を摑つかみ、押し倒たおす。のしかかってきた悪魔の青白い顔にはぼこぼこと筋が浮うき上がり、ひび割れが走り、美しさはなりを潜ひそめている。

　背中を強く床に打ち付けられ、ユリエルは一瞬息ができない。喉を締しめ上げられる。窒ちつ息そくする前に、首の骨が折られそうだ。血が回らず、目の前が暗くなる。かろうじて悪魔の手を摑み指を外そうとするが、たぶん間に合わない。そんな予感がした。

　聖せい剣けんは、悪あく魔まを滅ほろぼせた、はずだった。

　だが、実際には悪魔はまだ動いている。滅びの一歩手前かもしれないが、まだ滅んでいない。

　ああ、来るべき時が来たのだとユリエルは思った。

　聖剣が自分を見捨てたのだ。

「吾輩が帰るとしても、司祭」

　暗くなった視界に、悪魔の笑い顔が見える。

「貴様の魂も道連れだ。向こうでは可愛かわいがってやるぞ？」

　視界がいっそう暗くなり、痛みすら遠のいていく。

　闇やみ夜よのような世界に、ふわりと浮かんだのは、屈くつ託たくなく笑う少年の──いや、少女の？──笑え顔がおだった。燃えるような赤毛で、斜はすに構えて、けれど優やさしく、他者を受け入れてしまう。

　支えられるたび、触ふれ合うたびに幸せを感じていた。

　最初は、たぶん、そう、手を握にぎってくれたことだ。

　醜みにくい傷きず痕あとを手て袋ぶくろで隠かくした彼の手を、握り続けてくれた。

　悪夢にうなされていたはずなのに、心が穏おだやかになって、息をするのが楽になった。

　生き残ってしまったという罪悪感が、何故か僅わずか、薄うすれた。

　男性だと思いこんでいたから自分の気持ちに気付きもしなかったが、本当はきっと、あの時から、惹ひかれ始めていたのだろう。

　疑うたびに言い訳を繰り返していたのも、自分が相手を信じたかったからだ。

　悪あく魔ま祓ばらい師としての本能は疑えと主張していたのに、彼の心の弱さがそれを退けた。

　墓場でのこともそうだ。確かめるためなんて言い訳だった。彼女が悪魔のものだという事実を受け入れられなかった。感情が爆ばく発はつして、混乱して、傷つけずにはいられなかった。

　本当はずっと、支えられるのではなく支えたかった。

　甘えることのない少年に甘えてもらえる人間になりたかった。

　ぐるぐる回って、言い訳だらけになって、ようやく辿たどり着いた。

　最後に謝りたい。傷つけたこと。救えなかったこと。許されたいわけではないが、それでも。

　会いたい、と思った。

　指に、力を入れた。

　押し返そうと、もう一度歯を食いしばる。悪魔の爪が喉に食い込み、血が流れ出る。一方の手で自分の懐ふところをまさぐり、その指が十じゆう字じ架かに触れる。

　最後の力を振ふり絞しぼって、それを引っ張り出した時、急に悪魔の力が抜けた。

　押し返し、息を吸った。

　咳せき込み、見上げると、まだ暗い視界に二つの人ひと影かげがあった。

　片方は、先さき程ほどまで自分の上に乗っていた悪魔、もう一方は、黒い修道服姿の女。

【黒い羊ブラツクシープ】だ。

　彼女は悪魔を彼から遠ざけようとしていた。

　彼を守ろうとして──それとも、悪魔を守ろうとして？

「いいから行って回復しろ！　このバカ悪魔！」

「その男を許すわけにはいかぬ」

「君が死んだら僕まで死ぬから逃にげろって言ってんだよ！」

「だがその男はそなたを──」

【黒い羊ブラツクシープ】は、突とつ然ぜんつま先立ちになったかと思うと、悪魔の頰ほおにキスをした。

　紗しや越ごしのキスは一瞬で終わったが、悪魔がぽかんとしている──ああ、さすがにこれは悪魔も驚おどろくのか──間に、彼女はその胸を押して言った。

「キスが辛つらくて正義の味方がやってられるか！　行け！」

　わけのわからない台詞せりふだ。

　ユリエルも呆ぼう然ぜんとしていたが、悪魔もそれは同じだった。

　それでも、悪魔は躊躇ためらいつつもばさりと衣を翻ひるがえし──

　ミミズクとなって羽ばたき、開け放たれたままの扉とびらから外に飛び出した。

　同時に、あちらこちらで燃え上がっていた炎ほのおの勢いが弱まる。

　わけもわからずぼうっとしていたユリエルを、【黒い羊ブラツクシープ】は[image: ]しかり飛ばした。

「司祭でしょう！　教会を守りなさい！」

【黒い羊ブラツクシープ】は椅い子すに移っていた炎を祭さい壇だんの布を被かぶせて叩たたき消している。ユリエルは慌あわてて起きあがると、同じく炎を踏ふみつけて消し、聖せい水すい盤ばんの水をかけた。

　幸い、悪魔が去ったことによって炎はごく小さくなっており、ぼや騒さわぎで済みそうだった。

「あとで全部もう一回水かけておきなさい！　それから、」

【黒い羊ブラツクシープ】は自分のベールに手をかけた。

　それを、外す。

　汗あせで濡れた赤毛と、白い肌はだが現れた。

　それから、彼を見つめる、緑の目が。

「謝罪に来ました。ファーザーに噓うそを吐ついてました。僕は女で、【黒い羊ブラツクシープ】です」

　ごめんなさい、と言って、コンスタンティンはその目を伏ふせた。

　ひどい扱あつかいをしたことを謝ろうと思っていたのに、先に謝られ、ユリエルは何も言えなくなる。

「……どうして、ファーザーはまだレオンに僕のことを言ってないんですか？」

　黙り込んだユリエルに、彼女はそう訊きいた。
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「わかりません」

　ようやく出てきたのがその言葉だったので、彼は自分に絶望した。

「私は、サー・レオンにも、誰だれにも、あなたを捕つかまえさせたくなかったんです。あなたを、自分で救いたいと思ったのかもしれません。そんなことは、今の私では……」

　無理なのに。

　最後の最後で自分を見捨てた聖剣を見て、その言葉は胸で呟つぶやく。

　コンスタンティンは、少しの間ユリエルを見つめてから言った。

「少しだけ時間をくれませんか？　僕には、したいことがあるんです」

「！　それはできません、私はあなたを正統の──」

　言葉を切って、自じ嘲ちようの笑みを口元に浮かべて首を横に振る。

「もう、私が正統の教えについて述べることはできません。……したいこととはなんですか」

「……悪あく魔ま憑つき事件を解決したいんです」

「それは私やサー・レオンの仕事です。あなたのすべきことではありません」

「いいえ、僕はそうは思いません」

　きっぱりと、力強く、コンスタンティンは言った。蠟ろう燭そくの灯あかりでも顔は青ざめて見えたし、握った拳こぶしが震ふるえているのもわかったが、目だけはまっすぐ彼を見み据すえていた。

「グレイを捕まえた、って昨夜ファーザーはおっしゃってましたよね。でも、グレイの主あるじであるサイラスって人は、もうすぐ領地へ帰るそうですよ。なんのおとがめもないままに。この件と無関係のはずがないのに！　高位の人間を罪に問うことがどれくらい難しいのか、僕にも少しはわかります。きっと、この先も、あなたやサー・レオンがサイラスに辿り着くのは難しいでしょう」

「あなたには、辿り着けると」

「そうです。【黒い羊ブラツクシープ】なら誰にも邪じや魔まはさせない。僕がサイラスとグレイの関係を暴あばきます。サイラスの目的を突つき止めて──」

「彼は危険です」

　焦あせってそう言うユリエルを見て、コンスタンティンは悲しそうな顔をした。

「僕を心配する必要なんて、あなたにはもうないんですよ」

「いいえ、私は……！」

　抗あらがおうとするユリエルに背を向けて、コンスタンティンは扉へ向かって歩き出す。ベールを被かぶり、紗しやを下ろす。【黒い羊ブラツクシープ】が蘇よみがえり、『コンスタンティン』が消えていく。ユリエルは彼女を呼び止めた。

「あなたは！　あなたは、何故なぜこうまでして自分を傷つけるのですか！」

「傷つけてなんかいません」

　硬かたく強こわ張ばった声が返ってくる。

「僕は守りたいだけです。この街を、少しでも長く」

「あなたはただの人ではないのですか!?　悪魔の力で自分を歪ゆがめ、それでもなお守ろうなど、間ま違ちがっています！　悪魔に口づけて、それで自分を傷つけていないと言えるのですか!?」

「僕は！　……いえ」

　彼女は立ち止まった。振り返るとき、きゅ、とブーツの底が床ゆかとこすれて音を立てた。

　振り返ったその顔は紗に覆おおわれて、【黒い羊ブラツクシープ】のものになっていた。

「あたしは勿もち論ろん間ま違ちがっているわ、司祭様。でもそうしたいの。あたしはあなたに会うずっと前から好き勝手にやってきた。これから先も、それは同じよ。間違っていようとね。それに」

　一呼吸置いて、何かを飲み込んでから、彼女は言った。

「キスのことであなたにお説教されるいわれはないわ。あなただけにはね、司祭様」

　開け放たれたままの扉から強い風が吹ふき抜ぬけ、ユリエルが一いつ瞬しゆん目を庇かばった瞬しゆん間かん、【黒い羊ブラツクシープ】は通りに飛び出した。
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　サイラスは、穏おだやかで、善良そうな笑えみを始終浮うかべている男だ。小こ柄がらだったし、無力そうにも見えた。

　巨きよ大だいな修道院の院長という肩かた書がきをまったく意識させない人物だった。

「あなたならば、きっとこの者を救えるのではないかと思ったのです」

　勿もち論ろん、実際には彼は強大な権力を持っていたし、それを使うことを躊躇わない。

　特に、自分の道程を阻はばむ者に対しては。

　その日、サイラスは聖ブリジット教会に一人の信徒を伴ともなって現れた。

　その若い信徒は口から時折神を冒ぼう瀆とくする言葉を吐き、またひどい暴力を周囲に振るった。自分の身体からだが傷つくことを厭いとわないので、その拳は腫はれ上あがり、痛々しい傷があった。

　ユリエルは、信徒の様子を見た。質問をして、脈みやく拍はくや体調を調べ、悪魔憑きではないと判断した。そのユリエルに、サイラスは言い放ったのだ。

「それなのに、あなたは悪あく魔ま祓ばらいをできない言い訳をするのですか？　できないものは仕方ありません、しかしそのように事実をねじ曲げるのは感心しませんよ」

「……真実、この者には悪魔は取り憑ついておりません」

　ユリエルは同じ言葉を繰くり返した。サイラスが悪魔憑きを連れてきたのはミサのすぐあとだったから、信徒がまだ大勢教会内にいた。彼らは遠巻きに、ユリエルとサイラス、そして悪魔憑きと言われている男の様子を見ていた。

　思いこみから悪魔憑きと勘かん違ちがいしている者でも、悪魔祓いの儀ぎ式しきによって悪魔が祓われたと『思いこみ』、回復する場合がある。もしもそういう者が相手だったら、ユリエルも儀式を行うことを考えただろう。

　だが、悪魔憑きを偽いつわっている者には、幾いくら儀式をしたところで無む駄だだ。

「可哀かわい想そうに、ご覧なさい。この傷ついた手を。この男が、自分でこのようなことをしたというのですか？　どうして？　悪魔のせいでないと、どうして言えるのですか」

「彼は質問に噓で答えました。悪魔の名前を口にすることもありません。これは……」

「騙だましているだけでは？　悪魔が常に正直とは限りません」

「……それに、悪魔が関かかわらずとも、人は物を殴なぐれば拳を傷つけます」

「可哀想に！　この傷を、自分の意志で？　私には到とう底てい信じられません」

　のらりくらりと、サイラスはユリエルの言葉をことごとく否定する。傷ついた男の拳に触ふれて、涙なみだすら見せている。男の方は縛しばられて、椅子におとなしく座っていた。

　いつか、サイラスが来ることはわかっていた。

　今までの悪魔憑き騒そう動どうのほとんどは、このために彼が仕組んだものだ。今では、ユリエルもそのことを確信していた。

　周囲の教区民たちの間には、ざわざわと囁ささやき交かわす声が広がっていた。

　彼らの大たい抵ていは、ユリエルに疑いの目を向けている。ユリエルは今までにも何度も自分や他人の悪魔憑きを疑う教区民の相談を受けてきたが、そのことごとくを悪魔憑きではないと断言してきた。一度だけ例外だったのは、母親が連れてきたという幼い少女だ。だが、それも少女が逃にげ出したところしか、教区民は知らない。

「今までの悪魔憑きが全部偽にせ者ものなんてのも、信じられねえな」

　そんな声が聞こえてくる。そういった声は次し第だいに大きくなる。人は、結局は自分の信じたい情報しか信じない。悪魔憑きがいることを喜ぶわけではないが、これほど周囲に悪魔憑きが溢あふれる中で、ただ一人悪魔憑きを否定するユリエルの言葉は、かなり奇き異いに映っただろう。

　今までは司祭という身分がその言葉を補っていた。

　だが、今、ユリエルに対たい峙じしているのは大修道院の院長だ。

　教区民には直接関わりがないとはいえ、同じ聖職者、それもより高位にあると思われる人間が、ユリエルの言葉を否定しているのだ。

　分が悪すぎた。

「……それに、失礼ながら、あなたの以前いらした修道会のことも、少々気になりますね、ファーザー・ユリエル」

　不信の眼まな差ざしが集まる中、サイラスはついにその話題を口にした。

　おそらく、言うべきタイミングをはかっていたのだろう。ユリエルが異い端たんとされた【聖ミカエルの剣けんと騎き士したちのための修道会】──通称、聖剣騎士団の出身である話は、勿論まだ教区民は知らない。サイラスは、この悪魔憑き騒動に絡からんで、ユリエルを今度こそ異端とするつもりだろう。悪魔憑きを庇ったとか、そんな理由をでっち上げて。

　四年前、聖剣騎士団を潰つぶした時と同じように。

　ユリエルは知らず奥歯に力を入れていた。胸のうちに燃え上がる怒いかりと憎ぞう悪おは聖職者にふさわしいものではない。結局自分は自分と周囲を偽ってきたのかも知れないと思う。

　聖職者面して、こんなふうに腹の内では負の感情を飼っている。

　それでもユリエルは屈くつするわけにはいかなかった。サイラスの狙ねらいはユリエルのさらに向こう。ユリエルを庇ひ護ごした王都のラヌルフ司教だ。

　自分が異い端たん視しされることで、命の恩人である司教に迷めい惑わくをかけることは避さけねば。

「私が過去にどこに所属していたかが重要だとは思いません」

「勿論、そうでしょう。人は罪を悔くいれば許されるべきです」

「罪では、」

　ユリエルはハッとして言葉を飲み込んだ。騎士修道会は公式には異端とされたままだ。そこに所属していたことを罪ではないと言えば、ユリエルの信しん仰こう心が問われる。

「……いえ」

　ユリエルは、修道会を否定する言葉を言わねばならない。

　何度も、自分に言い聞かせ、彼はなんとか口を開いた。

「私は──」

「そんなふうに言う必要はないわ、司祭様」

　突とつ然ぜん、そう言ったのは。

　扉とびらを開けて入ってきた、修道服姿の女だった。

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】！」

　昼間に現れた彼女を、多くの信徒が驚おどろきの目で見た。後あと退ずさり、囁き交わし、扉からユリエルらのところまで、勝手に道ができる。

　その中を、彼女はゆうゆうと進んだ。

　ユリエルは彼女の正気を疑った。周りは教区民だらけ、しかも昼間だ。教会の中は幾らか薄うす暗ぐらいとはいえ、これは危険すぎる。

「これは……噂うわさの異端者ですか」

　驚きつつも、取り乱しはせず、サイラスは言った。すぐに周囲の信徒に向かって語りかける。

「神の教えに逆らう異端者を恐おそれることはありません。神の御み前まえではその罪は明らかです」

　怒ど鳴なっているわけでもないのに、その声はよく通った。信徒たちは互たがいに顔を見合わせる。サイラスとは違ちがって、彼らは【黒い羊ブラツクシープ】が人並み外れた力を持っていることも、悪党を打ち倒たおしてきたことも知っていた。

　戸と惑まどいが広がったが、その中から数名、【黒い羊ブラツクシープ】を捕とらえようと背後からおそるおそる近づく者たちもあった。サイラスと一いつ緒しよに来た、彼の従者たちだ。

　彼らへ、【黒い羊ブラツクシープ】は振ふり返りもせず忠告する。

「怪我けがはさせたくないの。そこで止まってなさい。それに──面おも白しろいものを見み逃のがすわよ？　ねえ、院長様？」

　サイラスの大人しそうな顔が微かすかに歪ゆがむ。

「異端者よ、迷いをまき散らすのはおやめなさい。この聖なる場を恐れ、退きなさい」

　小さな身体からは想像できない、朗々たる声だ。ユリエルは、仲間の仇かたきとはいえ、責務として彼を背後に庇うように進み出た。

「サイラス様。どうかこの場は……」

「あなたに用はないわよ、司祭様。あたしはそこの院長様に用があるの。だって、院長様のはかりごとでしょう？　食い詰つめた人たちや、流れ者を使って、悪あく魔ま憑つきを演じさせて？」

　群衆がざわめいた。

　サイラスは、咳せき払ばらいでそれを幾らか落ち着かせて言った。

「なんの証しよう拠こがあってそのようなことを？　いいえ、このような世よ迷まい言で騙すのは悪魔の常じよう套とう手しゆ段だん。これ以上の話は無駄でしょう」

「証拠ねえ。あなたの従者であるグレイって男が、あちこちで金をばらまいて人を雇やとっていたそうだけど？　そこの悪魔憑きだって人も、グレイとは会ってるわね？」

　縛られた男は、そうだとも違うとも言わない。代わりにサイラスが彼女と男との間に割って入って言い放った。

「漆しつ黒こくの毛を持つ羊よ、群れを乱すのはおやめなさい。おまえは神の子羊の群れに混ざってはならぬ存在。わめき立てたとて、おまえの口から出るのは呪のろいの言葉と偽りばかりです」

　聖剣はユリエルの傍かたわらにはない。もはやあの剣が自分に力を与あたえてくれるとも思えず、櫃ひつにしまいこんだままだった。ユリエルはそれでも、一歩前へ進み出た。

【黒い羊ブラツクシープ】はユリエルに注意を払はらいつつ、サイラスと、その背後の男に対して言った。

「そこの人って、最近サクスにやってきたそうね。院長様とグレイは頼たよる者もいない流れ者に手を差し伸のべてあげたってわけ？　素す敵てきだわ、その仕事の内容が悪魔憑きを演じるなんてものじゃなければね！　グレイはもう捕つかまってる。喋しやべったわよ、勿もち論ろん。悪魔憑きを偽らせるために、今院長様の後ろにいる人を雇ったってね！」

　周囲のざわめきが大きくなる。それに乗じるように、背後から近づいていた男たちの一人が【黒い羊ブラツクシープ】に飛びかかったが、彼女はひらりとかわし、逆に相手の腕うでを摑つかんで背中に捻ひねり上げてしまった。

　痛みに悲鳴を上げる男を見て、次に踏ふみ込もうとしていたもう一人が躊ちゆう躇ちよした。

　そちらへ向かって、彼女は捕らえた男を放ほうり出して完全に足を止めさせた。

「暴ぼう力りよく沙ざ汰たは聖域では許されません」

　サイラスが、そう声を張り上げ、動こうとしていたユリエルを制して進み出た。

「この者がグレイに雇われていたというのですか。なんという濡ぬれ衣ぎぬを！」

「濡れ衣じゃないわ。噓うそだと思うなら代官に確かめなさい。グレイはもう証言してる」

　その言葉に、周囲のざわめきは大きくなり、次第に不信の目が縛られた悪魔憑きの男に向けられる。

「代官だって確かく認にんしてる事実よ。あなたがグレイに命じてそうさせたっていうのもね！」

「グレイは心の弱い男でした」

　悲しげとさえ言える顔で、サイラスは首を横に振った。

「何を思ってそのような証言をしたのかはわかりません。彼が真実、人を雇ったのかも。しかし私がその件に関わっているというのは真っ赤な噓です。代官の取り調べが厳しく、心の弱さに悪あく魔まが宿ったのかもしれません。そうしてそのような言葉を言ったのかも……」

「へえ。グレイに命じてそうさせたのを否定するのね？」

「勿論です。代官もそう考えたからこそ、私はこうして自由に出歩いているのです。悪魔に取り憑かれたグレイが、同じく悪魔に憑かれた者のことを悪魔憑きではないと言うのは、単に悪魔の策略ではありませんか？　悪魔憑きを野に放つための」

「あ、そ。でも、それってグレイはどう思うかしらね──」

【黒い羊ブラツクシープ】はユリエルに蹴けられて扉のすぐ手前まで退いていた。その扉の後ろから、彼女は一人の男を引っ張り出す。両手両足を縛しばられて、口にも布が嚙かまされている。その布を取り払い、彼女は男を衆目の前にさらした。

「こっそり牢ろうから連れ出しちゃった。さあ、グレイ、どう思うの？　あなたのご主人様はあなたのことを悪魔憑きだって──」

「サイラス様！」

　グレイは鼠ねずみ色いろのマントも取り上げられ、一番粗そ末まつな服だけを身に着けていた。

　城に囚とらわれていたグレイを連れ出すのは、生やさしいことではなかったはずだ。

　ユリエルは、レオンのことを思い出した。あの若き代官は、悪魔憑き騒そう動どうにサイラスが関かかわっていると語る時、ひどく悔くやしそうにしていた。サイラスには手出しがしにくいと、代官も理解していたのだ。

　だから、ひょっとすると、グレイの警備が少々手て薄うすになっていたという可能性も、ある。

【黒い羊ブラツクシープ】に頼るのは気分のいいものではないだろうが、あの代官ならば、一いつ切さいのおとがめなしで主犯を逃のがすよりはマシと考えるかもしれない。グレイという証人がいれば、彼女はサイラスを追いつめられるかもしれないのだ。警備を強化して可愛かわいい弟分のために【黒い羊ブラツクシープ】を捕まえるのと天てん秤びんにかけて、相当悩なやみはしただろうが。

「それではお約束は!?　領地に戻もどったら取り立ててくださるとおっしゃっていたではありませんか！　私は、私の家族はどうなるのですか！　あなたが！　あなたがやれと……」

「お黙だまりなさい、悪魔憑きよ」

　サイラスの声から、穏おだやかな響ひびきは消え去っていた。悪魔を前にした時のユリエルですらここまでではないだろう。

　彼を恐れたように、グレイは急に口を噤つぐんだ。顔が青ざめていく。サイラスが、その気になればグレイの家族だってどうとでもできる力を持つことを思い出したのだろう。

　だが、周囲のサイラスへの印象を変えるには、十分だった。

　教区民の半数程度はまだ戸惑った顔でサイラスやユリエルの様子を窺うかがっているが、残りは先さき程ほどまでユリエルに向けていた不信の眼まな差ざしを、今はサイラスに向け始めていた。

「院長様が……？」

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】は噓は言わないぞ……」

【黒い羊ブラツクシープ】は口元に笑えみを浮うかべ、朗々たる声で言った。

「代官も領主もあなたを捕まえられないわ、サイラス。でも、あたしは違う。この都市に来たのなら覚えておきなさい。サクスには悪党の喉のど笛ぶえを狙ねらう黒い羊がいるってことを！」

　教会の中であり、高位聖職者を前にしていたため、あからさまに歓かん声せいを上げる者こそいなかったが、場の空気は【黒い羊ブラツクシープ】に支配されていた。

　ユリエルは、もう十分だから早くこの場から逃にげてくれと心の中で念じていた。

「……なんということでしょう」

　だが、サイラスが、穏やかながら、どこか平へい坦たんな声で言った。

「この教区の者たちは、愚おろかな悪魔憑きの世迷い言を信じるのですか。それは……ファーザー・ユリエル。あなたの責任ですね？」

「な……っ！」

【黒い羊ブラツクシープ】の口から、驚きよう愕がくの声が漏もれた。

　その時──

「きゃはははははは！」

　少女の笑い声が響いた。

　全員がぎょっとして声の聞こえてきた方を向いた。笑っていたのは戸口のところにいた少女だった。いつの間にそこに現れたのか、誰だれも気付かなかった。長い髪かみを結ゆわずに肩かたに垂らし、少女は笑っていた。

「！　あなた……」

【黒い羊ブラツクシープ】はその少女に覚えがあったし、それはユリエルも同じだった。もしかしたらこの場にいる教区民の中にも、その少女の姿を見た者がいるかもしれない。

　それは数日前、悪魔憑きだと言われて母親に連れてこられた少女だった。ユリエルが悪魔に関わった者だと断罪し、コンスタンティンが庇かばった、あの少女だ。

　少女は、けたけたと笑っていた。楽しそうに口を大きく開けて。

　その身体からだが、徐じよ々じよに膨ふくらんだ。

　手足が長く伸びる。子どもらしく小さかった手から肉が落ち、指は長く伸び、手の甲こうに血管がぼこぼこと浮き出るほどに肉が薄うすくなる。健康的だった赤みがかった肌はだの色が不健康な土気色に。白いワンピースが、黒っぽい色のマントに。

　最後に長い金きん髪ぱつが肩までの白はく髪はつとなって、それは顔を上げた。

　その顔に、もう少女の面おも影かげはない。

　顔立ちは繊せん細さいで美しく、どちらかといえば女性的な雰ふん囲い気きがあるが、細く、窶やつれ、儚はかなげだ。あまりに瘦やせているので、骸がい骨こつを思わせるところもある。黒い目は大きく、睫まつげは長い。

【色いろ褪あせたマントの男】が、そこに現れていた。

「悪あく魔まだ……！」

　誰かがそう叫さけんだ。

　確かに、誰の目にも、少女は悪魔憑つきではなかった。悪魔そのものだった。

　礼拝堂内に悲鳴が響き、誰もが【男】から離はなれようとした。

　だが、【男】は素す早ばやく身構えると、突とつ然ぜん一番近くにいた信徒に襲おそいかかった。【黒い羊ブラツクシープ】が【男】を蹴り飛ばしたが、その時には信徒の腕からは血がだらだらと流れていた。

「ひ、ひっ、嚙みつかれた、腕、俺の腕！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、傷口を押さえて！」

　嚙み跡あとはぎざぎざで酷ひどいものだったが、深くはない。【黒い羊ブラツクシープ】が嚙まれた信徒を[image: ]しつ咤たし、駆かけつけたユリエルがその傷を押さえてやった。【色褪せたマントの男】は、彼らを見て身を翻ひるがえした。色褪せたマントが、日の光に溶とけるように消え、代わりに同じような色合いのカラスが一羽現れる。

「くそっ！」

【色褪せた羽のカラス】を追って、【黒い羊ブラツクシープ】は駆け出した。

　残された信徒たちはその場に蹲うずくまって震ふるえる者、十字を切って祈いのりを捧ささげる者、様々だった。数名はユリエルのそばにきて、怪我けがをした男の手当てを手伝ってくれる。

　……怪我人を教会から司祭館の方へ運び出してもらい、残る信徒に声をかけようとしたユリエルの背後に、ひたりと、立つ者があった。ユリエルはぞっとして振ふり返る。

　近寄っていたサイラスは、ユリエルを悲しそうな目で見上げて言った。

「今のは、どういうことです？」

「……悪魔です。あの少女の姿に化けていたのでしょう。数日前にもこの教会に来ましたが、その時は逃げられました」

「あなたは何故なぜ今【黒い羊ブラツクシープ】を逃がしたのです？」

「逃がしたわけでは」

「いいえ、逃がしました。【黒い羊ブラツクシープ】が悪魔とともに現れ、悪魔が信徒を傷つけたのに、あなたは【黒い羊ブラツクシープ】を逃がしたのです。つまり、口にするのも恐おそろしいことですが、あなたもまた、彼らの仲間なのでは？」
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　ユリエルは、目の前が暗くなるのを感じた。結局、そうなるのか。

　諦あきらめにも似た思いを抱いだき、口元に苦く笑しようを浮かべながら、ユリエルは呟つぶやいた。

「つまり、私を異い端たんとして告発されるのですね」

「理由としては、十分です」

　サイラスは、あくまで悲しそうな目でそう言った。
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　色褪せた羽のカラスはスレート葺ぶきの屋根の上に舞まい降りた。

　ふ、と一つ身み震ぶるいすると、カラスの姿は膨れあがり、同じ色合いのマントを羽織った細い男が現れる。美しいが、ひどく瘦せた男は、屋根の上に立ち上がった。

　眼下の通りは人通りが絶えなかったが、誰も男に気付いた様子はない。男はその存在を、綺き麗れいに周囲にとけ込ませていた。

「どこへ行く、【錆さび】よ」

　声がかかって、男は振り返る。いつの間にか、同じ屋根の上に、一いつ匹ぴきの黒くろ猫ねこが蹲っていた。猫ねこは若い男の、微かすかに鼻にかかった甘い声で言った。

「お遊びが過ぎるぞ」

「これは、【夜明け前の海の御お方かた】」

　瘦せた男は微笑ほほえみ、猫の前に跪ひざまずいた。

「お遊びとは不思議なことを。私はただ、よりよい流血と混乱を望むだけです。司祭は信しん頼らいを失い、神の家の権けん威いは失しつ墜ついする。私がいたからです。素す晴ばらしいことではありませんか」

「この土地では手出しは無用だ。そう言いつけておいたはずだが……まだわからぬのか？」

「勿もち論ろん、ご意向は存じております。けれど仕方ないのです。何しろこれだけの悪がこの土地には溢あふれているのです……ついつい楽しみたくなるのが吾われらの性しよう分ぶんというものでしょう」

「退け、【錆】よ」

「……私は争いは嫌きらいです。勿論、そう命じられれば退きましょう……」

【錆】と呼ばれた男はぼんやりとした笑みを浮かべたままそう言った。

　その姿がかき消える。

　一いつ瞬しゆんのちには男は猫のすぐ後ろにいた。猫は飛び退のいて、男を振り返った。

「退くのではなかったか？」

「私は流血と混乱が見たいのです」

　男は腕うでを広げ、嬉うれしそうに言った。

「それを諦めろとおっしゃるのなら、少々あなたと遊ばせてください、可愛らしい猫の御方」
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　どんなに地上を速く走れても、空を行くものには敵かなわない。

　コンスタンティンは息を切らしてそれを実感した。

　だいたい、まだ昼間だ。こんな時間に【黒い羊ブラツクシープ】の恰かつ好こうで出歩けば、当然見とがめられ、追われるはめになる。結局追つい跡せきを諦めて、途と中ちゆうでこっそり服を着き替がえ、隠かくれ家がへの道を辿たどったのが午後も遅おそくなってからだった。

　コンスタンティンは修道服を袋ふくろに詰つめて、目立たない男物の服を着ていた。マントのフードをしっかり被かぶり、俯うつむき気味で周りの速度に合わせて歩く。歩き方の癖くせもいつもとは少し変えたから、あとは知り合いに正面から出くわさないことを祈るしかない。

　悔くやしかった。

　コンスタンティンは悪魔憑きすべてを偽にせ者ものだと思っていたが、そうではなく、本物も紛まぎれ込んでいたのだ。本物の、肉を持った悪あく魔まが。

　ユリエルは娘むすめを悪魔そのものだと主張したが、あれは正しかったのだ。

「くそ……腹減った……」

　コンスタンティンはヒースの娼しよう館かんを出て、街はずれの空き家に隠れていた。

　だが、近道のために繁はん華か街がいを抜ぬけたから、娼館の前をちょうど通りかかった。あの窓が泊とめてもらった部屋だったなと思いながらふと目を上げると。

　窓辺に、黒猫がいた。

　見間ま違ちがうわけがない。あれはコンスタンティンの夫を自じ称しようする悪魔だ。

　気になって、迷ったが、コンスタンティンは裏から娼館に入った。もう頼たよらないなどという啖たん呵かを切って出て来た手前、ヒースと顔を合わせるのは少々恰かつ好こう悪い。

　人に見とがめられないうちにと、素早く二階に上がる。

　部屋に入ると、猫は見かけた時と同じように、窓まど枠わくに横たわって目を閉じている。

「ここで何してる？　傷って、もういいのか？」

　猫の姿では、腕にも腹にも昨夜の傷の名残なごりは見えない。それでも昨夜は随ずい分ぶん深手を負わされていたから、少し心配だった。

　猫はコンスタンティンが近づくと、薄く目を開けて言った。

「自じ称しよう悪あく魔ま憑つきが溢れておるからな。悪魔を騙かたるのは大きな悪徳となる。この街には今吾わが輩はいのための魔ま力りよくが溢れておるのだ」

「！　傷の回復が早いってことは、魔力の回復も早いんだよな？　じゃあ、地じ獄ごくにも……」

　そもそも悪魔がここに留とどまっているのは、地獄への扉とびらを開くための魔力が回復しないからだ。コンスタンティンを肉を持ったまま連れて行くためには扉を開けねばならず、そのためにはそれなりの魔力が必要とされる。

　魔力が回復するということは、コンスタンティンに残された時間があと僅わずかになってしまったということだ。

　だが、悪魔は何も言わなかった。もうすぐそなたを連れて行けるぞとか、待ち遠しいとか、そういった言葉は一つもなかった。目を閉じて、関係のないことを呟く。

「……それで、どうしたのだ。何故ここに来る」

「君こそ！　僕は君を見かけたから、どうしたのかと思って来たんだよ」

　黒猫は、ゆらりと尻尾しつぽを振った。

「大した用ではない。もう済んだ」

「……？　あ、そうだ！　悪魔が出たんだ！　君以外のさ！」

「知っておる」

　コンスタンティンは猫をまじまじと見つめた。

「……知ってる？　じゃあ、そいつの居場所とかも？」

「【錆】はすでに吾輩の下に戻もどった。これ以上暴れさせはせぬ」

「…………ちょっと待て」

　猫は閉じていた目を薄うすく開けた。

「【錆】はもはやここを乱すことはない。気にするな」

「【錆】？　それがあの悪魔の名前なのか？　君の下に戻った、ってのはどういうことだよ。君の配下にあるってことか？」

「そうだ。【錆】は吾わが魔力で抑おさえておる。この傷の回復に気を取られて少々自由を与あたえてしまっただけだ。もう二度とない」

「だって……なんで？」

　コンスタンティンは、本当に、まったくわけがわからなくて、困こん惑わくしていた。

「なんで、君が同じ悪魔が暴れるのを防ぐんだ？　悪魔なら、君の仲間じゃないのか？　君が呼んだとか、そういうことじゃないのか？」

「【錆】は悪徳に引き寄せられて来ただけだ。悪魔憑きたちの間に交じって、雇やとわれたふりをして、楽しんでおったのだ。時折偽者をつまみ食いしてな」

「つまみ……」

　ぞっとして、コンスタンティンは息を飲む。つまり、偽にせ悪魔憑きたちがいなくなっていたのは、あの悪魔に捕とらわれ、『つまみ食い』されたためだというのだ。どうりで、偽悪魔憑きたちがいなくなる前後に、【色いろ褪あせたマントの男】が目もく撃げきされているわけだ──

「どうして言ってくれなかったんだ、最初に！　わかってたなら！」

「言えばそなたは手を引くのか？　そうではあるまい。悪魔が関かかわっているなら自分が追い出すのだと、余計うるさく言ったに違ちがいない」

「う……」

　コンスタンティンは反論できない。

　だが、それでは、この悪あく魔まが【錆さびの悪魔】を支配下においているというのは──

「じゃあ、僕が危険な目に遭あわないように、君がその【錆の悪魔】とやらをやっつけて、自分に従わせてくれたっていうのか」

　悪魔は、答えない。

　コンスタンティンは苛いら立だって、拳こぶしを固く握にぎりしめた。

「なんだよ、それ！　君がなんで僕をそこまでして守るんだ」

「妻であろう」

「そうだけどさ、でもそれにしてもおかしいだろ。だって……」

「そなたは勘かん違ちがいしておる。悪魔同士は仲間ではない。吾らは互たがいに必要とあらば争う。吾輩は縄なわ張ばりで他所よそ者ものの野の良ら猫ねこがうるさくしておったから、少々痛めつけただけだ」

「……そんなふうに怪我けがをしてか？」

　猫ねこの首には、昨夜はなかった、塞ふさがりかけの傷があった。

　こちらの傷はユリエルとの戦いで負ったものとは違って、毛に血がこびりついている。悪魔同士の戦いは悪魔祓ばらい師との戦いとは違うのだろうが、どちらにせよ彼は傷ついている。

「ファーザーのところに行ったのも、僕の復ふく讐しゆうのつもりだったんだろ」

「……あの晩、そなたと司祭との間に何があったのか、正確には吾輩は知らぬ。エリカとかいう娘とそなたの話をちらりと耳にしただけだ。本来ならば、吾輩がついているべきだった。だが吾輩は、【錆】を押さえ込むために手間取り……気付いた時には、そなたは傷つけられていた。だから、吾輩は司祭に思い知らせに行っただけだ。吾輩のものに手を出せばどうなるかということをな」

　それで、悪魔はあの夜姿を現さなかったのか。

　そしてあとからコンスタンティンの状態を知り、魔力が回復するのを待って、ユリエルに復讐に行った、と。

　コンスタンティンのために別の悪魔を追い払はらい、司祭に復讐し、滅ほろぼされかけたという悪魔を前にして、コンスタンティンは戸と惑まどっていた。

　あまりにこの猫は傷つきすぎている。

「何故なぜ吾輩に口づけした」

　それなのに、そんなことを口にする。

「……君が、キスのこと気にしてたから」

「気にすれば口づけるのか。そうではなかろう。そなたが望む時に、望むようにするべきだ。吾輩も、吾輩の望む時にそうする」

　悪魔にお説教されるなんて、どういうことだろう。だいたいこの悪魔はついこの間まで、あの手この手でコンスタンティンの唇くちびるを奪うばおうとしていたはずなのに。

　今は、コンスタンティンの意志を気にするのか？

「……君はさ」

　不意に疑問が浮うかび、コンスタンティンは気付いた時には口走っていた。

「魔力が回復したら、僕を地獄へ連れて行くんだよね。魔力で魅み了りようしちゃってさ」

　当たり前のことだ。すべての前提になっていることだ。

　それなのに、悪あく魔まはそうだとは言わなかった。ただむっつりと黙だまって目を閉じている。

「……なあ、」

「吾輩が、どこでそなたと過ごすかなど、どうでもいいことなのだ」

　やっとそう言った。けれど、それは今まで彼が口にしてきた言葉とまるきり違う。コンスタンティンはひどく嫌いやな予感を覚えながら言った。

「どうでもよくないだろ。地上じゃ危険だ。ファーザーが追ってくる。それで僕を地獄へ連れ帰りたいんだろう？　魔力が戻れば、君は僕を魅了して地獄へ連れて行くんだよな？」

「…………」

「なあ……君は」

「魅了の魔力は使わぬ。あれを使えば誰だれも同じになる。そなたである意味が……なくなる」

　じわりと、嫌な予感は確信となって胸に広がる。以前から感じていた違い和わ感かんが、形になる。

「……君は、変わったんだな」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、猫はそっぽを向いた。

　だが、もうコンスタンティンにはわかってしまった。この猫は変わった。もうコンスタンティンを無む理り矢や理り地獄へ連れて行くことはないかもしれない。それほどに変わってしまった。

「どうして？」

「そなたは、」

　猫は、そっぽを向いたまま言った。

「真実も自由もいらぬと言った。男として、偽いつわりの生をここでしがらみに塗まみれて生きたいと。まったく理解に苦しむ。そのようなことを言った花はな嫁よめは他ほかにいない。今までの花嫁は魅了の魔ま力りよくに支配され、吾わが輩はいとともに在ることを喜び、決して口答えもしなかった。そなたは違う。反はん抗こう的で、欲よく深ぶかく、まったく柄がらが悪い。吾輩は……」

　そうやって言葉を切るさまは、自分の内面を見つめ言葉を探すようだ。

「違うのが、よいと思ったのだ。そなたはともにいて面おも白しろい。吾輩はそなたによって何度も驚おどろかされた。だが、そなたは吾輩のやり方では自分が死ぬと言った。吾輩は他のやり方などわからぬ。だから、そなたの望みを叶かなえることにしたのだ。そなたはここに残りたいのであろう。司祭に知られたとはいえ、殺せば、まだ間に合う」

　コンスタンティンは、ゆっくりと、瞬まばたきをした。絶望的な確信が胸を支配していた。

　この悪魔と出会って以来、ずっと、否定し続けてきたものがある。

　悪魔の感情だ。

　愛していると囁ささやく彼の言葉を、コンスタンティンはことごとく否定し、無視してきた。赤ん坊ぼうの彼女の見た目が気に入ったから地じ獄ごくへ連れ去ろうなんて、到とう底てい愛とは思えなかった。

　けれど、今は違う。

　他者のために傷ついて、他者のために自分を犠ぎ牲せいにする。

　それは、コンスタンティンのよく知る、愛だ。

　深く、強い愛だ。

「噓うそだ……」

　何かの勘違いか、それとも悪魔の偽りではないか。

　コンスタンティンはそう思って、何度も胸で問い直す。

　だって、困るのだ。

　もし、この悪魔が本気で自分を愛していたら。愛し始めていたら。

　それをどう拒こばめばいい？

　こんなふうに、自分でも初めての感情に戸惑い、むっつりと不ふ機き嫌げんそうにしている悪魔を前にして、それは愛じゃないと言うことはできない。

　どう考えても、それは愛なのだ。

　今にして思えば、兆候はあった。悪魔はコンスタンティンの頼たのみを聞き届け、自分で立てた計画を潰つぶし、グロリアから彼女を守ってくれた。あれはおそらく、決定的な変化だったのだ。

　それが、今、ついにコンスタンティンにもわかる形で現れただけなのだ。

「君、ファーザーに滅ぼされるぞ」

「そうなれば」

　黒くろ猫ねこが、金色の目で彼女を見上げた。

「そなたは自由だな」

「……君は！」

「案じるな。滅ぼされたいとは思わぬ。そなたを見守れぬからな。それに、滅ぼされても大たい抵ていは地獄へ戻もどるだけだ。吾輩は、そなたの望みを叶えたいだけだ。そなたの邪じや魔まをする者は、すべて取り除く。それだけだ」

　その言葉と、その眼まな差ざしに、悪魔の本気が感じられた。

「すべて……って、」

　コンスタンティンの邪魔をする者を、この猫がすべて取り除くとしたら。

「……すべてだ」

　その時になって、コンスタンティンは悪魔の傷から漂ただようのとは違ちがう、血の臭においに気付いた。

　見れば、床ゆかには点々と、血の滴したたりがあった。

　血は扉とびらの向こうへと続き、廊ろう下かに出てから、別の部屋の前で消えていた。

　扉を開けてその部屋に飛び込むと、窓まど際ぎわに蹲うずくまるヒースの姿が見えた。

「ヒース!!」

　コンスタンティンは絶ぜつ叫きようし、血ち溜だまりの中に倒たおれるヒースのそばに駆かけ寄った。

　呼吸が浅い。顔は蒼そう白はくで血を失っている。コンスタンティンは目に涙なみだを溜めて悪魔を振ふり返った。悪魔は、彼女のあとを追って、けれど彼女よりはゆっくりと部屋に入ったところだった。

「どうして!?　ヒースは助けてくれたんだ！」

「この男はそなたを罠わなにはめた。勘かんづいておったのだ。人ならぬ者が悪あく魔ま憑つきの中に交じっておると」

「噓だ！　そんなのわかるわけない！」

「わかるとも。この男は流れ者の出入りを把は握あくしていた。行方ゆくえが知れぬ者たちのことも知っていた。そなたが最初に話を聞きに行った男、コリンとかいう男が怯おびえていたのを覚えておらぬのか？　やつが怯えていたのは【錆さび】を見たからだ。この男に脅おどされていたからではない」

　コリンのことは勿もち論ろん覚えている。確かに様子がおかしかった。

「この男がどれだけの情報を集めているか、そなたは理解しておらぬ。あらゆる情報をこの男は手元に集め、そなたに自分が選んだ情報だけを渡わたしていた。そなたを誘ゆう導どうするためだ。そなたが悪魔憑きを偽にせ者ものと侮あなどり、司祭と対立することを望んでいたのだ」

「そんなの計算してできることじゃないだろ！」

「だがこの男は可能性に賭かけたのだ。そなたが司祭と対立し転がりこんでくる方にな。そなたを手に入れるためだ。その男は、最初からそなたを欲ほつしていたのだ」

「違う！　ヒースは本当は僕のことはなんとも……思ってない……」

　でも、おまえと堕おちたいなんて、この男が簡単に言うわけないのもわかっていた。

「その男が恋こいしかったのか？」

　コンスタンティンの頰ほおを、涙が一いつ滴てきだけ伝い落ちた。

　ヒースの名前を聞くと、コンスタンティンはいつも心が冷えていく。

　後こう悔かいと諦あきらめが心の半分以上を埋うめ尽つくす、そういう関係だった。

「……昔、憧あこがれてた、だけだよ」

　涙を拭ぬぐって、コンスタンティンは立ち上がった。廊下に向かって、声を張り上げる。

「誰か！　来てくれ、手を貸して！」




　施せ療りよう所から出てきた時には、日が暮れていた。

　日が落ちて空気はぐっと温度を下げ、コンスタンティンの汗あせばんだ身体からだを撫なでていく。

　ヒースの血が服についていた。

　ぼんやりと、しばらくその場に立ちつくしていた。

　ヒースが助かるのかどうかよくわからない。

　宿で応急手当てをして、施療所に運び込んだ。寄付で成り立つ施療所には医師が数名いて、ヒースは彼らの手に委ゆだねられた。コンスタンティンが見たところでは、何カ所も、獣けものの爪つめに引っかかれたような傷があった。深いものでも内臓までは及およんでいなかったが、膿うむことなく傷が塞ふさがるのか、どうか。

　施療所の塀へいには猫ねこが一匹ぴき蹲うずくまっていたが、コンスタンティンはそちらを見なかった。

　──これが、自分の愛だと、猫は言うのだろう。

　ヒースは危険で、コンスタンティンの望みにとっては害悪だから。前にもそんなことを言われたが、コンスタンティンはヒースに会うのをやめなかった。だから悪魔はヒースを殺すことにした。ヒースの執しゆう着ちやくにすら、気付いていたから。

（ヒースが死んだら）

　閉とざされた門の前で立ちつくし、ぼんやりと考える。

（僕はあの悪魔を恨うらむのかな）

　どのみち、ろくな死に方はしないだろうとは思ってきた。ろくでもない悪党だから、似合いの結末があるだろうと。

　だが、彼が自分のせいで死ぬなんて、そんなのは考えたこともなかった。

（ヒースはいつも勝手で。僕のために何かするなんてことは絶対なかったから）

　コンスタンティンは悪あく魔まを見た。

「これが、君の」

　悪魔は目を細めてコンスタンティンを見下ろした。金色の目が、月のようだった。

「君の愛だって言うのか」

　コンスタンティンの呟つぶやきに、悪魔は答えなかった。

　……馬の蹄ひづめの音が聞こえた。

　顔を上げると、レオンが馬上から彼女を見下ろしていた。

「……コンスタンティン？」

　レオンは驚いた声でそう言った。コンスタンティンは、自分が僧そう衣いではなく、男物の平服を着ていることに気付いた。

「どうした。その恰かつ好こう」

「あ、これは……」

　レオンは馬から降りて、コンスタンティンの顔を覗のぞき込む。

「今までどこにいた？　ファーザーと何かあったのか。数日前から姿が見えないって、ジャックが言ってたぞ」

「その……なんでもないんです。ファーザーとは、ちょっと、顔を合わせづらくて」

「まさかヒースのところにいたのか？」

　どうして、彼がそこまで知っているのか。

　レオンは頭をがりがりと搔かいた。

「くそ！　なんであいつなんだ。俺だってジャックだっているだろ、他ほかに──」

「あの、どうしてヒースのところだって」

「ヒースが殺されかかったって聞いて来たんだ。くたばったか確かく認にんしにな。生きてたら、まあ犯人の話くらいは訊きいておかないといけないからな。この施療所に運ばれたんだろ。そこからおまえが出てきたんだよ」

　精せい悍かんな顔立ちの若き代官は、猛もう禽きん類るいを思わせるその青い目に苛いら立だちの表情を浮うかべていた。

　いきなり、彼に頭をげんこつで殴なぐられる。

「!?」

「おまえ、少しは俺のことも頼たよれよ！」

　彼は憤ふん然ぜんとした様子で言った。

「そりゃ俺はヒースほど器用じゃないかもしれないが、おまえのことは俺なりに気にしてんだよ。情けなくなるだろ、俺のことは素す通どおりでヒースを頼られたりしたら！　代官としても、おまえの兄貴分としても！」

　コンスタンティンはまた泣きそうになった。涙を堪こらえたらちょっと変な顔になった。

「……うん」

　だから、それだけ答えたら、レオンは呆あきれた顔で彼女の頭を乱暴に撫でた。

「なんだよ、泣くことないだろ。そんなに痛かったか？」

　泣いてない。

　涙なんて流してないのに、そんなふうに言われて、また泣きそうになった。

「おまえまだファーザーのこと知らないんだよな？」

　レオンの手がコンスタンティンの頭から離はなれた。コンスタンティンは首を傾かしげる。

「ファーザーがどうかしたんですか」

「そのことでずっとおまえを捜さがさせてたんだ」

　レオンの表情は厳しく、張りつめている。

「ファーザー・ユリエルがサイラス院長に捕つかまった」

　──捕まった？

　コンスタンティンは大きく目を見開いた。

「それ、どういうことですか。捕まるって、何が……」

「難なん癖くせつけられたんだ。【黒い羊ブラツクシープ】とつるんでるとか、悪魔の手先だとか」

「サイラスって、どこだかの修道院長ですよね!?　そんなこと、サクスでできるんですか!?」

「実行しやがった。ほぼ、拉ら致ちだな」

「どうして、そんなことに……！」

　レオンは渋じゆう面めんになり、しばらくコンスタンティンの顔を見つめていた。

「……これは、内密の話だ。俺も今回知ったんだが、ファーザー・ユリエルとサイラス院長の間には、特別な因いん縁ねんがある。かつてファーザーのいらした修道会を、サイラス院長が異い端たんと悪あく魔ま信しん仰こうの疑いで告発されたんだ」

　──コンスタンティンの脳のう裏りに、無む惨ざんな傷きず痕あとの残る、ユリエルの手が浮かんだ。

　あの傷を隠かくすために、ユリエルは手て袋ぶくろをどんな場面でも外さない。

　夜中にしょっちゅううなされているのも知っている。

　修道会に異端の疑いがかかった時のことを夢に見るのだと言っていた。

　拷ごう問もんによって彼の身体には今もまだ痛ましい傷痕が残り、そして心もまた、目には見えないが、傷を負っている。

　その原因を作った男が。

　怒いかりで、ぶわ、と背筋からうなじにかけてのうぶ毛が逆立つのを感じた。

「サイラス院長は、ファーザー・ユリエルから今度こそ異端だという自白を引き出したいのかもしれない」

　レオンが、不ふ穏おんなことを口にした。

「そんな、それじゃあ、酷ひどいことされるっていうんですか。ファーザーが！　また！」

「……おまえ、ファーザーの異端審しん問もんのこと知ってたんだな」

　コンスタンティンはこくりと頷うなずく。

　頭の中は、どうすればユリエルを助けられるか、それでいっぱいだった。サイラスは確かに大きな修道院の院長で、権力もあったが、いきなりユリエルに手出しをすることはなかった。彼はユリエルを捕とらえる大義名分が欲しかったのだ。そうすれば、あとから拉致が問題視されても、言い訳ができると考えたのだ。

　そして、その大義名分を与あたえてしまったのは、【黒い羊ブラツクシープ】、コンスタンティンなのだ。

「ファーザーはどこなんですか。サイラス院長は城に逗とう留りゆうしてるって聞きましたけど」

「俺がおまえにこれを教えたのは、おまえを突つっ込ませるためじゃない。司祭館に帰らせて信徒を落ち着かせるためだ。彼らの目の前で、ファーザーは連れられて行ったんだ。動どう揺ようしている。この上おまえまでどうかなったら、あの教区の信徒たちはどうする」

「！　それは……」

　レオンはコンスタンティンを落ち着かせるように、彼女の肩かたに大きな手を置いた。

「ファーザーのことは俺がなんとかする。今は教会に戻もどれ」

「…………っ」

　しかし、ユリエルが隙すきを見せることになったのは、自分が原因なのだ。

　その場はおとなしく教区に戻るふりをしながらも、レオンから自分の姿が見えなくなった途と端たん、コンスタンティンは別方向に駆かけ出した。

　そのあとを、塀へいを下りた猫が追いかけた。




　サイラスについてはすでに一通り調べていた。

　サクスで彼が逗留しているのはグロリアの城だが、他にも市の郊外に修道院で所有している館やかたがあるらしいこと、そこに彼の従者が何度か出入りしていることは摑つかんでいた。館は数ヶ月前まではある裕ゆう福ふくな商人に貸し出され、その賃ちん貸たい料りようが修道院の収入になっていたが、商人が引っ越こしてからは無人のはずだった。

　そこでなければ、もう修道院に向かって発たったあとかもしれない。

　息を切らせて駆けつけると、塀で囲まれた館の前には槍やりを持って鎧よろいを着た男の姿があった。サイラスの私兵だろう。

　修道院の院長だからといって、武力を持たないわけではない。大修道院は広大な領地を有し、その院長は聖界領主として君臨するものだ。金で兵を雇やとうことも、領地を与えた封ほう臣しんから兵を集めることも、勿もち論ろん可能だ。

「くそ、昨日はいなかったぞ、あんなの……」

　コンスタンティンはひとまず塀の陰かげに隠れて兵士の様子を窺うかがった。異民族とおぼしき兵士二人は、傭よう兵へいだろう。裏手に回ることを考えて、一歩後あと退ずさった、そのとき──

　背後に人の気配を感じて振ふり返った。

　門の前にいた連中と同じような装備の傭兵がもう二人、館の裏手からコンスタンティンの方へ駆けてくる。

　コンスタンティンは身構えようとしたが、一いつ瞬しゆん後に自分が修道服姿ではなく、ただの男装で顔をさらしていることに気付いて動きを止めた。

　この恰かつ好こうで人ならぬ力を使えば、かえってユリエルに迷めい惑わくをかける。

　──制せい御ぎよしなければ。

　だが、咄とつ嗟さに力を抑おさえようとしたために、彼女の反応は普ふ段だんよりも遅おくれた。

　最初の一いち撃げきは避よけたものの、後ろに回り込んだ門番から槍の石いし突づきで殴られて、コンスタンティンは塀にぶつかった。
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　犯おかしてもいない罪の告白を拒こばんだら、最初に手袋を奪うばわれた。

　それから僧そう衣いの下、見えない場所を痛めつけられた。

　そこはサイラスの息がかかった館の一室で、ユリエルは椅い子すに縛しばり付けられ、肩まで僧衣を剝はがされていた。道具を並べて一通り相手の恐きよう怖ふを煽あおるというのはこういった場合の常じよう套とう手しゆ段だんだったから、彼は口から水を注ぎ込むための漏ろう斗とを見ても、ああ、水責めかとしか思わなかった。拷問の効果が薄うすいと見たのか、係の者たちは廊ろう下かに出て、何か相談している。

　サイラスは、【黒い羊ブラツクシープ】の仲間であるとしてユリエルを捕らえた。

　正式な審しん問もんならば教皇から任命された異端審問官の勤めだが、彼らは異端派の勢いが強い地域を巡じゆん回かいしており、サクスの近きん隣りんにはいない。

　だから、勿論、これは正式な異端審問ではない。

　しかし、この司教区を管かん轄かつする司教は老ろう齢れいで、司教を補ほ佐さする聖堂参事会もサイラスの縁えん者じやが多い。『悪あく魔まとの戦いのため、迅じん速そくに対処』しなければならないと言えば、この教区の教会関係者でサイラスを止められる者はいない。

　高位聖職者相手では、代官も動きにくいはずだ。

　ユリエルを庇ひ護ごするのは王都のラヌルフ司教という人物だ。悪魔を追うため、聖ブリジット教会の司祭としてユリエルを推すい薦せんしたのも彼で、ここの老司教がそれを認め、ユリエルを任命した形になる。

　ラヌルフが事態を知って抗こう議ぎすればサイラスも手を引き、正式な異端審問の手にユリエルを委ゆだねざるを得ないかもしれないが、それにはまだ時間がかかる。

（それまでは持ちこたえなければ）

　ユリエルは室内に残る人物を見た。

　小こ柄がらで温おん厚こうそうな修道院長は、僧衣の腹の前で手を組み、小首を傾げて彼を見ている。

「まだ、自らの罪を告白する気はないのですね。あなたはそうやって沈ちん黙もくと否定を続けることで、唯ゆい一いつの改心の機会を逃のがしているのですよ。神の御お力ちからにすがりなさい。あなたは間ま違ちがいを犯しましたが、それを認め、許しを乞こう時間はまだ残されています」

　サイラスの声は穏おだやかで、慈いつくしみや憐あわれみの気持ちさえ感じられた。

　ユリエルは口の端はしで笑った。笑うと僅わずかに痛むのは、最初にここに連れて来られたとき、兵士に頰ほおを撲ぶたれたからだ。すぐにサイラスは目に見える場所への暴力を禁じた。異端審問官に引き渡わたす時に、すでに傷だらけではまずいと思ったのだろう。

　ユリエルは吐はき捨てるように言った。

「あなたの狙ねらいはわかっています。私が異端を認めれば、ラヌルフ司教に累るいが及およびます」

「確かに、ラヌルフ司教にも責任を取っていただくことになるかもしれません。あなたが異端として処しよ罰ばつされなかったのは、あの方の口くち添ぞえのためなのですから」

「……そうして、あなたは最も邪じや魔まな人間を排はい除じよできるのですね」

「邪魔？　何か勘かん違ちがいしているようですね、ファーザー・ユリエル」

　サイラスはそう否定するが、ユリエルは構わず続けた。

「あなたの最大の敵はラヌルフ司教でしょう。彼は王の相談役として信しん頼らいも厚く、しかもまだお若い。司教位につくことを阻はばまれるとでも思っているのですか？　それとも、何か他ほかの目的が？　確かに彼はあなたを快く思っていませんが、だからといって、金で信徒たちに悪あく魔ま憑つきを偽いつわらせるなど。到とう底てい聖職にある者の、いえ、信しん仰こうを持つ者のなさりようとは思えません」

　サイラスは落らく胆たんした様子で首を横に振って語った。

「四年前、あなたを異端として火か刑けいに処すべきでした。四年生き延び、あなたはその間異端の教えを信徒に説いていたのですね。悲しいことです。あの修道会は、やはり根絶やしにすべきだったのです……一人残らず」

　ユリエルには、本当に彼が悲しんでいるようにすら見えた。サイラスの腹のうちをよく知っていても、なお。サイラスはそれほど完かん璧ぺきに『情け深い修道院長』を装っていた。

　ユリエルは吐き捨てるように言った。

「我々の修道会が何をしていたか、あなたは本当に理解していないのですか？　私たちを潰つぶし、悪魔との戦いをどうするつもりだったのです？　現に、ここ何年も、悪魔憑きは増え、悪魔の出現も止やまない」

「悪魔」

　サイラスは溜ため息いきとともにその言葉を吐き出した。

「それは確かに忌いまわしい存在です。しかし、その悪魔退治を口実にあなた方は力を得ました。寄進された土地や取引から得る収入はどれほどになりましたか？　国王陛下ですら、あなた方の権けん威いを無視できなくなりました。何しろ彼もまた、修道会から金を借りていましたからね」

　修道会は権力を得ていた。それは紛まぎれもない事実だ。

　そもそも、【聖ミカエルの剣けんと騎き士したちのための修道会】が設立されたのは、異教徒への布教と、信徒の保護、そして開かい拓たくのためだ。

　異教徒が改宗し、異教徒に味方していた悪魔どもが地じ獄ごくへ戻ったのちは、騎士たちの敵は大陸から流入した異い端たんの教えに染まる異端者となり、あるいは悪魔に憑かれた人間となった。

　そして、今度は彼ら自身が異端者として断罪された。土地と財産は分ぶん割かつされて王と一部の有力者たちのものとなり、異い端たん審しん問もんの役割は他の修道会に引き継つがれた。

　異教徒と悪魔の大部分がこの地上から消えた時に、それらと戦っていた彼らの行く末も決まっていたのかもしれない。

　けれど、それでも悪魔との戦いは終わったわけではなかったのに。

「悪魔退治を口実とおっしゃるのですか……！」

「実際には、悪魔憑きなどというものは本人の思いこみや誤解が大部分を占しめます。私は悪魔の実在を否定するわけではありませんよ、勿論。けれど、悪魔憑きよりも悪魔そのものよりも、私には異端者たちの集団が権力を得ていることの方がよほど大きな問題に思えたのです」

「なんということを……」

　ユリエルは眠ねむらせていた激情がうずくのを感じた。

「あなたは、信徒に悪魔憑きを装わせた。そのために、本物の悪魔を招いたのですよ!?」

「おや」

　サイラスは、不思議そうに呟つぶやいた。

「あれを招いたのは【黒い羊ブラツクシープ】とあなたでしょう。それに、このサクスに溢あふれかえった悪魔憑きのことは、私にはなんの関かかわりもありません。サクスは以前から『悪徳の都』と呼ばれていたとか……思うに、住人の悪徳が、これほど多くの悪魔憑きを生んだのでは？」

「…………っ！」

　怒いかりが、身を焦こがす。

　ユリエルは拘こう束そくされた椅子ごとサイラスに体当たりしようとした。

　だが、姿勢を崩くずしたままぶつかっていった彼を、サイラスはするりと避けた。

　派手な音を立てて床ゆかに転がったユリエルを見下ろし、サイラスは温厚そうな笑えみを浮うかべた。

「さすがですね。他の聖せい剣けん騎き士し団の方々もそうでした。最後まで本当に威い勢せいが良い。あなたの口を割らせるのは大変そうだ──」

「サイラァスッ！」

　ユリエルは椅子ごと倒たおれ、床に這はいつくばったまま絶ぜつ叫きようした。

　サイラスはその声に目を細める。薄い茶色の小さな目に、光の加減かちらりと輝かがやきが宿る。

「でも、いいものを見つけました。あなたも、あれを目にしたら少しは心を開いてくれるかもしれません」

　サイラスの言葉はどこまでも不ふ穏おんで、ユリエルは歯を食いしばって仇かたきを見上げた。
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　コンスタンティンは板張りの床に、後ろ手に縛られて転がされていた。

　館やかたの地下の一室だ。頭を殴なぐられ意識が朦もう朧ろうとしたところを囲まれ、捕つかまって、この部屋に連れ込まれた。殺風景な部屋は、本来は住み込みで働く者の寝しん室しつだったらしい。

　あとは、数発殴られただけだ。

　わざわざ兵士たちは目立つ顔を殴っていった。今も目と頰に違い和わ感かんがある。たぶん、腫はれている。問題は、痛みではない。悪魔の力が流れ込むせいで痛みは僅かだった。

　問題は、怪我けがの回復だ。

　悪魔の力のおかげで、コンスタンティンの肉体は素す晴ばらしい回復力を持つ。普ふ段だんは夜暴れても朝には大して目立たなくなるから便利だなと思っていたが、今は逆だ。あまりに速い回復は人外を疑われかねない。

「いつまでそうして寝ねているつもりだ」

　すぐそばで声が聞こえて、コンスタンティンはぎょっとして顔を上げた。

　床に、小さな鼠ねずみが一匹ぴき、蹲うずくまっていた。鼠は長い尻尾しつぽを揺ゆらして、彼女に向かって言った。

「そなたの力があれば、おとなしく殴られることはなかったのだ」

　悪魔の声だった。コンスタンティンは外の見張りに聞こえないよう、小声で返す。

「そりゃそうだけどさ。いきなりあいつらの前で縄なわぶち切って、逃にげろっての？　そんなの自分は人間じゃありませんよって吹ふい聴ちようするようなものじゃないか」

「では、今逃げるのだ」

「ダメだよ。僕、もうばれてるもん。聖ブリジット教会のコンスタンティン助祭だな、って確かく認にんされたよ、さっき偉えらそうなおっさんに」

　どうして僕をこんな目に遭あわせるんだと言い返したら、その男は、おまえが館の周りをうろついて中へ忍しのび込もうとしたからだ、おおかた司祭を助けに来たのだろうなんて言っていた。まったくその通りだったが、悔くやしかったから、散歩してただけだと言い返してやった。

「それがどうしたというのだ。そなたはどうせこの街から出るのであろう」

「出るけど、ファーザーが困るじゃないか。助祭が縄引きちぎって完全武装の兵士を素す手でで倒せる人外ですってことになったら」

　鼠は黙だまり込んだ。思案しているらしいが、外見からはよくわからない。

「では、どうするのだ。このままここで殴られ続けるつもりか？」

「せっかく捕まったし、隙すきを衝ついて逃げ出して、ファーザーも助けるってのが一番かな」

　コンスタンティンはそう答え、身体からだを起こした。手首と足首を縛しばられ、動きはとりにくかったが、身体を起こして座るくらいはできる。

「君は手出ししないでくれ」

「それは保証できぬ」

「わけわかんないね」

　コンスタンティンは溜息を吐いた。

「君は、僕のためだって言って別の悪あく魔まやファーザーと戦ったし、ヒースを殺しかけた。今度は僕を守るって言って、あの兵士たちを殺すのか？　君の愛は、血と暴力のことなのか？」

「他ほかにどうせよと言うのだ。吾わが輩はいは他のやり方など知らぬ」

　それはそうだ。何しろ彼は悪魔なのだ。

　愛を知ったとしても、彼の行動は血なまぐさく、コンスタンティンの想像を超こえる。

「……そうだね。悪かったよ」

　コンスタンティンは呟くように言った。

　その時、不意に悪魔がさっと部屋の隅すみに走って、暗がりに身を潜ひそめた。

　直後、足音が廊ろう下かから近づき、扉とびらが開く。

　扉を開けた兵士は、灯あかりもなかった室内にカンテラを置き、扉を開けたまま廊下へ戻もどった。

「？」

　扉は開いたままで、兵士も脇わきに退いたから、コンスタンティンから廊下が完全に見み渡わたせる。何をしたいのかわからず、彼女は小首を傾かしげた。出ろ、ということ？　罠わな？

　だが、すぐに別の足音が聞こえて、彼女は事態を察した。

　この数ヶ月で聞き慣れた、靴くつの音──

　ユリエルが、後ろ手に縛られたまま、廊下を歩かされてやってきた。

「ファーザー！」

　彼の姿が目に入った瞬しゆん間かん、コンスタンティンは叫さけんでしまった。立ち上がれないまま扉の方へ近づこうと這う。ユリエルは開け放たれたままの扉からコンスタンティンを見つけ、彼女の方へ駆かけ寄ろうとする──その腕うでを、後ろにいた雇やとわれ兵士が摑つかんで引き留めた。

「コンスタンティン助祭、どうして……！」

　ユリエルには見たところ目立った傷はない。口の横に少し痣あざがあるくらいだ。が、やや右半身を庇かばうような歩き方をしている。見えないところを痛めつけられているのだろう。

「ごめんなさい、僕は大だい丈じよう夫ぶです！」

　コンスタンティンはそれだけ叫ぶので精せい一いつ杯ぱいだった。この対面が目的だったのか、ユリエルは引っ張られて、また元来た方へ戻されていく。コンスタンティンの部屋のカンテラも取り上げられて、扉が閉とざされた。

　廊下から、ユリエルの声が、微かすかに聞こえた。

　彼は、こう言っていた気がする。

　必ず助けます、と。

「そりゃ、まずいよファーザー……」

　コンスタンティンはユリエルがしそうなことを想像し、震ふるえながら呟いた。
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　花のようにたおやかで、可か憐れんな少女だったこともあったのだ。

　いや、勿もち論ろん今だって花のように美しいとは思うが、時々レオンは、目の前の女おんな主あるじが鉄製なのではないかと思うことがある。背筋は鉄の棒でも入れたみたいにピンと伸のび、視線も揺らがない。色からしても金属を思わせる。冷たい灰色の虹こう彩さいも、信じられないほど細く繊せん細さいな銀ぎん髪ぱつも。

「報告は以上です」

　レオンはサイラスを捕とらえることこそまだできていなかったが、動きはずっと監かん視ししていた。【黒い羊ブラツクシープ】が連れ出したグレイも牢ろうに戻したし、修道院の所有している館には警備隊の中でも信しん頼らいできる人間を見張りにつけて遠巻きに観察を続けている。今グロリアに知らせたのは、その兵士からの報告内容だった。

　コンスタンティンまでもが、サイラスに捕まったというのだ。

　あいにくと修道院の敷しき地ち内のことであり、サイラスには独自の裁量が許されている。屋内への侵しん入にゆうを試みた不届き者を捕らえたとなれば、最悪修道院に連れ帰って裁判を受けさせると言われても食い止めるのは難しい──勿論、レオンとしてはそんなことを許す気はなかったが。

　レオンは暇いとま乞ごいをしたが、グロリアはまだ彼を放す気はなかった。椅い子すに深く腰こし掛かけ、足を組んだまま、彼を見下ろして言う。

「あの男のことだが。【錠じよう前まえ屋】のヒースの。おまえはあれに医師をつけたそうだが、いったい何故なぜそんなことを？」

「城の医師の方が腕が良いのです」

「勿論、そんな理由ではあるまい。医師の他にも監視の兵士をつけているそうだが、それは監かん禁きんとは言わぬか？」

　レオンは心が冷めていくのを感じた。跪ひざまずき、顔を上げないまま答える。

「勿論、そうです。あの男が死ねば良し、生きるのであれば、この機会に力を殺そいでおきたいのです。もし静養中ずっと監禁されていれば、その間あの男には情報も金も集まりません。部下は離はなれ、傷が癒いえてもやつは以前のように裏社会で力を振ふるうことはできなくなります」

「それは困る」

　グロリアは頰ほお杖づえをついたまま、大して感情も込めずに言った。

「私はあの男にはまだ生きていて欲しいし、有用なままであって欲しい。もしあの男が権力を失うことになれば、あの男のいた地位を狙ねらって争いが起こる。あの男はサクスの裏社会における有力人物の一人だから、やつの元部下たちだけでなく、他の有力者たちも縄なわ張ばりを広げようと動き出す。そのような乱れは好ましくない。裏社会にも、秩ちつ序じよはあるのだから」

「あの男はいつかあなたの手を嚙かみます」

　確信を込めてレオンは言い、グロリアのつまらなそうな顔を見上げた。

「あなたの手を食いちぎっても、なんとも思わない男です。やつを信用なさるのはおやめください。傷つくのはあなたです」

「私は傷ついたりはしないよ、レオン。あの男は、ああ見えて可愛かわいいところもある」

　グロリアは薄うすく笑った。レオンの忠誠を慈いつくしんでいるのだ。その白く細い腕を彼の方に伸ばし、手の甲こうを上に向ける。

　いつも口づける指輪が、指に光っている。

　けれどレオンの方は顔を歪ゆがめ、音がするほどに奥歯を嚙み締しめた。

　彼は何も言わず、何もせず、立ち上がった。マントを翻ひるがえし、大おお股またで部屋を出て行こうとする。

　グロリアは目を見開いた。取られることもなく、口づけされることもなく放置された手が宙を摑む。

　固く拳こぶしを作り、グロリアは平静を装って、けれど硬かたい声で言った。

「叔父おじ上うえのところへ行くつもりなら止よせ。助祭なら無事だ」

　レオンは足を止め、愕がく然ぜんとした顔でグロリアを振り返る。

「どんな取引をなさったというのです」

　サイラスはグロリアの遠えん戚せきで、正確には叔父おじというわけではないが、幼い頃ころ両親を亡なくし、グロリアの母とは姉弟きようだいのように育った。グロリアにとっては、十ほど年の離れた彼は良き相談相手だった。

　今も、グロリアは叔父を敬い、親族として愛している。

　だから、サイラスが悪魔に憑つかれたパットという男を連れて来た時も、彼女は疑いもせずに受け入れた。ユリエルに悪あく魔ま祓ばらいを依い頼らいしたのも、サイラスに頼たのまれたからだ。

　その時点で、グロリアもユリエルの過去については調べが済んで、異い端たんとされた騎き士し修道会の出であることもわかっていた。その件に関して、サイラスの側に、含ふくむところがあるのだろうことも。

　だが、サイラスが従者を使って悪魔憑き騒そう動どうを起こしたとわかった時は、さすがの彼女もその端たん整せいな顔をしかめた。

　グロリアにはサイラスを捕らえるつもりはなく、ただ彼を婉えん曲きよくな言い回しで諫めただけだったが、叔父の方は彼女の優やさしさにつけ込んで少々暴走気味だ。

　司祭を捕らえ、さらにはその助祭まで拘こう束そくするなど、到とう底てい見過ごせるものではない。

　それとも、見過ごせないのは自分ばかりだったのか。

　レオンは裏切られたような気持ちになって、グロリアを見つめる目にも自然と感情がこもった。主を睨にらみつけていることに気付いて、彼は視線を逸そらした。

「ミルスの司教殿どのにも、王都の司教殿にももう報しらせは出した。ラヌルフ司教が動くのなら邪じや魔まはしない。司祭に何かあれば助祭の身柄は私が引き受ける。叔父上も了承済みだ。だが、考えてみろ。司祭は【黒い羊ブラツクシープ】と結けつ託たくした異端者として訴うつたえられたのだ。助祭が【黒い羊ブラツクシープ】ならば、この疑いはそれなりに信しん憑ぴよう性せいのあるものになるのではないか？」

「私にはファーザー・ユリエルがそのようなことをするとは思えませんし、証言を強要されて折れる方でもないと思います」

「だがコンスタンティン助祭を盾たてに取られれば？」

「！」

　レオンは息を吸い込み、決意を秘ひめてもう一度目を上げた。

「そのような事情を知った上で領民を放置するというのは、あまりにご無体ななさりようではありませんか。サイラス院長のはかりごとを看過なさることは、グロリア様のご名めい誉よを汚けがすことになります。それほどにファーザー・ユリエルが邪魔ですか？」

「おまえが私の名誉を愛してくれているのは知っているよ、レオン」

　くだらないものを見るような冷め切った目で、グロリアはレオンの視線を受け止める。

「けれどね、おまえは私の臣下で、私によってサクスの代官に任じられているのだ。領主である私の言葉は、お前の中で何よりも……おまえ自身の愛や規き範はんよりも、尊重されるべきだろう。おまえがいくら、あの助祭を気に入っていようとも」

　その通りだ。けれどレオンは腹の底にうねるような熱を感じた。

　もはやこれ以上時間をかけたくもなかった。本来ならば領地の視察に来ただけのグロリアは二週間ほどでこの地を去るはずだったが、今回は【黒い羊ブラツクシープ】捜さがしのために長逗とう留りゆうになっている。そのこと自体は彼にはそれなりに喜ばしい事こと柄がらだ、だがこの状じよう況きようでは喜べない。

　グロリアがいなければ、レオンは後先も考えずコンスタンティンを助け出しに行けただろう。代官として彼には個々の事件についてかなりの裁量権が与あたえられていたし、今回の件も無む理り矢や理り後付けの理由をこしらえその範はん疇ちゆう内の出来事にしてしまえただろう。

　それなのに、レオンはこんなところで長々と引き留められていた。

　また、代官としての勤め以上に、彼はコンスタンティンを止められなかったことに責任を感じてもいた。サイラスの拠きよ点てんをああも簡単にコンスタンティンが割りだすとは想像もできなかったが、それでも施せ療りよう所の前で見つけた時点で、縛しばってでも安全な場所に閉じこめておくべきだった。あの少年助祭の無む謀ぼうさは理解していたつもりだったのに。

　レオンは、強ごう引いんにグロリアの言葉を無視して、扉とびらに手を掛かけた。グロリアのせっぱ詰つまった声がその手を止めようとする。

「従うのだ。代官の地位に留とどまりたければ」

　頭の中で、怒いかりが弾はじけた。

　レオンは勢いよくグロリアを振り返った。グロリアは、いつになく鋭するどい彼の目を見て驚おどろいたような顔をしたが、すぐにそれを覆おおい隠かくす冷たく美しい領主の仮面を被かぶり、彼に向かって手を伸のべる。節くれのない指に、指輪が光る。

　レオンはそれを一いち瞥べつし、去った時と同様大股で彼女の前へ戻もどった。

　グロリアはレオンの勢いに気け圧おされることもなく、彼を見上げる。肉の薄い唇くちびるを開いて、よく通る声で、

「おまえの忠誠を、」

「あの男と同じ場所に口づけなどできるものですか」

　レオンはあえて領主の言葉に被せるようにそう言った。グロリアは不快そうに、そして訝いぶかしげに眉まゆを寄せる。その仕草すらも美しく、無防備に思えて、レオンの苛いら立だちは募つのる。

「ヒースに忠誠の口づけを許したとサー・アルフレッドから伺うがいいました」

　アルフレッドはグロリアのそばにいつも付き従う初老の騎士だ。

　勿もち論ろん、これまでだって、彼女はたくさんの人間の忠誠を受け入れたし、これからだってそうするだろう。彼女は幾いくつもの荘しよう園えんを持つ大領主なのだ。

　ヒースのような男の忠誠すら受け入れたというのは、グロリアの度量の広さを示すのだろう。

　だが、レオンには自分の忠誠もまたヒースの忠誠と同列に扱あつかわれているように感じられて、ただひたすら胸むなくそが悪かった。

　レオンは先代にも小こ姓しようとして仕えていた。

　その頃から、グロリアを知っていた。

　花のように愛らしく、罪も穢けがれも知らないような少女の頃から、彼女を見てきた。

　彼女が嫁よめ入いりのために美しく着き飾かざり、父の下もとを離はなれていくのも、そのあと、夫と父を失った彼女が一人領地を守ってきたのも。

　思し慕ぼも憧どう憬けいも混ぜ込んで十年捧ささげてきた忠誠を、悪党の薄っぺらな損得勘かん定じようと一いつ緒しよにされるのは耐たえられない。

　彼女への忠誠と誓ちかい合った夢のために、自分は最も身近な存在だった警備隊長すら牢に入れたというのに、彼女は代官の地位に留まりたければ従えなどと言う。

　自分が彼女に仕えるのは、代官の地位を与えられたからでは絶対にないのに。

　グロリアへの忠誠を否定され、守るべきサクスの民たみを守れないのならば、代官の地位もサクスの未来への夢も無意味だ。

　サクスを愛しているからこそ、彼は彼女の命令に従えなかった。

　だから手ではなく頰ほおに触ふれた。

「……？」

　グロリアは幼子のようにきょとんとした顔で彼を見上げる。

「失礼」

　レオンは呟つぶやき、グロリアの腰こし掛かける椅い子すの肘ひじ掛かけに手をついて身を屈かがめた。近づく顔を、それでもグロリアはただ見つめる。

「レオン？」

　間近で囁ささやかれた自分の名前を聞きながら、彼は主あるじの唇に口づけた。

　一いつ瞬しゆん置いて離れると、グロリアはまだ呆ぼう然ぜんとしていた。

「では、時間がありませんので」

　レオンはそう言うと、彼女を置いてさっさと部屋を出た。出た瞬しゆん間かん、警備隊の兵士を呼び寄せて館やかたに向かうための準備を整えさせる。

　罷ひ免めんされようが処しよ罰ばつされようが、あとはもう、どうとでもなれ、と思った。

　だから、残されたグロリアの顔に徐じよ々じよに表情が戻り、その頰が薔[image: ]ばらのように染まるのを、彼が見ることはなかった。




　エリカの黒い目からは、涙なみだがぽろぽろと零こぼれていた。

「コンスタンティンがいないの」

　ジャックは困り果てて、頭を搔かいた。

　店じまいはしたというのに扉を叩たたく者がいるから、何事かと扉を開けてみたら、泣きじゃくるエリカがいたのだ。

　女の子の泣き顔というのはどうにも苦手だ。大たい抵ていうまく慰なぐさめられないから今までは逃にげてきたが、家まで押しかけられては逃げようがない。

　とりあえず、適当に慰めようと試みる。

「泣くなよ、きっとどっかで飲んだくれてるさ」

「あんたじゃないのよ、勝手なこと言わないで！」

　……怒おこられた。

「な、なんだよう……」

　そうまで言われて、ジャックはさすがに少しへこんだ。

　コンスタンティンは、数日前から行方ゆくえがわからなかった。ユリエルが来る前はそういうことが時々あって、大抵はどこかの居酒屋に入り浸びたっていた。

　とはいえ確かに最近では珍めずらしい。おまけに昨夜はぼや騒ぎがあったというし、今日はユリエルまで姿を消してしまった。教会での騒そう動どうのあと、サイラスとかいう聖職者に連れ去られて、それきり戻っていないのだ。

　あの時は、異い端たんだのなんだの、やたら物ぶつ騒そうな話になっていて、皆みな騒そう然ぜんとなった。

　それなのにあの善良な司祭は、大だい丈じよう夫ぶです、ちょっとお出かけしてきますなんて言って、彼らを安心させるように笑ってみせた。

　異端はこの島には多くはないが、大陸からの流入で、少しずつ、広まっているとも言う。

　不安になった教区民たちの何人かが、今もジャックの店に来て、話し合いの場を持っていた。

　教区民の中には、本当にユリエルが異端派の司祭だったのではと疑う者もいたが、だいたいの信徒たちは彼を信じ、【黒い羊ブラツクシープ】の指し摘てき通り、サイラスというあの聖職者が何かよからぬことをたくらんだのではないかと考えている。ユリエルはそれに巻き込まれたのだ。

　ならばこれからどうしたものかと、相談していたところだった。

「しょうがねえな」

　ジャックは玄げん関かん脇わきにかけておいた外がい套とうを手にとって言った。

「まとめて捜しに行くかあ」

　泣いていたエリカが、ハッと目を見開いて言った。

「私も行く！」
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　まずいことになる気がする。

　コンスタンティンは嫌いやな考えがわくのを止められなかった。

　そもそも、サイラスがユリエルを捕とらえたのは自白を強要するためだ。異端だという自白を得ることがサイラスの目的だ。そのために、おそらくそれなりの拷ごう問もんはしたのだろう。

　だが、それでも望む答えは得られなかった。

　そこへコンスタンティンがやってきた。

　コンスタンティンを捕らえたサイラスは、適当に殴なぐらせてユリエルにそれを見せた。捕らわれて傷ついたコンスタンティンを。

　それから、あとは？

　それからあとは、勿論、もう一度自白を求めるのだ。

　コンスタンティンの安全と引き替かえに。

　そして、ユリエルは、引き離されながらも、コンスタンティンを助けると言っていた。

　ならば……

「……僕を助けるために、ファーザーがやることって、一つしかないよね」

　コンスタンティンとしては、暴れるとか、抜ぬけ出すとか、そういうことをユリエルに考えて欲しい。

　けれどユリエルはそういったやり方ではなく、もっと確実な方法で、コンスタンティンを解放させる気がする。

　コンスタンティンは、傍かたわらで微睡まどろむ鼠ねずみを見た。悪あく魔まがユリエルを助けることはないだろう。結局自分でなんとかするしかない。

　意識を集中して、耳を澄すます。

　膂りよ力りよくや体力だけではなく、感覚も、かなり鋭えい敏びんになっている。

　ユリエルの居場所を捜さがして、彼がバカな考えを起こす前に一緒に逃げ出さなければならない。もしくは、せめて考えを改めさせるか。

　そうやって集中すると、コンスタンティンの耳には様々な声や音が入ってきた。

　廊ろう下かからは見張りが身じろぎし、鎧よろいがこすれた音。すぐ近くの傭よう兵へいたちの控ひかえ室しつからは骰子さいころを転がす音と、いびきの音。人の話す声。さらに遠くからは……階下から、板張りの廊下を人が歩く音も聞こえる。

　コンスタンティンはユリエルの声や足音を探した。

　だが、近くの物音が気になって、遠くの音が聞こえづらい。骰子の音がうるさすぎるのだ。

「くそ……」

　小さく罵ののしった時、その骰子の音に混じって、傭兵の声が微かすかに聞こえてきた。

「あの……粘ねばってたな」

「……証言……のか？」

「いや、具体的……教会の助祭……だろ、あいつ解放してから言うって……」

「あの司祭、真ま面じ目めそうな……して、案外……」

　コンスタンティンは縛しばられたまま、扉とびらに体当たりした。廊下にいた兵士が、驚おどろいて扉を叩き返して怒ど鳴なる。

「なんだ！　おとなしくしてろ！」

　コンスタンティンはせっぱ詰つまった声で叫さけんだ。

「話がある！　ファーザー・ユリエルを今すぐ呼んで！」

　扉の向こうで人の話し声が聞こえる。それからしばらくして、扉が開いた。

　扉を開けたのは、兵たちの取りまとめをしているらしい年配の男で、コンスタンティンを見下ろして冷たく言った。

「おとなしくしていろ。おまえはもうすぐここから解放されることになる」

「ファーザー・ユリエルに告白したいことがあるんだ。頼たのむ……！」

　男は扉を閉めようとした。コンスタンティンは扉の隙すき間まに身体からだをねじ込んだ。

「てめえ！」

　若い兵士が怒鳴って彼女の身体を蹴けり、室内に押し込もうとする。

　けれど彼女は反対に相手に嚙かみつきそうな勢いで怒鳴った。

「会わせてくれなかったら舌した嚙かんで死んでやる！　僕が無事じゃなかったらファーザーが証言を翻ひるがえすぞ、いいのか！」

　年配の男は眉まゆを顰ひそめた。

　自死は重い罪だ。実行するかはわからない。

　けれど、目に涙を浮うかべ、荒あらい息を繰くり返すコンスタンティンを見下ろし、彼は言った。

「いいだろう」




　コンスタンティンは手首のところで縛り直されて、さらに腕うでを巻き込むようにして胴どう体たいにも縄なわがかけられた。きつく締しめ上げられて息をするのも辛つらいが、足は縄を外してもらえる。

　その状態で廊下を歩かされ、二階に連れて行かれた。

　ユリエルが監かん禁きんされていたのは、二階の奥にある、広い寝しん室しつだった。

　おそらく元は主人夫ふう婦ふのための寝室だろう。ベッドがあって、ユリエルはその手前に置かれた椅い子すに座らされていた。

「コンスタンティン助祭」

　連れて来られたコンスタンティンを見て、ユリエルは咄とつ嗟さに立ち上がろうとした。

　だが、椅子に上半身を縛り付けられていたから、それはできなかった。ただ椅子の脚あしががたがたと揺ゆれる。

　扉が閉まると同時に、コンスタンティンはユリエルに駆かけ寄り、彼の前で膝ひざを突ついた。

　視線が絡からみ、コンスタンティンの目が潤うるむ。ユリエルは口の横に少し血がついて腫はれているくらいだったが、それでもこの綺き麗れいな顔を傷つけられたと思うと、胸が痛い。

「ファーザー、証言するって本当ですか」

　ユリエルは口では何も言わなかったが、少し辛そうに顔を歪ゆがめて、視線を逸そらした。

　やっぱりだ。

　コンスタンティンは、なんとか彼を説得しようとした。

「自分は異端者だなんて、言うんですか。それとも、悪魔の手先だとか？　【黒い羊ブラツクシープ】の仲間だとか？　そういうのも、全部、肯こう定ていするんですか。そんなのダメですよ。絶対に。だって、ファーザーは騎き士し修道会の最後の生き残りなんでしょう？　ファーザーだけが、死んじゃった人たちの無実を証明できるんでしょう？　だから司祭になったんでしょう……ダメですよ。僕のためにそんな噓うそを吐つくなんてやめてください。撤てつ回かいしてください」

「……できません」

　そんな答えで諦あきらめられるものではなかった。

「じゃあ、今から逃にげましょう」

　コンスタンティンは必死になって言った。膝でにじり寄り、彼の膝の上に身を投げ出す。

　ユリエルの答えは変わらない。

「あなたを巻き込むことはできません。これは私の問題です。それに、私は悪魔の力を借りてまで逃げるつもりはありません。そんなことをすれば、私は本当に、死んだ仲間たちに顔向けできなくなってしまいます」

「僕を庇かばって異い端たんにされたら、磔はりつけにされて燃やされるんですよ！　遺灰は川に流されて！」

　教会の教えではすべての死者は最後の審しん判ぱんの日に復活し、永遠の命が与あたえられ、あるいは地じ獄ごくへ落とされる。復活と救済のためには肉体が必要だ。灰では復活はできない。

　肉体がなければ、救いの道は閉とざされる。

　それは、敬けい虔けんな信徒には何よりの苦痛なのだ。

　だからこそ、厳げん罰ばつを以もつて当たる異端者の処しよ刑けいには火か刑けいが用いられる。

「ニコラスが怒おこりますよ。せめて、彼が戻もどってくるまで待ちましょう？　証言を引き延ばせばいいんです。僕なら平気です。何をされても」

　不意に、ユリエルは視線を上げた。痛ましげな声で呟つぶやく。

「……あなたは、美しい」

　あまりに直接的な言葉で、コンスタンティンは熱が首から頰ほおに上ってくるのを感じた。

「世の中には、男だろうが女だろうが、あなたのような外見ならば構わないと思う者もいます。あなたが僧そう衣いを剝はがれたら、性別のこともわかってしまいます。そうなれば、余計ひどいことになります。絶対に……それはさせられません」

　コンスタンティンは俯うつむいて、熱が引くのを一拍ぱく待たねばならなかった。

　熱はなかなか引かず、顔を上げた時にもまだ頰が熱かった。

「じゃあ、他ほかに手を考えましょう？　ねえ、僕だけでも逃げますよ。そうしたら、証言を引っ込めてくれますよね？」

「逃げるというのは、悪魔の力を使ってですか？　あなたにこれ以上悪魔の力を使わせることはできません。これ以上の力は……おそらく、危険です。あなたの身に、心に、よくない影えい響きようを与えるでしょう」

「じゃあ、どうしろって言うんですか！」

　どうしようもなくなって、叩たたき付けるように怒鳴ってしまう。

　ユリエルは、反対に憎にくらしいくらい冷静だった。

「私の証言と引き替かえに、あなたを解放するよう掛かけ合います。解放されたら、遠くへ逃げてください。サイラスはまだあなたを利用しようとするかもしれません。サクスに留とどまるのは危険です」

「やです……」

「あなたがサクスを愛しているのは知っています、しかし……」

「ファーザーを置いていくのは、いやです！」

　どうしてそんなこともわからないのかと、いい加減殴なぐり飛ばしたくなってくる。表情か声で伝わったのか、ユリエルは申し訳なさそうな顔をした──これっぽっちも、意思を変える気はなさそうだったが。

「私はあなたを傷つけました。これで罪つみ滅ほろぼしになるとは思えませんが、それでもあなたをこれ以上私の事情に巻き込むわけにはいかないのです」

　恥はじ入るように目を伏ふせて、彼は言った。

「……あなたにしたことや、あなたに抱いだいた感情は、聖せい剣けんにふさわしいものではありませんでした。あの少女に化けた悪あく魔まにすら指し摘てきされました。やつは、私の欲よく望ぼうを、あなたに対する欲よくを知っていると囁ささやいたのです。詳しよう細さいに、正確に。そんなことを指摘できるのは、本物の悪魔だけです。私があの少女を悪魔と確信した理由について訊きかれた時、答えられなかったのは、そのせいです。私は、あなたにこのようなことを知られたくなかったのです……嫌きらわれるのを恐おそれた、私の浅ましさが悪いのです」

　確かに、ユリエルは、彼の言葉通り、別に清せい廉れん潔けつ白ぱくというわけではなかったのかもしれない。

　けれど、そんな欲を向けられてもなお、コンスタンティンにはユリエルを軽けい蔑べつすることも、嫌うこともできなかった。

　──それなのに。

「私は聖剣騎き士し団の生き残りとしてふさわしく生きねばなりませんでした。それはもう、できません。それなら、せめてふさわしく潰ついえるべきでしょう。お世話になった方々には迷めい惑わくをかけないよう、手だてを考えます」

　そんな諦めの言葉をあっさり吐かれては、我が慢まんできない。

「ふざけないでください!!」

　廊ろう下かの兵士が戻ってきてしまうんじゃないかというくらいの声で、コンスタンティンは叫んだ。一気に力を込め、自分を縛いましめる縄を引きちぎり、彼の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

　さすがに先さき程ほどよりは声を抑おさえ、けれど強く、彼女は言った。

「どうしてそんな簡単に諦めるんですか！　悪魔の力に頼たよろうが、聖剣にふさわしくなかろうが、あなたは生きるべきなんです！　生きなきゃダメなんです！　それをああだこうだと文句をつけるような人たちなんですか、あなたのかつての仲間は！」

　初めてユリエルの目に鋭するどい輝かがやきが灯ともった。

「あなたに、私と彼らの何がわかるというのです。あなたは悪魔の力を使うことの恐ろしさを、まだ理解していないのですか？」

「じゃあ！　僕はどうなるんですか！」

　鼻の奥がつんとして、涙なみだがこみ上げてくる。

「ファーザー、僕に求きゆう婚こんしたじゃないですか！　あれはなんだったんですか！」

「それは、責任を……」

「じゃあ責任を取ろうっていう気き概がいを見せてくださいよ！　あんなひどいキスまでして……っ、こんなの……！」

　最近の自分は女め々めしすぎる。涙が溢あふれて、視界が歪む。顔も、たぶんかなり歪んだ。

「断ったのは、あなたでしょう」

　ユリエルの声は低く、彼の苛いら立だちが感じられた。

「それとも、責任を取らせてくれるというのですか。あなたのために生きろと言うのですか」

　かあっ、とコンスタンティンの頰に血が上る。そうだ、確かにこれではそういうことになってしまう。でも、違ちがう。彼にそんなふうに生きて欲しいわけじゃない。

「違います……！」

「では、これ以上、私を惑まどわせないでください。それとも最初からそれが望みなのですか？　私があなたのために惑い、堕だ落らくすることが？」

「違います！」

　ユリエルの口から苦しげな息が漏もれる。苛立ちを堪こらえ、また別の何かを堪え、彼は言葉を絞しぼり出す。

「もう私に関かかわらないでください。泣かないでください。触ふれないで、ください」

　コンスタンティンの身体からだから力が抜ぬけた。

　ユリエルの僧衣から手を離はなす。膝ひざから崩くずれ落ち、腿ももをぺたりと床ゆかにつける。

　助けられない。

【黒い羊ブラツクシープ】として少なくはない人々を助けてきた。

　でも、今目の前のこの人を助けられないのなら、そのすべてが無意味に思えた。

「いやだ……！」

　俯いて、床ゆか板いたに爪つめを立てる。ぎり、と板がきしむような音を立てた。

　その時。

「最初から、わかっていたことだ」

　低く、甘く響ひびく、青年の声が聞こえた。

　部屋の暗がりから一匹ぴきの鼠ねずみが現れたかと思うと、蠟ろう燭そくの炎ほのおが揺ゆらぎ、消えそうに小さくなった。闇やみが部屋に広がったのは一いつ瞬しゆんだったが、その一瞬で鼠は黒衣の悪魔に変じて語った。

「幸福な結末など本気で信じていたのか？　その男は過去も現在も血みどろの聖職者で、吾わが輩はいは悪魔だ。そなたは悪魔の花はな嫁よめなのだ。結局のところはな」

　コンスタンティンは、顔を上げないまま尋たずねた。

「……君でも、無理なのか？」

　悪魔を警けい戒かいしていたユリエルが、愕がく然ぜんとした様子で口を挟はさんだ。

「私には悪魔の力を借りることはできません。あなたにもそれはさせたくないのです！」

　しかしコンスタンティンは止まらなかった。

「なあ、君でも無理なのか？　僕はファーザーを救いたいんだ。ファーザーに、もう一度……聖ブリジット教会に戻ってもらいたい。僕がいなくても、ファーザーなら」

「やめてください！」

　ユリエルの声には、先程まではなかった悲痛な響きがあった。

　悪魔は、コンスタンティンを見つめたまま、静かな声で言った。

「そなたが、本気でそう思っているのなら」

　不思議と、綺き麗れいな目をしているように見えた。

「吾輩が、そなたを地じ獄ごくへ攫さらおう」

　ユリエルが息を飲む。

　コンスタンティンは、ただ、瞬まばたきをした。

「そうすれば、そなたはここから消える。その司祭が噓うそを吐つく理由はなくなる」

　ゆっくりと、その言葉を考えてみる。

　ああ、本当だ、と思ったから、そう口にした。

「…………………………………………そうだね」

「コンスタンティン助祭！　やめてください、待ってください、お願いですから！」

　ユリエルの制止の声は聞こえていたし、彼の必死な様子もわかっていたが、コンスタンティンには、悪魔の言葉はまったく正しいものに聞こえた。いや、事実、本当に正しかったのだ。

　コンスタンティンがいなければ、ユリエルは証言せずに済む。

　この悪魔がヒースにしたようなことも、二度と起こらない。

　どのみち、悪魔の力によって歪ゆがめられた肉体だ。長く地上にいては、周囲に災わざわいを振ふりまくようになるかもしれない。そう指摘したのは、他ほかならぬユリエルだ。

「そうだね、本当だ。僕がいなければ良かったんだ」

　あんまり簡単な真実で、あっけなくて。

　コンスタンティンは、笑った。

　それなのに、悪魔は彼女の頰ほおに手を伸のばし、悲しそうに囁いた。

「泣くことはない」

　泣いてないよ、と言いかけて、コンスタンティンは言葉を切った。悪魔の指が、彼女の頰から涙の雫しずくをぬぐい取っていた。頰は確かに濡ぬれていた。

「こんなことをしてはいけません、あなたは一人じゃないんです！　コンスタンティン助祭!!」

　絶ぜつ叫きようみたいな声だと思った。実際、ユリエルは絶叫していた。何度も繰くり返し彼女の名前を呼んでいた。

　コンスタンティンは彼を見ずに、立ち上がった。

「今、僕を連れて行けるの？　君の魔ま力りよくって、もうそんなに回復したの？」

「そなたの抵てい抗こうさえなければ、より小さな力で済む。一いつ瞬しゆん扉とびらを開くだけでよいのだ。この地は悪あく魔ま憑つきどもによって、随ずい分ぶん地獄との距きよ離りが縮まった。少しは、そなたのために演出してやってもよい」

「演出？」

「……そなたが貶おとしめられることのないよう、吾輩が守るという意味だ」

　コンスタンティンは意味がわからなかったが、悪あく魔まは彼女の手を取り、抱だき寄せて言った。

「来るがよい、吾わが花嫁よ」

　強ごう引いんに抱き寄せた割に、表情は静かで、得意げな様子はない。むしろ不安そうにも見えた。

　だから、コンスタンティンはその顔に触れ、先程よりも少し明るく、ふんわりと笑って、

「うん、いいよ」

　そう言った。

　ユリエルは最後まで血が滲にじんでいそうな声で彼女の名前を叫さけんでいたから、コンスタンティンは、どうせなら本当の名前の方も教えておけばよかったかなとちらりと思った。

　けれどその後こう悔かいも、悪魔の背後から突とつ然ぜんあふれ出した光に包まれて、とけて消えた。
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　ジャックとエリカはコンスタンティンとユリエルを捜さがしていた。

　最初にジャックの家に集まっていた連中の他にも、捜すうちに「じゃあ俺も」と腰こしを上げる者が加わって、捜そう索さく隊はぞろぞろと人数が増えていた。中にはあくどく儲もうけていると噂うわさのランドルフや、船大工のアルなどもいた。

　ジャックは、ある館やかたの方へ走っていくコンスタンティンを見た、という話を耳にして、エリカらと一いつ緒しよに市外へ出て、その館の方へやってきたところだった。
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　館はサイラスの修道院が所有するかなり広い敷しき地ちに立ち、今は無人という話だった。

「あれ、人がいる」

　日はすでにとっぷりと暮れている。門前に人ひと影かげを見つけて、ジャックが、不思議そうに呟つぶやいた。

　エリカは早さつ速そく、そちらへ近づこうとした。

「訊きいてみましょ！」

「いや、待てよ。何か変──」

　門前にいる人物は、槍やりを持っていないか？

　ジャックは警戒して、エリカを下がらせようとした。

　その時、背後からがちゃがちゃと金属のこすれる音が聞こえた。驚おどろいて振り返ると、闇の中なかからカンテラで照らされた。

「なんだ、ジャックか」

　暗い路地から現れた代官のサー・レオンは、拍ひよう子し抜ぬけした様子でそう呟いて、カンテラの覆おおいを下ろして光量を絞った。

「おい、大きな声は出すなよ。なんでここにいる？」

　見れば、レオンの背後には警備兵が数名いる。物音からすると近くにもっとたくさんいるようだが、同じようにカンテラに覆いを下ろして行動しているらしく姿は見えない。

　ジャックは仲間を代表して言った。

「コンスタンティンを捜してたんですよ」

「ああ──そうか。大だい丈じよう夫ぶだ、俺が行く。悪いが時間がないんだ。あとでな」

　レオンはそう言って、兵士に指示を出し、館へ向かって歩き出した。夜中に出歩くなんて、と見とがめられそうなエリカは物もの陰かげに隠かくれていたが、レオンが去ると出てきてジャックと顔を見合わせた。

「どうしたっていうの？」

「わかんね」

　ジャックは呟いて、館に向かう兵士の中から顔見知りを見つけて、彼から話を聞こうとした。

　白い光が館の一角から放たれたのは、その時だった。

　光は、館から、天へとまっすぐに伸びて、雲間に入っていくように見えた。まるで光の柱だ。夜だというのに、一帯はそれによって明るく照らし出された。

　そして明るい空に、鐘かねの音が鳴り響いた。

　あちこちの教会の鐘が、僅わずかにずれ、あるいは重なり合って鳴っていた。誰だれかが打ち鳴らしたわけでもないだろう。祈いのりの時間にはまだ遠い。鐘は一つが鳴りやんでもまた別の鐘が鳴り、街中の鐘が鳴っていたのではないかと思われた。

　警備兵たちだけでなく、門前にいた槍を持った見張りらしき男たちも腰を抜ぬかし、目を守って顔を背そむけたりした。

　鐘の余よ韻いんが消え、強い光が消えたあとも、夜空には七色の光の帯がきらきらと形を変えながら輝かがやくのが、しばらく見えていた。

「な……なんだこりゃ」

　ジャックはうろたえて呟いた。周囲の者たちも皆みな肝きもを潰つぶしていた。座り込んで十字を切る者も、逃にげ出そうとする者もいた。その中で最初に動いたのはレオンで、それを追いかけたのは、エリカだった。

　門番を押しのけて、レオンは屋内に飛び込んだ。ちょうど悲鳴を上げて屋内から逃げ出した男たちとぶつかり、もみ合いになる。彼らの脇わきを、小こ柄がらなエリカがすり抜けた。

「コンスタンティン！」

　声を嗄からしてエリカは叫んだ。

　けれど、コンスタンティンは見つからなかった。




　光が消えたあと、聖ブリジット教会の助祭は忽こつ然ぜんと姿を消した。

　大勢の者が光を見ていたから、少年助祭が光の柱とともに消えたという話はすぐに広まった。

　そして噂には尾おひれがついた。あまりに特とく殊しゆな状じよう況きようだったから当然だったのかもしれないが、誰からともなく、こう囁ささやかれるようになった。




　コンスタンティン助祭は、天使によって選ばれ、昇しよう天てんしたのだ、と。







　あとがき




　こんにちは、喜多みどりです。いつも読んでくださる方、初めてお手にとってくださった方、ありがとうございます。皆みな様さまがお住まいの地域は今どうなっていますか？

　震しん災さい前に、被ひ災さい地の方から感想とおまけ話希望のお手紙をいただいておりました。配達可能地域のようでしたのでお送りしましたが、無事にお手元に届いておりますでしょうか……。

　皆様のご無事を心よりお祈いのりしております。




　三角関係がもつれてきた『シスター・ブラックシープ』も第四巻、発売となりました。

　今回は悪あく魔まが久々に大きく表紙になりました。内容的にももう一人のヒーローよりはよほどヒロインの心に寄り添そった行動をしている気がします。次が最終巻なのですが、むしろ今回が最終巻みたいな終わり方をしていますね……しかし作者としてはできることならもう一冊書きたいなあと思っております。あと少し、応おう援えんよろしくお願いいたします。

　書きたかったものを私に思い出させてくださった木藤女史、美しくほれぼれする悪魔を描えがいてくださった桐矢先生、ありがとうございました。このたびもお仕事ご一いつ緒しよできて嬉うれしいです。

　最終巻は、今回ほどはお待たせせずに済む……といいなと思っています。

喜多　みどり　　



















シスター・ブラックシープⅣ




エデンの噓うそ








喜き多たみどり





角川ビーンズ文庫





令和4年3月1日　発行





ver.001





©Midori Kita 2011





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ビーンズ文庫『シスター・ブラックシープⅣ　エデンの噓』

平成23年7月1日　初版発行





発行者：青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装幀者／micro fish












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/gaiji-cid7750.png
wa





item/image/cover.jpg
/4
(/£ €. ‘
4 N /
E = S 1'/ ~ N
b 4 .
; a \ >
N

—+7 92— N
; ,

N 7 '\ . H

3 ° P

e Do -

» T E—— A =

- ;ﬁ*F — Y e
ih =2 S 1 -

A1 s~ < |
LN " ANNEE—

e
1,

u@’,

i

O)
&
A}

‘\ B\ \
5 < A i P o o
6 . “\ \ NN o
N\ N S -

[z
S,

(A

a





item/image/p157.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p077.jpg





item/image/p197.jpg





item/image/allcover-001.jpg
FHHLY o idoriKita

8A 31 BEFNDZLEAR,

FREOFICLDE, PHOBRICIE—HRIE
EDIHOMA T O/FISBICB D o
AUPBUDEVWSETTN, SHETIRET
ERELELRL, 1 X—JDLPTEEE
@y WP, PYHRDERROIDICHE
SRATLES, Eo. BE, LRHOEHE
EPEETHBFUTVRETTD, 8BS
DHTIZBHEE>ET UDFTER/ANIC
DV TEHESLTEBNTVET - Ed&,
BICERNELBDIEBNFTH, 52D
FEI—-0Ov/(EVSTLET, THATEL.

DI—ASN O R
FHAY OBHLR (S MEETE)

42-23

L
7)
v
()
UE

2 U —aNY

YRF—-TFvII—TN Ry

A——ABDBEIHHEY 2]
BB E A% L LLTHECET a2 8
YA Ve Ll ALY ZVORIZARY . [HeE] &
WobhTLEHN &5 MEMIYAY VT4 VRN
MHERTVE ) & LTORBROLSIT b kat-? [
WRHMAR ERLTHELCOZ0n? Tk
DE—| FWDO I =T 4 - FT - 77y T— 4G






item/image/p143.jpg





item/image/kugiri.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		Contents



		第１章



		第２章



		第３章



		第４章



		第５章



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p181.jpg





item/image/p139.jpg





item/image/titlepage.jpg
VAI— - TSvoI—T N
IO

HEHRLEY

16912

BIE-JAXE






item/image/p019.jpg





item/image/gaiji-cid14207.png
Zir
o





item/image/gaiji-cid13876.png
i





item/image/toc-001.jpg
%.Q

N

N

X%

VI
¢

£33 Sister Blark Sheep &3
Tie of Tden

(ontents

HEDE






item/image/p251.jpg
e W

LN
e A W TV Y92
> ,g.—-—.ai'_':!:.
‘l"t'.

D
Ly

7 i
s






item/image/gaiji-cid14092.png
ik





item/image/p051.jpg





item/image/p095.jpg





item/image/p200.jpg





item/image/gaiji-cid13803.png





item/image/p005.jpg
Wie of Eﬁhe

Chearacters

||

Y )v

TR EANSIFTF
Er.EREROR
HEME.BEBE(E
WE]EED,

2
fiad

E—A

[sERB] DER%EF
ONEES ) T |
LZaLTaUCBE
PITVS,





item/image/p004.jpg
FRFDALRZT 1
SATKIBL. R DTS
WHElEH-BE. 1Y)
IILDEE.

EBrOENDID,
BELTBE D EERIF
SOBIEEN, R
D A T
[BuFE]eLTER,






item/image/p008.jpg





